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　道に迷ってしまった……。


　僕――浅あさ川かわ遼りよう真まは泣きたい気持ちで、手元の紙に書いてある住所と地図を見比べた。だけど、いくら見比べてみても、まずここがどこなのかが判わからなければ、どこをどう行けばいいかも判らないんだ。


　高校一年、十五歳。この歳としで迷まい子ごになるなんて。


　いや、道に迷うなんてことは、きっとオトナだってあるはずだ。問題は……そう、僕が子供みたいに泣きべそをかきかけてることだ。


　いくら僕が子供っぽい顔をしてるからって、こんなことで泣いたりしたら、まるっきり子供と同じだってことになる。


　僕は高校生だ。ちゃんと名門・柊ひいらぎ学園高等部の制服を着てる。学校指定の鞄かばんだって持ってる。だから、子供じゃないし、道に迷ったくらいで、泣いたりしないんだ。


　自分にそう言い聞かせても、ここがどこだか判らない以上、すごく焦あせるし、やっぱり涙なみだが出てきそうになるんだ。


　こんなところを、双ふた子ごの兄・豹ひよう真まが見たら、なんと言うだろう。『だから、遼真には無理だって言ったんだ』って、絶対馬ば鹿かにされる。


　そりゃあ、僕はいつだって豹真にくっついていて、豹真がしてくれることを受け入れ、豹真の言うとおりにしてきた。


　だけど、これじゃいけないんだって、最近思うようになったんだよ。だから、豹真をあっと言わせたい。そして、やる気さえあれば、僕にも一人でできることがあるんだって判ってもらいたいんだ。


　それに……。


　この件に関しては、豹真と僕の意見は違ちがうから。


　僕は手の中の紙し片へんをギュッと握にぎり締しめた。


　とにかく、ここがどこなのか調べないと。


　僕はもう一度、地図を見た。最も寄よりの駅には確かに着いたんだ。だから、そこからどういう道を歩いたのか、思い出してみよう。


　えーと……駅前の道を左に曲がって、まっすぐ行ったら、右手に目印の店があって、そこから曲がるはずだったんだけど、見つからなかったから、適当に曲がったら、どんどん判らなくなって……。


　やっぱり最初の目印の場所を見つけられなかったのが、悪かったよね。と、そんな反省をしても、意味がないか。で、そもそも、僕はどの道から曲がったんだろう。


　地図とにらめっこしてみるけど、それがどこなのか、よく判らない。


　どうしよう……。


　えーと、えーと、なんとかしなきゃ。このままじゃ、僕、うちにも帰れないよ。


　そうだ。『ここ、どこですか』って、通りすがりの人に訊きいてみるとか。だけど、ここは妙みように人通りが少なくて、今は周囲に誰だれもいない。閑かん静せいな住宅街がいって感じだからね。


　じゃあ、適当なお宅にお邪じや魔まして、『ここ、どこですか』って訊くとか。……そんな恥はずかしい真ま似ね、僕にはできないよ。


　ああ、本当にどうしよう。


　ここに誰か通りかからないかな。誰でもいいからさあ。


　心細くなっていたところに、向こうから車が走ってきた。この際、車でもいいや。僕は手を挙げて、運転してる人に助けを求めた。


　車は僕の前で停とまった。


　パワーウィンドウが下がって、その人が顔を出す。


　歳は二十代後半……くらいかな。スーツを着てるすごく格好いい男の人だ。顔は整っていて綺き麗れいだし、キリッとした中にもどこか優やさしげなところがある。


　その人は僕を見て言った。


「坊ぼうや、私の車はタクシーじゃないよ。どうしたの？」


　ああ、そうだ。僕、手を挙げて、車を停めちゃったんだ。


「あの……僕……僕っ」


　急に涙が零こぼれてきた。


　だって、その人が優しそうに声をかけてくれたことで、なんだかホッとしちゃって。気が緩ゆるんだのと同時に、涙るい腺せんも緩んじゃったんだよ。


　せっかく、ここまで泣くのを我が慢まんしていたのに。僕の馬鹿。しかも、まったく知らない人の前で泣き出しちゃうし。


「困ったな。もしかして迷子？」


　僕は手で涙を拭ふきながら、コクンとうなずいた。まさにそのとおりだったからだ。


「送ってあげるから、車に乗って」


「え……いいんですか？」


　僕はここがどこなのか知りたいだけなんだけど。


「そんなに泣かれたら、ほっとけないじゃないか」


　そう言われれば、そうかもしれない。子供みたいに泣いてる奴やつを放ほうり出したら、自分が極ごく悪あく人にんにでもなったような気がするし。


　でも、僕は子供じゃないのにな。


「遠えん慮りよせずに。ほら。助手席に乗って」


「はい……」


　僕はお礼を言って、助手席に乗せてもらった。


　あ……なんか音楽が鳴ってる。バイオリンの音だ。クラシック音楽みたいで、この人の顔立ちの上品さにすごく似合ってるって思った。


「はい」


　シートベルトをつけた僕に、その人はハンカチを差し出してくれた。


「あ……いいです。僕、持ってますから」


　だけど、ポケットを探さぐるけど、見つからない。


　もしかして、今日に限って忘れたのかな。そんなあ。


　違うポケットかって、いろいろ探してみたけど、やっぱり見つからない。その人はクスッと笑って、オレにハンカチを手渡した。


「……すみません」


「かまわないよ。君の制服、柊学園のだろう？　そこの子とちょっと縁えんがあってね。君、その子と少し似てるから、泣かれると気になるんだ」


「はあ……。僕、兄の住んでるところに行こうとしたんですけど、方向音おん痴ちで迷っちゃって」


　僕には、双子の兄・豹真の他ほかに、一つ年上の兄・省しよう真まがいた。省真兄さんはいつも口うるさい豹真と違って、すごく優しくて、いい人なんだ。


　でも、今、省真兄さんは我が家にはいない。家庭教師の寺てら嶋しま誠せい也やとかいう奴と、何な故ぜか一いつ緒しよに住んでるんだ。


「お兄さんは一人暮らしでもしてるの？」


「いえ、一人ではなく二人……なんですけど」


　家庭教師と同居ってのも、なんだか普ふ通つうじゃないから、そこまで言うのはやめにした。


「ああ、友達と二人で住んでるのかな。で、お兄さんのところに行きたいんだ？」


「はい。僕、兄のことが大好きなんですけど、今、すごくやな奴と同居してて。だから、兄に家に戻もどるように説得したいんです」


「君って、お兄さん想おもいなんだね……」


　急にその人はしみじみとそう言った。


「実は私にも弟が二人いてね。で、下の弟がとてもいい子で可愛かわいいんだよ」


　えーと……この人って、二十代後半くらいなんだけど、下の弟って、可愛いって言ってるくらいだから、ものすごく歳が離はなれてて、小学生とかなのかな。


「その子もお兄さん想い？」


「そうそう。たまに反はん抗こうしてきたりするけど、そこも可愛いっていうか、とにかくたまらなくいい子で、私は大好きなんだ」


　なんだか、弟のことを語る彼の目つきはうっとりしてきてる。


　見ず知らずの僕相手に、弟のことをこんなに陶とう酔すいしたように話してるこの人って、ちょっと変……かな。


　いやいや、親切にしてくれた人に対して、変な人だって思うのは失礼なことだよね。


「だから、お兄さん想いの君には、親近感を持ってしまうな」


「あ……えーと、僕もです」


　たとえ変な人でも、弟想いのこの人はきっといい人だよ。省真兄さんだって、僕のことをいつも可愛がってくれるし、弟想いの人に悪い人はいないよ、たぶん。


「ああ、君とは気が合うなあ。嬉うれしいよ。やっぱり兄弟は共に慈いつくしみ合い、愛し合うべきなんだ。だって、血を分けた兄弟なんだからね」


「そうですよねっ。僕が兄さんのことを話していたら、兄弟なのに気持ち悪いって言う人がいて、すごく嫌いやなんですけど、そんなことないですよねっ？」


「もちろんだ。兄弟だからこそ、判わかり合える部分というのがあるんだからね」


　妙なところで意気投合してしまった。初対面の人なのに。


「じゃあ、私が君のお兄さんのところまで送っていってあげよう」


「あ……いえ、駅まででいいです」


「遠慮しなくていいよ。私達は同志じゃないか」


　いつから同志になったんだと思ったが、きっとたった今からだよね。


「遠慮じゃなくて。僕、自分の力で辿たどりつきたいんです。いつも僕は、一人じゃなんにもできないって決めつけられていて悔くやしいから。僕だって、兄さんの住んでるところまでくらい、一人で行けるんだって証明したい」


「よく言った！　偉えらいよ、君！」


　その人は感動したみたいに言うと、僕の肩かたに手を置いた。馴なれ馴れしい仕草だったけど、僕とこの人は同志だから、気にしない。


「そうだよね。誰かに馬ば鹿かにされたままでいいなんてことは、絶対にない。男なら、困難に立ち向かっていかなくちゃ」


　もちろん、地図と住所を片手に省真兄さんのところに行くっていうのが、どれだけ困難かっていうと、世間の人には大したことじゃないのかもしれない。ただ、方向音痴の僕には、すごく難しいことなんだ。


　その人は機き嫌げんよく車を発進させ、駅前まで送ってくれた。あれだけ歩いたのに、車だと、すぐ近くなんだね。


「あの、本当にありがとうございました！」


「いや、何、大したことはないよ」


　彼はにっこりと微ほほ笑えんだ。


　格好いい大人の男って感じの人だけど、こんなふうに微笑まれると、もっと素す敵てきな人だって思う。きっと女の人にモテモテなんだよね。


　僕はシートベルトを外して、ドアを開いた。


「あ、君！」


「え？」


　振ふり向くと、その人は僕の手を握にぎった。


「君とまた会えるかな？」


「え……？」


　僕はまばたきをして、その人を見つめた。


「えーと……待ち合わせすれば、きっと会えると思いますけど？」


　なんだかとぼけた言い方になってしまったけど、時間と場所を決めて会えば、また会うことは可能だと思うんだ。偶ぐう然ぜんに会うのは無理にしてもさ。


「そうだね。学校、いつも何時くらいに終わるの？」


　僕は掃そう除じが終わった時間を答えてみた。


「じゃあ、その時間くらいに、校門の前で待っている。明日……は無理だが、明後日あさつてなら大だい丈じよう夫ぶだ。君は？」


「あ、ハイ、大丈夫です」


　そうは答えたものの、本当に明後日、僕とこの人は会うんだろうか。いや、同志なんだし、いい人だから、別にいいんだけど、会ってどうするんだろう。お互たがいの兄弟について語り合うのかなあ。……それも面おも白しろそうだけど。


「じゃあ、明後日。楽しみにしてます」


　僕はドアを大きく開いて、外に出た。


「そうだ。私の名は……徹てつ也やだ」


　あれっ……今、車の走る音で苗みよう字じのところが聞こえなかった。外がうるさいせいだな。まあ、苗字はいいや。兄弟好きの同志に、苗字なんか関係ないよ。


「えーと、徹也さんですか？」


「そう。そう呼んでもいい。君は？」


「浅川遼真です」


　徹也さんはちょっと眉まゆをひそめた。ひょっとしたら、今、車が通ったから、僕と同じでよく聞こえなかったのかも。


　もう一度、近づいて言おうとしたら、徹也さんはにっこり笑って言った。


「遼真君って呼んでいい？」


「はい」


　お互い下の名前を呼び合うなんて、すごく親しい仲みたいだね。今日が初対面なのにさ。


「今日はどうもありがとうございました」


「ああ。明後日。校門の前で」


「はい」


　僕はおじぎしながら、ドアを閉めた。


　車が走り去った後、僕はハッとして手の中を見た。貸してもらったハンカチがくしゃくしゃになっていたんだ。


　家に帰って、洗せん濯たくしてもらおう。そして、明後日、返せばいい。


　そうして僕は、もう一回、省真兄さんの住んでる家を探し始めたんだ。








　結論からすると、僕は省真兄さんのところまで、自力では辿りつけなかった。


　どうにもこうにも、探してるうちに暗くなってしまって、やっとの思いで駅まで戻ってきたけど、これ以上は無理だから……。


　でも、諦あきらめて帰るのも嫌だったから、駅の公衆電話で省真兄さんに連れん絡らくしたんだ。


　教えてもらった番号に電話したら、懐なつかしい省真兄さんの声が聞こえてきて……。不覚にも、僕は泣きそうになってしまった。


「省真兄さぁん……」


　グスッと鼻をすすりながら、そう呼びかけると、省真兄さんは驚おどろいたような声を出した。


「遼真っ？　どうしたんだ、一体？」


　ああ、省真兄さんは名乗らなくても、僕だって判ってくれるんだ。僕と豹真は二卵性の双ふた子ごだけど、声はすごく似てるんだよ。でも、豹真は泣き声を出したりしないから、省真兄さんはそこで僕だと判断したのかもしれない。


「省真兄さんのところに行こうと思ったら、道に迷っちゃって……」


「馬鹿。どうして連絡してから来ないんだよ？　そうしたらすぐに迎むかえにいったのに」


「僕一人で行こうと思ったんだよ。僕だって、豹真がいなくてもなんでもできるんだっていうのを見せたくて……」


　受話器の向こうで、溜ため息いきが聞こえた。


「志は立派だけどね。豹真から電話があったよ。喧けん嘩かしたんだって？　こんなに暗くなったのに、遼真が帰ってこない、そっちにいないかって、すごく心配してたぞ」


　思わず、こっちのほうが溜息をつきそうになった。


　どうして豹真って、僕のことをそんなに過か剰じように心配するのかな。僕は子供じゃないんだから。


　……そりゃあ、方向音おん痴ちで、省真兄さんの家に辿りつけなかったけどさ。


「とりあえず迎えにいくから。場所、どこ？」


「えーとね、駅の中」


「判った。駅の中の公衆電話だな？　絶対そこを動くなよ」


　そこを動くなって、そんなに僕って信用ないのかな。本当に自信なくしちゃうよ。


　省真兄さんはあの家庭教師の寺嶋って奴やつが来てから、なんだか変わっちゃった。以前は、ただ優やさしい人だったのに、最近はちょっとたくましさが出てきたような……。あ、いや、肉体的にじゃなくて、精神的にオトナになったって言うかさ。そんな感じ。


　だから、寺嶋と生活するのは、きっと省真兄さんにとってはすごく苦痛なんだと思うんだよ。すごく苦労しましたって感じがするもん。


　勉強のためだからって、家庭教師と一いつ緒しよに住むなんて、そこまで勉強漬づけになることないって思う。もちろん勉強は大切だけど、それ以外に家族の愛情に包まれながら生活することのほうが、もっと大事だって、僕は思うんだ。


　とにかく、僕は省真兄さんに帰ってきてほしい。


　省真兄さんのために……。そして、僕のためにも。


　僕は省真兄さんのいない家なんて、つまらないから。豹真は口うるさいし、僕につきまとってくる。だから、僕は優しくしてくれる省真兄さんが大好きなんだ。


　しばらくして、省真兄さんの姿が見えた。


　トレーナーに、ずいぶん大きめのコート姿。ひょっとして、そのコートって、寺嶋のものなのかな。なんだか嫌いやだな。


「遼真！」


　省真兄さんが駆かけ寄ってきたから、僕は思いっきり省真兄さんに抱だきついた。


「学校からそのまま来たのか？　だったら、オレの教室に来れば、一緒に連れて帰ったのに」


　そう言われればそうだ。……いや、これは僕一人で行動することに意味があったんだから。


　結果、辿たどりつけなかったというのは、相当、情けないとは思うけどさ。


「とにかく誠也のマンションに行こう」


　省真兄さんは僕の肩かたに手を回してくれて、それは嬉うれしかったんだけど、寺嶋って人のことを『誠也』と呼んだことに、何な故ぜだかドキッとした。


　いや、だって。


　家庭教師のこと、名前で呼び捨てって変じゃないかな。すごく親しげっていうかさ……。


「省真兄さん、いつもその名前で家庭教師のこと呼んでるの？」


「え……？　あ、えーと……一緒に住んでるからね。先生って呼ぶのも、堅かた苦くるしいだろ？」


　そうかなあ。先生は先生だろうって思う。それに、家庭教師は省真兄さんより、ずっと年上の人だよね。そんな人の名前を呼び捨てにしてもいいのかなあ。


「とにかくっ、寒いんだし、早く行こう。誠也が車で待ってる」


　あ、来るのがやけに早いと思ったら、寺嶋って人が車を出してくれたんだね。


　迷めい惑わくをかけたのが自分だって自覚はあるが、妙みように嫌～な気分だ。やけに省真兄さんと寺嶋って人が仲良しなところを見せつけられたみたいでさ。


　駅前に車が停とまっていて、省真兄さんは迷わずそこに行くと、後ろのドアを開け、僕に乗るように言った。


「あ、えーと、お邪じや魔まします」


　僕は思わずそんな挨あい拶さつをして、車に乗り込んだ。


　寺嶋って人の顔は前に何度か見たことがあった。でも、家の中で会って、ちょっと挨拶するくらいで、どんな顔なのかははっきりと覚えてなかったんだ。


　ただ、省真兄さんを無理やり自分の家に連れていったような奴なんだから、きっと鬼おにのように怖こわい顔をしてるって思ってた。というか、僕はそう思い込んでいた。


　なのに、僕のほうを振ふり向いた寺嶋さんの顔は、すごく綺き麗れいな顔立ちをしていたんだよ。しかも、わりと優しそうだったりして。


　うーん。イメージ狂くるうなあ。


「遼真君はそんなにお兄さんが好きなんだ？」


　それはなんかトゲがある言い方で、僕はちょっとムッとした。


「好きじゃいけないんですか？」


「別にいけなくはないよ。でもね、僕の家に来るなら来るで、ちゃんと前もって連絡するのが礼れい儀ぎだよね？」


　僕は省真兄さんの住んでるところに行きたかっただけで、この人の家になんか行きたくなかったんだ。


　なんだよ、自分が省真兄さんを僕から引き離はなしたくせに。


「誠也！　そんなふうに言うことないじゃないか。可哀かわい想そうに……」


　僕の隣となりに座った省真兄さんが、僕の肩をギュッと抱きしめた。


　寺嶋さんはそれを見て、わざと肩をすくめて見せた。


　くーっ。イヤミな奴。やっぱり省真兄さんはこいつにいじめられてるんだよっ。


　なんとかして、省真兄さんが家に帰れるようにしてあげなくちゃ。そうでなきゃ、省真兄さんが可哀想だ。


　僕は省真兄さんに抱きついた。


「とにかく……僕の家に行って話をしよう」


　そう言うと、寺嶋さんは車を発進させた。








　寺嶋さんの家はマンションの一室で、元は一人暮らしのわりに、けっこう広かった。


　省真兄さんはすっかりこの家に馴な染じんでいるらしく、まるで自分の家みたいに僕をリビングのソファに座らせて、キッチンでコーヒーなんか淹いれている。


　あまりの手て馴なれた様子に、こうして省真兄さんはいつもこいつに家政婦みたいに働かされてるに違ちがいないと僕は思った。


　だって、省真兄さんは家のキッチンになんて、ほとんど入らない人だ。まして、コーヒーを淹れるなんて。


　そういう仕事は、みんな、うちにいるメイドの人がやってくれてる。それが当たり前だって思っていたし、浅川家の長男である省真兄さんにそんな雑用をさせるなんて、とんでもないことだよね。


「はい、遼真のコーヒーにはミルクと砂糖をたっぷり入れといてあげたからね」


　そう言いながら、省真兄さんが僕の前のテーブルにカップを置いてくれた。


「わあ、省真兄さん、ありがとう」


　僕がコーヒーには絶対ミルクと砂糖を山ほど入れるのを覚えてくれてんだな。さすが、省真兄さんだ！


　僕は機き嫌げんよくカップを両手に持って、コーヒーを飲んだ。


　甘くておいしい。ああ、これが省真兄さんが淹れてくれたコーヒーなんだな……。


　クスッと笑い声がしたから、そっちを見ると、寺嶋さんが僕のほうを見てニヤニヤしていた。


「……なんですか？」


「いや。遼真君は高一だったかな？　それにしては、ずいぶん幼いね」


　それって、僕が幼よう稚ちに見えるって言いたいんだろうか。そりゃあ、僕は子供っぽいけど、そんなふうに面と向かって言うなんて、ずいぶん失礼じゃないか。


　僕が思わず睨にらみつけると、ますます笑い出しそうな顔をするし。


　本当に失礼な奴だ。


「誠也。そんなイヤミなことを言うなよ」


　省真兄さんはそう言いながら、僕と寺嶋さんの間に座った。


「僕は見たままを言ったまでだ。まあ、別に僕は遼真君の家庭教師じゃないから、どうこう言いたくはないけど、高校一年ならもう少し世の中の常識というものを学んだほうがいいな」


　それって、僕に常識がないっていう意味か。そりゃあ、確かに……僕は世間知らずだよ。それは認めるよ。でも、そんなふうに言わなくてもいいじゃないかあ。


「遼真は繊せん細さいなんだから、もっと言い方を考えろよっ。ほら、今にも泣き出しそうな顔をしてるのに」


　そう、僕の涙るい腺せんは人より緩ゆるいみたいで、すぐ泣けてきてしまうんだ。


　省真兄さんは僕を慰なぐさめるように肩を抱くから、僕も省真兄さんにギュッと抱きつく。すると、寺嶋さんは呆あきれたような声で笑った。


「参ったな。麗うるわしき兄弟愛って感じかな」


　もちろん、それは完全に茶化したニュアンスの言葉だった。でも、誰だれがなんと言っても、僕は省真兄さんが大好きなんだ。


「そういえば、遼真はどうして急にここに来ようなんて思ったんだ？」


　省真兄さんは僕に尋たずねた。


「うん……。昨日、省真兄さんのことで豹真と喧けん嘩かしちゃって……」


「オレのことで？」


「この間、省真兄さん、家に帰ってきただろう？　なのに、またすぐに家庭教師の人の家に行っちゃって……。僕は省真兄さんに家に戻もどってきてもらいたいから、父様を説得しようって言ったんだけど、豹真はそれに反対するんだ。省真兄さんが家に帰らないのは、オトナの事情があるからだって。でも、そのオトナの事情って何？って訊きいても、豹真は答えてくれないんだよ。省真兄さん、ホントにオトナの事情ってあるの？」


　僕がそう尋ねると、省真兄さんは口ごもった。


「えーと……うん、ま、いろいろとね」


「いろいろとじゃ判わかんないよっ」


　僕が省真兄さんの手を握にぎって揺ゆすると、寺嶋さんが口を挟はさんだ。


「つまり……君みたいなお子様には教えられない事情ってことだよ」


　またイヤミな言い方だ。こんな奴やつに、省真兄さんは毎日どんなにいじめられてるんだろうか。


「省真兄さん、やっぱり家に帰ろうよ。省真兄さんだって、本当は家に帰りたいよねっ？」


　僕はそう言って、省真兄さんの顔を覗のぞき込んだ。なのに、省真兄さんは困ったような顔で、僕から視線を逸そらすんだ。


　そんな……。


　まさか、省真兄さんは帰りたくないわけ？


　いや、そんなことないよっ。そのオトナの事情とやらで、帰りたいって僕に言えないだけなんだよ。もしくは、寺嶋さんが傍そばにいるから、言えないとか。


「遼真君、しつこい奴は嫌きらわれるよ」


　どっちがしつこい奴なんだよっ。僕の省真兄さんをひどい目にあわせてるくせに。


　僕は寺嶋さんをぐっと睨みつけたのに、寺嶋さんのほうはニヤニヤと笑いながら、僕の顔を見てる。なんていうか、僕のことなんか本気で相手にしてないって感じで、無茶苦茶、腹が立つよ。


「あ、あのさ、遼真。オレ、ここに来て、すごく勉強になったんだよ。学校の教科としてじゃなく、いろんな生活をするうえで必要なこととかさ。だから、まだここにいたいんだ。勉強したいんだよ」


「省真兄さん、それ、ホントにそう思ってるの？　脅おどかされてそんなこと言ってるんじゃないの？」


「えっ、脅かされてるって……誰に？」


　省真兄さんはキョトンとしていた。いきなり、その横で寺嶋さんが吹ふき出した。


「えっ、えっ、まさか誠也に？　そんなことないよ。誠也とオレは仲がいいんだから」


「……ホントに？」


　寺嶋さんにクスクス笑われて、すごく気分が悪い。省真兄さんの反応からすると、別に脅かされてないみたいだけど、半分ヤケクソでそう訊いた。


「そう。本当だよ」


　そう答えたのは、省真兄さんではなく寺嶋さんだった。そして、寺嶋さんは省真兄さんを引き寄せて、自分の胸にその頭を抱だきこんだ。


「馬ば鹿かっ、誠也！　遼真のいる前で何してるんだよっ」


「遼真君に僕達の仲のいいところを見てもらおうよ。そうしないと、納なつ得とくしてくれないようだしね」


　省真兄さんは寺嶋さんの腕うでからなんとか抜ぬけ出した。顔を胸に押しつけられてたせいか、頰ほおが赤くなっていたけど、あまり怒おこってはいないみたいだ。確かに仲よさげで、残念ながら、僕の推理は間違ってたって感じだった。


　でも……。


　それはそれで腹が立つ。


　僕の省真兄さんを手なずけて、どうしようって言うんだよ。


　僕は新たに寺嶋さんに敵意を抱いだいた。


「まあ、とにかく、オレはしばらくここにいるよ。遼真もしっかり勉強して、豹真に追いつかないと」


　そうだ。豹真は僕と双ふた子ごなのに、すごく成績がいいんだよ。下手すると、一つ年上の省真兄さんより頭がいいんじゃないかって思うくらい……。


　いや、頭がどうでも、省真兄さんは優やさしいから。豹真なんか、僕に口うるさいだけじゃないか。


「省真兄さんまで、そんなこと言う……」


　また、じんわりと涙なみだが目に滲にじんでくる。


　結局、僕って、邪じや魔ま者なのかな。省真兄さんは寺嶋さんと仲良くなってるし、僕なんか、家でおとなしく勉強でもしてればいいってことか。


「あ、いや、そういうつもりじゃなくてさ」


「省真君。そんなにその子を甘やかさないほうがいいよ。クセになるから」


　寺嶋さんの言い方にカチンとくる。


　なんだよ、甘やかすってさ。省真兄さんは優しいから、僕のことを可愛かわいがったり、心配したりしてくれてるんだ。甘やかしてるのとは違うはずだ。……たぶん。


「誠也！　だから、そんな言い方は……」


　そのとき、玄げん関かんのチャイムが鳴った。


「あ、豹真だ」


　省真兄さんはソファから立ち上がった。


「えっ、豹真が来るの？」


「ああ。遼真から電話があったときに、連れん絡らくしておいたんだよ。そしたら、すぐにこっちに向かうって……」


「どうして、連絡しちゃったんだよーっ」


「だって、豹真は遼真のことをすごく心配してたんだ。だから、連絡いれてあげないとね」


　玄関のチャイムがせっかちにも、もう一回鳴り響ひびく。


「はーい」


　省真兄さんは玄関のほうに駆かけ出していった。


　ああ。僕、豹真になんて言われるだろう。あいつ、すごく僕に手厳しいことを言うから、嫌いやなんだ。


　ほどなく、豹真が省真兄さんと一いつ緒しよにリビングに現れた。


　豹真は僕と双子なんだけど、顔があまり似てない。僕よりずっと大人っぽく落ち着いた雰ふん囲い気きを持っていて、いかにも賢かしこそうな顔をしている。


　豹真はフレームレスの眼鏡めがねをかけているが、その眼鏡の奥から冷たい目で僕をちらっと見た。


　ゲッ……やっぱりめちゃくちゃ怒ってる顔だ。


　豹真は寺嶋さんのほうを向いた。


「遼真がご迷めい惑わくをかけてしまって、申し訳ありませんでした」


　そう言うと、深々と頭を下げたんだ。まるでオトナみたいに。


「あ、いや、別に構わないよ。なかなか面おも白しろかったし」


　寺嶋さんはあれほど僕にはイヤミを言ってたくせに、豹真にはずいぶん優しいじゃないか。


　僕と豹真のどこが違ちがうって言うんだよ。腹立つなあっ。


「そうですか。でも、すぐに連れて帰りますので」


　豹真はこっちをじろっと見た。


　ギクッとして、思わず目を逸らす。僕は豹真のこういう目つきには弱いんだよ、ホント。


「遼真……」


「な、なんだよっ？」


「僕が言いたいことは判るよね？」


「……判らないよ」


　豹真は僕の傍まで来たかと思うと、いきなり耳をつねり上げた。


「痛い……っ」


「何してるんだ！　豹真！」


　省真兄さんが驚おどろいて、豹真を止めてくれた。


「遼真のことを心配していたのは判わかるけど、そこまですることはないだろう？」


　そう言われた豹真は、唇くちびるを歪ゆがめて笑った。


「省真兄さんは遼真に甘すぎです」


「オレはそんなつもりはない！」


「つもりがなくても、そうなんです。省真兄さんも家を出たからには、もう遼真の躾しつけに口出しをしないでほしいですね」


　躾ってなんだよって言いたいけど、僕は確かに豹真に躾をされてるかもしれない。何をするにも、豹真はいつでも傍にいて、僕のすることにいちいち指さし図ずをするんだ。一応、部屋は別なんだけど、ズカズカ入ってくるから意味ないしさ。


　正直言って、僕は豹真が苦手だ。そして、省真兄さんも理り屈くつっぽい豹真のことが苦手のようだった。


「だけど……豹真は遼真に厳しすぎる。なんでもっと仲良くできないのかな。せっかくの双子の兄弟なのに」


　それを聞いた豹真の眉まゆがピクッと動いた。


　ああ、それは豹真には禁句なんだよ、省真兄さん。


「双子の兄弟だからって、仲がいいとは限らないんですよ」


　そう。豹真は僕と双子であることをきっと嫌きらってるんだ。双子なんだから……って言われた途と端たんに、いつも豹真はこういう表情をするんだよ。


　僕は……豹真がこんなに口うるさくなければ、双子でもなんでも構わないけどね。実際、小さい頃ころは、僕と豹真、ものすごい仲良しだったんだから。


　何をするのも一緒で、いつも笑い合っていた。あの頃が懐なつかしいよ、ホントに。今は豹真にいつも怒られてばかりで、僕は自分に自信をなくしかけていたんだ。


「とにかく、もう帰ろう。寺嶋さんに迷惑をかけちゃ駄だ目めだ」


　豹真は僕の腕を無理やり引っ張って立たせた。


　僕としては、寺嶋さんにはいくらだって迷惑をかけてやりたい気分だったんだけど、豹真はそう思わないんだろう。たぶん豹真のほうが正しいって判ってるんだけど、頭ごなしにそう言われるのも、気分が悪いよ。


　そんなの、僕のワガママかな。でも、豹真と僕は双子で同い歳どしなんだから、そんなふうに扱あつかわれるのは我が慢まんできなくても仕方ないと思うんだ。


「遼真、誠也のことはあまり気にしなくていいからね。でも、遊びにくるときは、ちゃんとオレに連絡してからおいで。もちろん、心配するから、豹真にも」


　省真兄さんは床ゆかに置いてた僕の鞄かばんを取ってくれて、僕の手に握にぎらせるとそう言った。


「うん……ごめんね、省真兄さん」


　ああ、やっぱり省真兄さんは優しいよ。どうせだったら、豹真と逆だったらよかったんだ。


　豹真と寺嶋さんなら、性格の悪い者同士で上手うまくやれるんじゃないかと思うしさ。省真兄さんと寺嶋さんじゃ、どう見ても、省真兄さんのほうが虐しいたげられてるって感じがするんだ。


「ほら、遼真。寺嶋さんに挨あい拶さつしろ」


　豹真は僕を寺嶋さんの前まで引っ張っていく。


　寺嶋さんは僕の顔を見てニヤッとするから、なんだか急に挨拶したくなくなる。いや、頭ではちゃんと判ってるよ。ここは寺嶋さんの家なんだし、わざわざ駅まで車を出してくれたのは寺嶋さんなんだから、ちゃんと挨拶しなきゃならないってことはさ。


「何をボーッとしてるんだよ？」


　豹真に脇わきを小こ突づかれる。


「あ……」


「いいよ。無理しなくても。まあ、遼真君はコドモだから仕方ないよね」


　オレはムッとして、寺嶋さんに頭を下げた。


「ご迷惑かけて、すみませんでしたっ！　それから、お邪魔しました！」


　途端に、豹真から頭を叩たたかれる。


「そんな乱暴な挨拶があるか」


　いや、そうなんだけど、つい……。


　寺嶋さんは明るい笑い声をあげた。


「気にしなくていいよ。ホント、揶から揄かいがいがあって楽しいね、遼真君」


　なんだよ、僕って、今まで揶揄われていたのか。


　そう思うと、一いつ生しよう懸けん命めい、肩かた肘ひじ張っていた気分が萎なえていく。もちろん、いつか省真兄さんを取り返すという気持ちに変わりはないんだけどね。


「本当に重ね重ね申し訳ありません。では、失礼します。あ、兄のこと、よろしくお願いしますね」


　豹真はそんなオトナな挨拶をすると、僕を連れてマンションの外に出た。道路脇にはうちの車が停とめられている。といっても、豹真が運転できるはずもないから、うちの運転手さんが車の中で待っていた。


　外は寒い。もう冬なんだよね……。


　ブルブルッと震ふるえると、豹真が自分の着ていたブルゾンを僕に着せかけた。


「えっ、いいよ」


「いや、僕は寒くないから」


　どうせ車に乗れば、そんなに寒くないのに。そう思いながらも、たまに豹真が優やさしくしてくれると、やっぱり嬉うれしい。


「うん。ありがとう」


　僕だって、ちゃんと素す直なおにお礼を言えるときだってあるんだよ。


　豹真はそれを聞いて、にっこりと笑う。


　そんなとき、仲がよかった昔に戻もどれたような気がして、僕の胸はあったかくなってくる。


　僕と豹真は、生まれる前からの付き合いなんだから。


　だから、本当はもっと仲良くしたいんだ……。








　家に帰ってから、豹真から一人でフラフラ歩くことの危険について、さんざん説教された。世の中には悪い人がいるんだってことを聞かされたんだ。知らない人の車に乗っちゃいけないなんて言われて、僕は思わず徹也さんのことを思い出した。


　あの人は親切な人だったけど……。


　ここで豹真にその話をしたら、なんて無用心なって怒おこられるに決まっているから、話さないことにしておく。どっちにしても、そんなの、豹真にはバレっこないと思うしさ。


　それにしても、豹真の言うことって、なんだか小学校で先生が子供達に言い聞かせてるみたいに聞こえる。


　僕って、豹真の目からはそんなに子供に見えるんだろうか。同じ歳なのに。


　そりゃ、僕は方向音おん痴ちだよ。一人で省真兄さんが住んでるところに辿たどりつけなかったよ。それに、豹真ほど頭よくないし、落ち着きもないし、子供っぽいよ。


　でも、どうして、そんなに説教されるほど、僕と豹真は差がついてしまったんだろうか。


　省真兄さんもあの家庭教師がついてから、妙みように大人っぽくなったし、僕だけ取り残された気分だ。


　ああ、僕も早く大人になりたい。


　豹真とちゃんと対等に話せるように、僕はなりたいんだ。


　そうして、翌々日になった。


　放課後に徹也さんは校門の前で待ってるなんて言ってたけど、本当に来るんだろうか。偶ぐう然ぜん出会って、偶然に意気投合しただけの関係だから、あんな約束、守らなくても当たり前かもしれない。


　れっきとした大人である徹也さんが、僕みたいな子供っぽい奴やつなんか、普ふ通つう、相手にするわけないよね。女子高生なら、もしかしたらそういう趣しゆ味みの人かもしれないけど、僕は男だし。


　そう思ったものの、僕は綺き麗れいに洗せん濯たくしてアイロンをかけてもらったハンカチをポケットに忍しのばせて、放課後、教室を出た。


　登校するときは豹真と一いつ緒しよなんだけど、クラスが違ちがうから、帰りは別々なんだ。まあ、そうでなきゃ、この間みたいな大冒ぼう険けんも存在しないわけだ。でも、いつもいつも豹真に見張られてばかりじゃ、僕も息が詰つまってしまうし、学校や帰るときくらいは羽を伸のばしたいよ。


　ドキドキしながら校門を出ると、それらしい人は誰だれもいない。


　やっぱり、あれはただの冗じよう談だんだったのかな。それとも、そのときは本気だったけど、後から考えて、馬ば鹿かな約束したって思ったとか。


　でもまあ、社会人の人だから、時間が自由にならなくて、今日は都合悪かったのかも。


　そう思いながらも、僕はしばらくそこに立っていた。


　もうちょっと待ったら、来るかなあって。


　しかし、三十分ほど待っても、徹也さんは現れなかった。その間に門を通って帰る豹真には会った。部活の友達を待ってるんだって言って、ごまかしたんだけど……。


　やっぱり、待っても無む駄だかな。ハンカチ、返せなくなっちゃった。


　僕はとぼとぼと駅に向かって歩き始めた。


　すると、後ろからサーッと車がやってくる音が聞こえてきた。ふと振ふり向くと、それは徹也さんが乗っていたのと同じ車だった。


　車は僕の傍そばで停まり、パワーウィンドウが下がる。


「遼真君！　よかった。まだいてくれたんだね？」


「徹也さん……」


　僕との約束を守って来てくれたんだ……と思ったら、なんだか涙なみだが出てきてしまった。


「えっ、そんなに寒かった？　ごめん、待たせてしまって」


　徹也さんは僕が寒いから泣いてるって思ったみたいだ。いくら僕が子供っぽくても、ホントの子供じゃないんだから、寒くて泣いたりしないよ。


　けど、そんなふうに心配してくれることも嬉しかったんだ。


「さあ、早く乗って」


　そう言われて、僕は早さつ速そく、この間みたいに助手席に乗った。前と同じように、車の中にはクラシック音楽が流れていた。


　徹也さんって、上品な趣味の持ち主なんだね。僕はクラシック音楽なんて判わからないけど、判らないから余計に、そういうのを好きだっていう人のことを尊敬してしまうんだ。


「ごめんね。本当に。会議が長引いてしまって、会社を出るに出られなくて」


「いいんです……。来てくれただけで」


　本当に僕はそれだけで嬉しかったんだから。


　徹也さんはにっこり笑って、僕の手を触さわった。


「可哀かわい想そうに。こんなに冷たくなって」


　徹也さんの大きく暖かい手に包まれて、僕の手は体温を取り戻したような気がした。


　普通に考えたら、男同士で手を取り合ってるのは変かもしれないが、徹也さんは親切でやってくれてるんだし、ちっとも気持ち悪くないって思う。


「もう寒くない？」


　そう言われて、涙が止まっていることに気づいた。


「あ、はい」


　徹也さんが手を離はなしたから、僕はポケットからハンカチを出して拭ふいた。


「あ、しまった……！」


　自分のハンカチを出したつもりだったのに、徹也さんに返すはずだったハンカチで涙を拭いていたんだ。


「ごめんなさいっ。返すつもりで洗ったのに」


「いいんだよ。よかったら、それ、もらってくれないかな」


「え……いいんですか？」


　使い古しのハンカチってわけじゃなくて、新しそうなハンカチなのに。


「だって、君は泣き虫みたいだから。そうして、君はいつも私のハンカチで涙を拭くんだ。……うーん、そういうのもなんだかいいな」


　そ、そうかな。何がいいのか、僕にはよく判らないけど、徹也さんがいいって言うなら、いいんだろう。


「でも、僕、そんなにしょっちゅう泣いてるわけじゃないですよ」


　それだけは言っておかなくちゃ。そんな誤解されるのは、男としてはちょっとね。


「なんだ、そうなのか。でも、いつでもそんなふうに泣かれたら、少し困ってしまうかもしれないね。あまり可愛かわいすぎるから」


　可愛いって言われると、なんとも言えない気分だ。だって、僕は女の子じゃないし。可愛いって言われるより、しっかりしてるとか、大人っぽいとかのほうがいいよね。


「じゃ、そろそろ行こうか」


「はい」


　思わずそう返事をすると、車がスタートする。


　え……行こうかって、どこに行くんだろう。


「あの……」


「そういえば、あれからお兄さんの家に辿りつけた？」


　僕は照れ笑いをして答えた。


「あ、いえ……結局、道に迷って、電話して迎むかえに来てもらったんです。最初から連れん絡らくしろって、怒られちゃいました」


「そうか。あれから気になってね。ちゃんと送ってあげればよかったと思って」


「そんな……いいんです。自力で行けなかった僕が馬鹿なんだから」


　それにしても、送ってあげればよかったなんて、通りすがりの僕にそんなに親切なこの人って、すごく優しい人なんだよな。


　僕、優しい人は大好きなんだ。


「徹也さんって、すごく趣味がいいんですね」


　僕はすっかり気分がよくなって、そんなお世辞まで言ってみたりした。いや、お世辞はお世辞でも、実際思ってることを言ってるんだから、悪いことじゃない。


「え……？　私の趣味って？」


「クラシック音楽。僕は音楽の授業でしか聴きいたことないけど、上品でいいですよね」


「ああ、この音楽のよさが判るなんて、君こそ、いい趣味をしてるよ、私の弟……いや、上の弟のほうなんだが、全然私の趣味を理解してくれなくて、私にはよく判らないなんだか騒そう々ぞうしい音楽を趣味にしてるんだ。ほら、バンドを組んでジャカジャカやるアレだよ」


　徹也さんの言う『アレ』は、なんとなく判る。でも、徹也さんの表現は、ずいぶんオジサンっぽいなあって思った。


　いや、そのちょっと変わったところが、徹也さんなんだろう。僕は徹也さんのことなんてほとんど知らないんだけど、そう思わせるようなところが徹也さんにはあったんだ。


　それにしても、一番下の弟さんは小学生のようだったけど、上の弟さんって、どのくらいの歳としなんだろうか。


「上の弟さんと下の弟さんって、どのくらい歳が離れてるんですか？」


「えーと……確か五歳離れていたと思う。どっちも可愛い弟だけど、音楽の趣味の違ちがいだけは、上の弟とはどうしても判り合えなくて困ってる。それさえなければ、本当にいい弟なんだけどねえ」


　五歳……なら、たぶん僕の予想くらいの年ねん齢れいなんだね。生意気な感じなんだろうか。そんな歳の離れた弟達を可愛がる徹也さんって……なんかいいなあ。だから、僕みたいにすぐ泣いてしまうような高校生が気になるのかもしれない。本当に僕のこと、弟みたいに思ってくれてるのかも……。


「徹也さんって、僕の兄に少し似てるかも」


「え、そう？　どんなところが？」


「優やさしいところかな」


　徹也さんはちょっと笑った。


「なんか照れるね。そう思ってもらえるのは、光栄だよ」


　見かけも歳も全然違うけどね。徹也さんがもし省真兄さんと会うことがあったら、どこが似てるんだろうと思うことだろう。


「ところで……徹也さん。どこに向かってるんですか？」


　そもそも、僕と徹也さんはなんの目的で会ってるんだろう。僕は徹也さんのことがなんとなく気に入っていたから、別に構わないんだけど。


「ああ、そうなんだ。私もどこに向かって運転すればいいのかなって、さっきから考えてたんだ」


　普ふ通つう、決めてから車を動かさないかな。でも、なんだかそういううっかりなところにも、好感が持てた。


　なんていうか、僕のテンポに合うって感じ。


　僕もそういううっかりなミスをしては、いつも豹真に怒おこられているからだ。


「私はあまり遊んだりしないほうだし、君をどこに連れていけばいいのか……。どこか行きたいところでもある？」


「あ、僕もあまり遊びに行ったりしないし……」


　まして、学校帰りにどこかに行くことはない。一昨日おととい、省真兄さんのところに行こうとしたのは、ホントに僕にとっては大冒ぼう険けんだったんだ。まあ、豹真が心配するはずだよね。


「そうかあ。私と君、なんか気が合うよね」


「そうですね」


　本当に似たもの同士っていうか、変にウマが合うよ。だから、あまり知らない相手なのに、緊きん張ちようもせずにのんびりしてられるんだと思う。


「とりあえず……じゃあ、しばらくこうしてドライブしようか。私はあまり趣しゆ味みのない人間だけど、こうして好きな音楽を聴きながら、車を走らせるのが好きなんだ」


「僕も車に乗るのは大好きです」


　もちろん運転なんかできないし、僕は乗ってるだけなんだけど、移り変わる景色をボンヤリと見ながら、車に揺ゆられるのが好きなんだ。


「やっぱり気が合うなあ。すごく嬉うれしいよ」


　徹也さんはそう言いながら、本当に嬉しそうに笑った。








「なんだか、ずいぶん遠くまで来ちゃったね」


　徹也さんと僕は、車から降りて、あたりを見回した。


　潮の香かおりが風に乗って漂ただよってきた。そして、波の音が聞こえている。


　ここは海の近くの公園だ。公園といっても、何か施し設せつがあるわけじゃなくて、芝しば生ふにベンチがあって、広々としてるだけだ。少し歩くと、堤てい防ぼうが長く続いていて、その向こうはもう海だった。


「調子に乗って、車を走らせ過ぎたかな。もう暗くなってきたね。ちょっと散歩してから帰ろうか」


「そうですね……」


　車に乗っている間、僕と徹也さんはいろんな話をして、ますます気が合うことを確かく認にんしたんだ。確かに、もう暗いし、こんな時間になったら、きっとまた豹真が心配している。だから、早く帰らなくちゃいけないって思うんだけど……。


　なんだか、もっと徹也さんと一いつ緒しよにいたかった。


　徹也さんと並んで歩いていると、すごく落ち着く。変だな。こんなの、初めてだよ。まだそんなによく知らない人なのに、こんなに親しげな気分になるのって。


　僕は人見知り……とまではいかなくても、あまりよく知らない人に懐なついたりすることはないんだ。


「街の灯あかりが綺き麗れいだね」


　不意に、徹也さんはそう言った。


　湾わんになっているから、ここから海のほうを見ると、湾の向こうの街灯りが宝石みたいに輝かがやいて見えるんだ。


「こんな風景見たのは初めて」


「えっ、初めてなの？」


「だって、夜の海なんて来ることないから。すごく綺麗ですね」


　僕はしみじみと海の向こうを眺ながめた。


　風が吹ふいてきて、思わずクシャミが出る。


「ああ、ごめんね。寒かったよね？」


　何な故ぜか徹也さんはオレにそう謝ると、腕うでを引き寄せて、僕の肩かたに手を回した。


「こうすると、少しは寒さが和やわらぐかな。どう？」


「はい……なんか照れるけど」


　だって、それほど僕と徹也さんは親しい仲ってわけじゃないから、こんなに接せつ触しよくするのは恥はずかしいかなって思ったんだ。


「照れる？　そうかな」


　徹也さんは僕とは違って、照れないらしい。……ああ、もしかして、弟の肩を抱だいてる気分なのかな。だったら判わかる。僕も省真兄さんに肩を抱かれたら、すごく嬉しいし。


「君の身体からだって、細いな。ちゃんと食べてるかい？」


「え、そうですか？」


　少なくとも、徹也さんの小学生の弟さんと比べたら、そんなに瘦やせてるわけないと思うんだけど。それとも、徹也さんの弟さんって、小学生のわりに縦も横も大きいのかな。


　そういえば、徹也さんも体格立派だし、そういうこともあるのかも。


　それとも、同じ年とし頃ごろの上の弟さんと比べてるとか。


「もっと食べないと駄だ目めだよ。君が私の弟なら、いつもおいしいレストランに連れていって、たくさん食べさせてあげるのに」


「ああ、でも、僕、そんなに食べないわけじゃないですよ。ただ、たぶん体質的にあまり太れないんじゃないかな。兄弟もみんなけっこう細いし」


「そうなのか……。でも、細いと、こう……なんだか抱きしめたくなってしまって……」


　徹也さんはそう言うなり、僕を胸に抱き込んだ。


「あ、あのっ……徹也さんっ？」


「嫌いやかな？　こんなふうにされるのは」


　そう訊きかれて、僕は自分の胸に問いかけてみる。


　嫌なのかって。


　いや……ちっとも嫌じゃない。それどころか、抱きしめられてると、すごく安心できる。徹也さんとの身長差もあって、胸にすっぽり僕がはまってしまうんだ。


　あったかくて、香こう水すいのいい匂においがしてきて、なんだかもううっとりしてしまうくらいだ。


「嫌じゃないです……」


　それどころか、ずっとこのままでいたいくらいだ。


　僕同様に細い省真兄さんに抱きしめられてるのとは、また違ちがった心ここ地ちよさがあった。


「そうか。嬉しいよ」


　徹也さんは少しきついくらいの強さで、僕の背中に手を回す。


　身体が余計に密着して、なんかドキドキしてくる。


　よく判らないけど、変な気持ちだ。


　周りに誰だれもいないけど、もし誰かいて、僕達を見ていたら、男同士でくっついて変だって思うかな。


　だけど、そう思われてもいいなんて、僕は考えていた。


　もっと徹也さんとくっつきたい。そうしたら、もっとこのドキドキするような感覚が味わえるかもしれない。


　僕はそう思って、自分の手を徹也さんの背中に回した。


「遼真君……」


　徹也さんの手の力がさっきより強くなる。


　だけど、苦しいんじゃなくて、心地いいんだ。変なの。


　不意に、徹也さんの手が僕の背中から離はなれる。


　ああ、もう終わりなんだって思うと、すごく名な残ごり惜おしかった。だけど、いつまでもじっとこのままでいるわけにはいかないよね。


　もう帰らなくちゃいけないし。


　そう思って身体を離そうとしたら、徹也さんの手が僕の両りよう頰ほほに添そえられた。


　え……？


　間近に徹也さんの顔が見える。もちろん暗いから、細部は判らないけど、他人の顔がこんなに近くにあるのは初めてで、ドキッとする。


「遼真君……」


　徹也さんは囁ささやくように僕の名を呼ぶと、ゆっくりと顔を近づけてきた。


　唇くちびるが何かに触ふれる。


　いや……これって……。


　キスだ。


　僕は徹也さんにキスをされていたんだ。


　それは、ほんの数秒のことだったかもしれない。それとも、数十秒？　とにかく、僕の心臓は破は裂れつしそうにドキドキしていて、何がなんだか判らなかった。


　やがて、徹也さんは唇を離し、僕をもう一度抱きしめた。


「君の心臓、ものすごい勢いでドキドキしてる」


「だって……」


「初めてだった？」


　徹也さんの胸の中でうなずく。


　初めてに決まってる。女の子とだって付き合ったことはないんだ。まして、男の人とキスするなんて……。


　でも、全然、嫌だって思わなかった。


　徹也さんはごく自然にキスしてきたし、僕も驚おどろいたけど、自然にそれを受け止めていたんだ。


　今のキスには、どういう意味があるんだろう。普ふ通つう、キスって、恋こい人びと同士とかがするもんだと思うけど、僕と徹也さんはそれには当てはまらないし。


　兄弟のキス、とか。


　いや、兄弟だって普通はキスしないものだけど、徹也さんちではそれが当たり前だとか。ほら、徹也さんとその弟さん達って歳としが離れてるから。僕達の兄弟とは、常識が違ってたりして。


　かなり強ごう引いんな想像だったが、他ほかに考えようがないよね。それ以外に、徹也さんが僕にキスする理由はないように思えたんだ。


　じゃあ、僕と徹也さんがしてるのは、兄弟ごっこみたいなものかな。


「名残惜しいけど……もう帰ろうか」


　僕はもう一度、徹也さんの胸の中でうなずいた。


　車に戻もどると、徹也さんはエンジンをかける。すると、またクラシックの音楽が車の中に流れ始めた。


「また会えるかな？」


「はい……」


　なんのためにって思ったけど、僕も徹也さんにまた会いたかった。


　兄弟ごっこでもなんでも、またあのドキドキするような瞬しゆん間かんを味わいたかったんだ。


「じゃあ、今度の日曜はどう？」


「はい、大だい丈じよう夫ぶです」


「約束だよ」


「あ……」


　徹也さんは僕の手を握にぎっていた。


「あの……」


「ね？」


　そのまま僕の手を引き寄せると、徹也さんは素す早ばやくキスをしてきた。


　一瞬だけで、すぐに唇は離れたけど、僕はなんだか恥ずかしくて、うつむいてしまう。


「遼真君、私は君が好きだよ」


「え……？」


「弟以外に、こんなに人を好きになったのは初めてなんだ」


「はあ」


　僕は思わず間の抜ぬけた返事をしてしまった。


　よく判らないけど、徹也さんはやっぱり僕を弟のように思ってるってことかな。でも、これは重要なことだよ。徹也さんにとって、きっと弟さんが一番大事なんだろうし、その次くらいに僕のことを好きだって言ってくれてるんだよね。


「僕も……」


　省真兄さんの次くらいに、徹也さんのことが好きになってるかもしれない。もちろん、僕は省真兄さんとはキスなんかしないけど。


「そうか。遼真君も私のことを……」


「はい」


　そううなずくと、徹也さんはもう一回、僕の手を握った。


　またキスされるのかと思ったけど、そうじゃなくて、握っただけだった。


「嬉うれしいよ、遼真君」


　上うわ擦ずったような声は、徹也さんがすごく嬉しがってるからなんだね。徹也さんがそんなに嬉しいなら、僕もなんとなく同じような気分になる。


　ああ、僕と徹也さんって、やっぱり似たもの同士、かな。


「今度の日曜はデートだ」


　徹也さんはそう口走ると、僕の手を一瞬ギュッと握って、それから離したんだ。








　その後、僕は徹也さんの車で家の近くまで送ってもらった。


　徹也さんは家の門の前まで送ると言ってくれたんだけど、うちの門の前の道って、行き止まりになっていて、Ｕターンもできない道みち幅はばだったからだ。


　徹也さんに別れを告げ、僕は我が家のほうに足を向けた。すると、門の前に誰だれかがいるじゃないか。


　と思ったら、それは豹真だった。


「どうしたの？　豹真、そんなところで……」


「遼真！」


　豹真は僕のところに駆かけ寄ってきた。


　本当にどうしたんだろう。何かあったんだろうか。


「どこに行ってたんだ！　こんな遅おそくまで」


　えっ、もしかして、豹真は僕をずっと待ってたんだろうか。門の前で。


「遅くって……そんなに遅かったっけ？」


「遅いに決まってる。今、七時過ぎてるんだぞ」


　手元の時計を確かめると、ホントに豹真の言うとおりだった。暗くなったなあとは思っていたけど、まさかそんな時間までウロウロしていたなんて。


「変だなあ。そんなに遅い時間なんて思ってなかったのに」


　徹也さんと一いつ緒しよにいると、なんだか楽しくて、時間が経たつのを忘れていたのかもしれない。


「で、今日はどうしたんだ？　また省真兄さんのところに行ったのかって、電話したけど、向こうにも連れん絡らくないって言うし、心配していたんだぞ」


　豹真は僕を心配していたから、門の前で待っててくれたのかな。日が落ちてから、一段と寒くなったのに。


「あ……ごめん。でも、そんなに心配しなくてもいいのに」


　思わずそう言うと、豹真のゲンコツが頭に飛んでくる。


「普通、心配するだろう？　遼真はいつもまっすぐ家に帰ってくるのに、こんなに遅くなったら」


「うん……」


　こういうときの豹真は優やさしいんだか、厳しいんだか判わからない。だけど、少なくとも、今の豹真は、僕を心配してたから、怒おこってるんだよね。


「とにかく、家に入ろう。遼真も寒いだろう？」


　そう言って僕の手をつかんだ豹真の手のほうが、すごく冷たかった。豹真って、僕のこと口ではけなすけど、ひょっとして心の中は昔のままで僕と仲良くしたいのかもしれない。……まあ、それにしては、いつも口やかましすぎるんだけど。


　僕はあったかい居間に入ったものの、続いて豹真の尋じん問もんを受ける羽目になった。クッションを抱だいてソファに座る僕の目の前に、豹真は立っていて、やっぱりこの構図じゃ、僕が豹真に怒られてるようにしか見えないな。


「それで、どこに行ってたんだ？　部活の友達とどこかに行ったのか？」


　そういえば、校門の前で豹真に会ったとき、そういうごまかし方をしたんだっけ。


「う、うん」


「どこに？」


「えーと、友達の家」


　上うわ目め遣づかいで豹真の顔をちらって窺うかがうと、豹真は目を細めてじっと僕を見ていた。


「……その子の名前は？」


「どうして、わざわざそんなこと訊きくんだよっ。僕の言うこと、信用できない？」


　名前なんか言えるわけないから、僕は怒ったようにそう言ってごまかした。


「いや、信用できないというわけじゃないけど、ちょっとね。遼真がこんなに遅くなるなんて、めずらしいじゃないか。しかも、一昨日おととい、あんなに怒られたばかりで、今度も連絡すらしてこないなんて……。そう思うと、一体、どんな奴やつが遼真を引き回したんだろうって、気になっても仕方ないだろう？」


　うーん。そういうもんかなあ。どうも、豹真は僕の保護者みたいな言い方をするよ。そりゃあ、父様も母様も帰りが遅いし、こういう心配をするのは、豹真の役目みたいになってるけど、冷静に考えたら、どうして同い歳の兄弟からこういう扱あつかいを受けなきゃならないんだろうな。


「だから、僕の友達なんだから、引き回したとかじゃなくて、僕も一緒に遊んだんだってば。場所が遠かったから、帰るのが遅くなったけど、そんなに長いこと、向こうにお邪じや魔ましていたわけじゃないし」


「ああ、そうなのか」


　やっと豹真は納なつ得とくしてくれたみたいだった。


　だけど、僕って、なんだか平気で噓うそをついてるね。こんなこと、初めてだよ。あ、もちろん、内心では、噓をついてることに後ろめたさはあるし、ドキドキしてるんだ。でも、こんなふうに豹真に……いや、誰かに噓を並べ立てるのは初めてだった。


　とはいえ、徹也さんみたいな人とドライブしてたって言ったら、絶対、豹真は怒りそうなんだもん。よく知らない人の車に二度も乗るなんてって。


　徹也さんは悪い人じゃないよって言っても、よく考えると、僕、徹也さんの苗みよう字じも知らないし、住所も年ねん齢れいも職業も、何もかも知らないんだ。知ってるのは、すごく弟想おもいで優しい人だってことだけだ。


　僕にとっては、それだけで充じゆう分ぶんな気がしたが、豹真にしてみれば、得体の知れない人って思うかもしれないし。


　徹也さんと会っちゃいけないなんて言われたら、嫌いやだよ……。


　ふと、徹也さんに抱きしめられたときのことを思い出した。ふんわりといい香かおりがしてきて、あったかくて、力強くて……なんか今でもうっとりしてくる。


　そうだ。僕、徹也さんとキスまでしちゃったんだ。お互たがい、ホントの兄弟がいるけど、なんていうか、義兄弟の杯さかずきを交かわしたような気分なんだよね。


　だから、僕にとっては、もう徹也さんは兄さんみたいなもんなんだ。


　省真兄さんは家庭教師と仲良しになっちゃって戻もどってこないし、豹真はうるさいし、だったら、今の理想のお兄さんは徹也さんだよ。ちょっと歳としが離はなれてるけどさ。


「とにかく、あまり遅くなるときは、連絡を入れること。……ちゃんと聞いてるのか、遼真？」


　豹真はいきなり僕の耳たぶをつねった。


「痛いっ。……もう、豹真って乱暴なんだからな」


　僕は豹真の顔にクッションを投げつけた。


「遼真こそ乱暴じゃないか」


　豹真がふざけたように、そのクッションを僕の顔に押しつけてくるから、僕はそれを押し返す。これって、まるで子供のときにじゃれあっていた遊びみたいだ。僕と豹真はしばらくそんなふうにクッションを押しつけ合っていて……。気がついたら、僕はソファに押し倒たおされた格好になっていた。


　目の前に豹真の顔がある。


　あれ……？


　今まで笑ってた豹真の顔が急に真ま面じ目めになってるよ。


　眼鏡めがねのレンズの向こうにある目が、いつもと違ちがって不思議な光をたたえている。


「遼真……」


　その顔が近づいてきたとき、食堂のほうからメイド頭がしらのフミさんの声がした。


「坊ぼつちゃん達、お夕食でございますよー！」


　ハッとしたように豹真が僕の上から退いた。


「これからは気をつけるように。判ったね？」


　豹真はいつもの豹真のように、偉えらそうに僕に命令したんだ。








　それから、さすがに僕は早く家に帰るようにしていた。


　といっても、別に用事なんかなかったからだ。省真兄さんのところには、あのイヤミな家庭教師がいるから、行きたくないし。


　ああ、省真兄さん、早くうちに帰ってこないかなあ。なんでいつまでも、あんな奴のところになんて、いるんだろう。さっぱり判らないよ。


　そして、待ちに待った日曜が来た。


　徹也さんとデートの日なんだ。いや、デートといっても、きっと徹也さんの冗じよう談だんだと思う。この間のドライブがデートっぽかったから、デートって言ってるだけでさ。


　休みの日には遅おそく起きる僕が、めずらしく早起きして朝食を摂とっているのを、後から食堂に入ってきた豹真は不ふ審しんそうに見た。


「どうしたんだ？　昨日からそわそわしていたけど、どこか出かけるのか？」


　やっぱり、僕がそわそわしているのは、豹真には簡単に見み抜ぬかれちゃうんだな。双ふた子ごだから、というより、僕がそれだけ考えてることが顔に出るからなのかな。それとも、豹真がいつも僕を観察しているから？


　どっちにしても、豹真にはバレてしまっている。


「うん。友達と約束してるんだ」


　ただし、すごーく歳の離れたお兄さんみたいな友達とね。


「どこに行くんだ？」


　豹真は僕の向かいのテーブルに座りながら尋たずねた。


「……どこだっていいだろう？　どうして豹真って、いつもそんなふうに僕のこと詮せん索さくするのかな」


　どこに行くのかなんて、話し合ってないから、そんな質問には答えられない僕は、ごまかすために、そう言うしかなかった。


「詮索じゃない。また遅くなったりしたら心配だから言ってるんだ」


「今日はちゃんと早く帰ってくるよ」


「絶対だよ？」


　豹真は僕に念を押す。本当にどうしてここまで僕のことを心配するんだろう。ありがたいって言えば、ありがたいけど、ありがた迷めい惑わくとも言えるような。


「もう、豹真って、しつこい。豹真は僕のなんなんだよっ？」


「何って、兄弟だろ？」


「兄弟って、普ふ通つう、こんなふうに母親みたいに遊びにいく相手のことをとやかく言わないんじゃない？」


「そうかな」


　豹真はちょっと首をかしげた。


　うーん。豹真は自分がちょっと行き過ぎてるとは思わないのかな。


「だって、省真兄さんはそんなこと言わなかった」


「それは、省真兄さんはまあ、ああいう人だから……」


「ああいう人ってなんだよ？」


　なんだか、すごく馬ば鹿かにしてるように聞こえたんだけど。仮にも自分の兄さんを馬鹿にしないよね……。と思いつつも、豹真は省真兄さんにけっこうキツイことをよく言ってたもんな。


「省真兄さんは兄としての自覚が足りないんだ。遼真を無責任に可愛かわいがって、正すべきことを正さない。それは省真兄さん自身が甘えた性格だからだと思う」


　僕はポカンと口を開けちゃったね。


　一つしか違わないとはいえ、自分の兄さんのことを、よくこんなに冷静に……しかも、上から見下ろすみたいな感じで分ぶん析せきできるなって思った。これじゃ、僕なんか、一体どう思われてることか。


　いや、どう思われてるかって、豹真の態度に表れてるよ。僕なんか、豹真の目には、ものすごく小さな子供のようにしか、きっと見えてないんだ。


「豹真なんか嫌きらいだ！」


「どうしてだよ？」


　豹真はムッとしたように、僕を睨にらんだ。そりゃあ、いきなり嫌いなんて言った僕がよくなかったかもしれないけど、僕だって怒おこってるんだよ。


「だって、省真兄さんのことを悪く言った！」


「悪口じゃない。僕の見たままを言ったまでだ。それに……僕はお父様やお母様から、遼真のことを頼たのまれているんだ」


「え……？」


　どういうことだろう。どうして、お父様やお母様が僕のことを豹真に頼むんだろう。


「二人とも、仕事で忙いそがしくて、家を空けることが多いからね。いつもボンヤリしてる遼真のことが心配なんだろう。ずいぶん前から、遼真の面めん倒どうを見てやってくれって、頼まれている」


　それって……。


　二人とも、僕のことがすごーく頼たよりないって思ってるってことだよな。いや、否定はしないけど。ていうか、できないけど。


　でも、豹真は二人にそう言われたから、仕方なく僕の面倒を見てくれてたんだろうか。心から、僕のことを心配してくれたり、気き遣づかってくれてたんじゃないのか。


　そう思うと、今までのことが全部腹立たしく思えてくる。豹真が僕のことを本気で考えてくれてるって思えばこそ、口うるさいのや、押しつけがましいのを我が慢まんできたのに。


　嫌いや々いやながら面倒見てくれてたなんて。


　悲しいのを通り越こして、なんだかもう、情けなくなってくる。


「もういいよっ。これからは面倒なんか見てくれなくても！」


　僕はそう叫さけぶと、最後に取っておいた牛乳を飲み干して、席を立った。


「ご馳ち走そう様さまでした！」


「おい、遼真。どういうことだよ？」


　僕と一いつ緒しよに豹真が席を立つ。


「豹真は食事中だろう？　食事中には席を立っちゃいけないんじゃなかったっけ？」


　仕方なさそうに豹真が席に着くから、僕はその隙すきに食堂を出ていく。


　さあて。豹真が食事を終えるまでに、さっさと外に出ちゃおうっと。もう説教なんか二度とごめんだよ。








　徹也さんとの待ち合わせ場所は、ある美術館のロビーだった。


　なんか、すごいよね。美術館でデートなんて、さすがにクラシック音楽に造ぞう詣けいの深い徹也さんならではのアイディアだって思う。


　普ふ通つうの人には考えつかないんじゃないかな。うん。


　でも、そんなことより、僕は徹也さんに会えるのが楽しみでならなかった。あの優やさしい笑え顔がおを見たいなあって、僕はもうそれだけだった。


　省真兄さんとは離はなれ、豹真も昔のような優しい心では僕を見てなかったんだって思ったら……僕にはもう徹也さんしかいないんだ。


　もちろん、僕と徹也さんは本当の兄弟じゃないけどさ。なんか、兄弟っぽいことしてるし、この際、徹也さんには僕の兄さんになってほしいよ。会ってるときだけでいいから。


　そう思いながら、ロビーに向かうと、先に徹也さんが来ていた。


「遼真君！」


　僕の名を呼んで、ロビーの椅い子すから徹也さんは立ち上がった。


　あれえ？　日曜なのに、徹也さん、スーツ着てるよ。これが普段着……のわけはないよね。いくらなんでも。


「すまない。実は今日、急に仕事の用事が入ってしまって」


「え……じゃあ、今日は中止？」


　仕事じゃ仕方ないと思うんだけど、やっぱり残念だな。この間のドライブから、ずっと徹也さんに会えるのを楽しみにしていたから。


「午後になれば時間が空くから、それからだったら、君と遊べるよ。少しだけ、ここで待っていてくれないか？」


「あ……はい。それだったら、僕、待ってます」


　午後からだってなんだって、徹也さんと一緒にいられるなら、いい子で待ってるよ。


　徹也さんは微ほほ笑えんで、僕の頭をそっと撫なでた。


「私の時間が空くまで、この人がここを案内してくれるから。ゆっくり見て回るといい。ここには、いろんなものが展示してあるからね」


　徹也さんは横に立っていたスーツ姿の男の人を、僕に紹しよう介かいした。


　男の人は、徹也さんと同じくらいの歳としかな。姿勢がよくて、折り目正しい感じの人で……格好いい徹也さんの傍そばにいても、あまり遜そん色しよくのない人だった。そして、怖こわい人ではないみたいで、僕に優しく笑いかけてくれた。


「秘書の仲なか山やまです。遼真君は絵画に興味ありますか？」


　僕はいきなり丁てい寧ねい語ごで話しかけられてビックリした。だって、僕よりどう見ても、十歳は年上の人だったからだ。


　それに、秘書って……。徹也さんの秘書ってこと？


「はい、あまり絵のことはよく判わからないけど、見るのは好きです」


「でしたら、退たい屈くつはしませんね」


　ニッコリと微笑まれて、僕もつられて笑い返してしまう。


「じゃ、仲山、よろしく頼むよ」


「はい、お任せください」


「それじゃ、遼真君、また後で」


「はい。あの、お仕事頑がん張ばって」


　僕がそう言うと、徹也さんはすごく嬉うれしそうな顔をして笑ったんだ。


　徹也さんが周りにいた数人の男の人と一緒にロビーを出ていくのを見送った後、仲山さんは僕のほうを見て言った。


「社長があんなに嬉しそうな顔をして笑ったのを見たのは、久しぶりですよ」


「えっ、徹也さんって、社長なんですか？　あんなに若いのに？」


　僕がそう尋たずねると、仲山さんは怪け訝げんそうな顔をした。


「ご存じなかったんですか？」


「えーと……まだ知り合ったばかりだから。今日で会うのは三回目なんです」


　三回目と聞いて、仲山さんは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような顔をしたけど、すぐにまたニコニコ微笑んでくれた。さすが、社長秘書だね。どんな相手にも、こんなふうに笑顔で接することができるんだ。


「でも、社長は遼真君のことがかなりお気に入りのようですね。今日の仕事が急に入ったときも、ずいぶん困った顔をされていて。だから、私が代役として、遼真君のお相手を申し出たんですよ」


　僕は微笑んでいる仲山さんの顔を上うわ目め遣づかいに見た。


「こんな子供みたいな僕の相手なんて、ご迷めい惑わくじゃないですか？　僕、美術館くらい一人で見て回れますから……」


「えっ、いや、迷惑なんて思いませんよ。それに、遼真君を一人にしたら、私が叱しかられます。社長もすぐにここに仕事で戻もどってこられますし」


「仕事で戻ってくる……？」


　僕はまばたきをして、仲山さんの顔を見つめた。すると、仲山さんはなんだか妙みように照れたような顔をして笑った。


「どうやら社長の気持ちがだんだん判ってきました」


「はあ？」


　徹也さんの気持ちって一体なんなんだろう。


「いや、こっちのことです。社長は仕事での取引のある外国人の方を、こちらに案内して戻ってこられます。ここは社長のお父様の出資を基もとにして作られた美術館なのですよ。社長自身も、ここの財団の理事を兼けん任にんしておられますし、美術品については相当な知識をお持ちです」


　それを聞いて、僕はポカンとしてしまった。


　美術館の理事。しかも、お父さんが出資して作られた美術館だなんて。


「すごいですね。そんな文化事業まで……」


　うちのお父様も社長だけど、そういうスケールの大きさはないみたいだ。いや、お父様はお父様なりに、いろいろと頑張ってると思うから、比べたら気の毒だと思うけど。


「そういうわけですので、遼真君をちゃんと案内していなければ、すぐに見つかってしまって、私が社長に叱られます」


「判りました。でも、僕に敬語はやめてくださいよ。なんか変ですよ。僕、まだ高校生なのに」


「ですが、私は社長から、丁てい重ちようにご案内しろと言われておりますので」


「……それも見つかったら、徹也さんに怒おこられちゃう？」


　じっと仲山さんの顔を見たら、また照れたような顔をされてしまう。なんだろう。仲山さんって、照れ屋さんなのかな。見かけはわりと格好いい大人の人なのに。


「まあ……そういうことです。では、ご案内します。どうぞ、こちらへ」


　僕は仲山さんの後からついて、第一展示室へと入った。


　そうして、いろんな説明を受けながら、ゆっくりと絵を見ていく。さすがに自分から案内を買って出たというだけあって、仲山さん自身も、いろいろと美術品について知識が深いようだった。


　ひょっとして、徹也さんの会社って、美術品関連の会社なのかもしれないね。そう思いながら、目の前の大作の絵を見てると、同じ展示室に数人の人が入ってきた。


　徹也さんだ……！


　振ふり向いた僕と目が合うと、徹也さんは一瞬だけニコッと笑ってくれた。そして、傍にいる金きん髪ぱつの外国人に静かな声で案内し始めた。


「な、仲山さんっ。徹也さん、英語喋しやべってる」


　ビックリして、思わず小さな声で仲山さんにそう言ってしまった。


「社長はアメリカに留学経験がありますから」


「スゴイ……」


　英語が苦手な僕は素す直なおにそう思った。いや、僕が苦手なのは、英語だけじゃないんだけどね。


　ああ、徹也さんって、もしかして、僕とは違ちがう世界にいる人なのかな。社長だし、秘書がいるし、美術品に知識があって、英語も喋れるし。


　もし僕が徹也さんの歳としになったとしても、そんな立派な大人なんかにはなれそうにない。ホントに、徹也さんって、どうして僕なんかとデートする気になったんだろう。弟みたいだって思ってくれてるにしろ、だんだん僕には判らなくなってきてしまった。


　僕は傍かたわらの仲山さんを見上げた。


　そういえば、仲山さんは徹也さんの気持ちが判ってきたって言ってたよなあ。


「あの……仲山さんって、兄弟いますか？」


「え？　はい、姉が一人」


「お姉さんかあ。だったら、関係ないよね」


「はあ？」


「こっちの話。ごめんなさい」


　仲山さんにも弟がいて、兄弟想おもいの同志なのかと思ったんだけど、違ちがうみたいだね。


　僕は第一展示室を出たところで、仲山さんに再び声をかけた。


「あの、絵と関係ない話ばかりで、申し訳ないんですけど、質問いいですか？」


「ええ、どうぞ」


「徹也さんの弟さんって、知ってますか？」


「はい、よく存じてますよ。上の弟さんは有名ですよね。若い女の子に人気がありますし。今度は歌だけじゃなく、映画出演なさるとか」


「え……？　なんの話ですか？」


「だから、上の弟さんの昌まさ也やさんの話ですよ。……まさか、それもご存じないんですか？」


　そんなに何も知らないのかっていう目で、見られてしまった。だって、何も聞いてないんだから仕方ないよっ。


　でも、まさか芸能界の人だったなんて。そんなの、想像もしてなかった。


「えーと、えーと……僕と同じくらいの歳の人ですよね？」


「……昌也さんは確か社長より二つ下だったと記き憶おくしておりますが」


「ええっ？」


　ということは、上の弟さんは二十代半ばくらいってことかな。


「じゃあ、下の弟さんも二十歳越こえてるってこと？」


「そうですね」


　あっさりと返されて、しばし絶句する。


「……徹也さんが下の弟さんのことを可愛かわいいって言ってたから、僕、てっきり小学生なんだって思ってて……」


　まさか、僕より年上だなんて思いもしなかったよ。


「ああ、なるほど。社長は弟さん想いでいらっしゃるから。社長にとっては、きっと年ねん齢れいは関係ないと思いますよ。可愛いと思ったら、素直に可愛がる。遼真君をこの美術館に誘さそわれたのも、きっとそういうお気持ちからだったんでしょう」


　すると、徹也さんは年齢を越えて、僕を弟みたいに可愛がってくれてるってことかな。なんだか、ピンと来ないんだけど。


「あ、もしかして、弟さんの高校生の頃ころに、僕が似てるとか？」


「さあ、私もそこまでは……。でも、そういうこともあるかもしれませんね」


　仲山さんはそう言うと、僕を第二展示室のほうに案内した。


　僕と徹也さんはまだ会って三回目なんだから、判わからないことがあっても、仕方ないよね。判らなくても、僕は徹也さんのことがけっこう好きだし、徹也さんも僕のことを気に入ってくれてるから、こうして誘ってくれるんだろうし。


　今日はいろいろビックリすることがあったけど、こんなふうに徹也さんのことを知っていくのも悪くはないなあって思う。


　普ふ通つう、知り合って、相手のことを知っていきながら親しくなっていくものだけど、それが逆に、親しくなるのが先で、後から相手のことを知ったって、いいんじゃないかな。


　そう。僕だって、まだ自分のことを徹也さんに話してない。徹也さんの仕事が終わったら、たくさん喋りたいな。そして、もっと徹也さんのことを知りたい。


　そうして、僕は仲山さんに案内されながら、しばらくあちこち見て回って、気がつくと、お昼になっていたんだ。








「そろそろ社長の仕事も終わる頃ですが……。お腹なか空すきましたか？」


「そんなことないです」


　と言った傍そばから、お腹がグーッと鳴った。


　馬ば鹿か馬鹿っ。なんでこんなときに鳴るんだよっ。


　仲山さんはクスッと控ひかえめに笑っただけだったけど、きっとすごーく子供みたいだって思われたに違いない。


「お食事まで私がご一いつ緒しよすると、社長のご機き嫌げんが悪くなりそうですから、喫きつ茶さのほうでお茶でも飲みますか？」


「あ、だったら、向こうに自動販はん売ばい機きがあったから、そこでジュース飲みましょうか」


　そう言ったら、また仲山さんはクスクス笑うんだ。どうしてなんだろう。


「そんなにおかしいですか？　子供っぽいとか？」


「いえいえ。こんなことを言って、お気を悪くされたら……と思いますが、なんというか、可愛いなあ、と」


「そ、そうですか……？」


　僕としては、喫茶店でお茶を飲むより、自動販売機でジュース飲むほうが好きだなあ。そのほうが気が楽だし。


「では、そこでジュースを飲みますか。もうしばらくしたら、社長から連れん絡らくが入ると思いますし」


　仲山さんと僕は休きゆう憩けい所みたいになっていたところに座って、一緒にジュースを飲んでいたんだけど、急に仲山さんが立ち上がって、向こうに行ったかと思うと、スーツのポケットから携けい帯たいを取り出した。


　ひょっとして、徹也さんからかな。仕事、無事に終わったんだろうか。


　二言、三言話した後、仲山さんは携帯を切った。


「ロビーに行きましょう。社長がお待ちかねです」


　慌あわてて残りのジュースを飲んでしまうと、最初のロビーに戻もどった。


「遼真君！」


　僕に微ほほ笑えみかけてくれる徹也さんを見て、僕は何な故ぜかホッとした。仲山さんもすごくいい人で、優やさしい人だったのに、やっぱり僕は緊きん張ちようしてたんだなって思った。


　というか、徹也さんとも、これで会うのは三回目で、そんなに親しいわけじゃないのにね。不思議だな。徹也さんとは、最初から意気投合していたんだ。


　徹也さんとは兄弟想い同士だから？


　よく判らないけど、とにかく、僕は徹也さんと会えて、すごく嬉うれしかった。


「お仕事、終わったんですか？」


「ああ。君は楽しかった？」


「はい……」


　徹也さんと一緒だったら、もっと楽しかったって思うけど、まさか案内してくれた仲山さんの前ではちょっと言えないよね。


「仲山、すまなかったね。休み中なのに」


「それはお互たがい様ですよ。それに、遼真君のお相手は楽しかったですから」


　それを聞いて、徹也さんはムッとしたような表情をした。


「言っておくが……」


「はい、判っております。そこまで私は馬鹿じゃありません」


「そうか。それならいい。じゃ、今日はこれで」


「はい。では、また明日、時間通りのスケジュールでお願いします」


　仲山さんが徹也さんに頭を下げるから、僕も仲山さんに挨あい拶さつしておく。


「あのっ、案内していただいて、ありがとうございました」


　ほら、僕だってちゃんと挨拶できるときだってあるんだ。でも、こういうときに限って、豹真は傍にいないんだからな。


「いえ、またお会いできるときを楽しみにしております」


　仲山さんと僕って、また会うときがあるのかな。よく判らないけど、僕はもう一度、礼をして、徹也さんと一緒に美術館を出た。








　徹也さんは僕を車に乗せると、いきなり僕の手を握にぎってきた。


「えっ、あの……？」


「遼真君……」


　徹也さんは僕の手の甲こうにキスをした。


「君を一人にしてすまなかった」


「でも、仲山さんがいたし、平気でした。いろいろ説明してもらって、楽しかったし」


「そうか……楽しかったんだね……」


　徹也さんは複雑な表情をしていた。


「あ、徹也さんと一緒だったら、もっと楽しかっただろうなあって思います」


　そう付け加えると、徹也さんの表情はパッと明るくなった。


「私も仕事としてじゃなくて、遼真君と一緒に美術館を回りたかったんだ。そうしたら、どんなに楽しいだろう。次の展示があるときには、今度こそ一緒に行こうね」


「はい！」


　そう元気よく返事をしたら、お腹がグーッと鳴った。


　ゲッ。


　徹也さんには当然笑われる。誰だれだって、お腹が空いてるときは鳴るんだろうけど、タイミング悪すぎるよ。


「食事に行こうか。君を待たせたお詫わびに、なんでも奢おごるよ。何が好き？」


「えーと……スパゲッティ」


　ちょっと子供っぽい言い方かな。せめて、パスタとか言うべきだったかも。なんだか、スパゲッティって言うと、お子様ランチの中の赤いスパゲッティって感じがするし。


　いや、なんとなくイメージだけど。


「うん。判った。スパゲッティだね」


　やっぱり、今、徹也さん、クスッと笑った。僕のこと、子供っぽいと思ったのかも。


　いくら徹也さんが僕のことを弟みたいだって思ってても、僕は徹也さんにそんなに子供扱あつかいされたいわけじゃない。優しくされるのは好きだし、すごく歓かん迎げいなんだけど、それと子供扱いとは違ちがうよね。


　僕は徹也さんのすごい面を知ってしまったから、余計に背せ伸のびをしたい気持ちでいっぱいだった。


　もちろん、追いつきたいなんて、無理だって判ってる。徹也さんは大人で、僕はまだ高校生。しかも、同じ歳としの豹真にも子供扱いされてるんだ。


　でも、少しでも子供っぽいのから抜ぬけ出したいって気持ちになっていた。


　徹也さんはようやく僕の手を離はなし、車を出すと、自分の行きつけのレストランに連れていってくれた。そして、僕のリクエストどおり、おいしいスパゲッティを食べさせてくれたんだ。


　こういう店にスマートに連れていってくれるところも、大人っぽいよね。


「さあ、これからどこに行こうか」


　満腹になって、車に戻った僕と徹也さんは、次に行く場所をまだ決めてなかった。


「うん……僕、どこでもいいけど、徹也さんのこと、もっと知りたいな」


「えっ、私のことを知りたい？」


　徹也さんは少し照れたように笑った。


「だって、徹也さんが社長だなんて、今日初めて知ったわけだし。仲山さんからちょっと聞いたけど、それよりもっとたくさんのことが知りたいなあって」


「そうだね。まだ遼真君には、私のこと、何も教えてなかったね」


「僕のことも、あまり言ってないし」


「じゃあ……私の家に来る？　私のこと、いっぱい教えてあげるし、遼真君のこと、私にもっと教えてほしい」


　甘い声でそう言われると、なんだか誘ゆう惑わくされてるような気になってくる。もちろん、徹也さんが言うのは、そういう意味じゃないんだろうけどね。


　でも、変に胸がドキドキしてくるのは、何故かな。


「はい。連れてってください」


　僕はそう伝えるだけで、なんだか胸がいっぱいだった。


　そうして、徹也さんは僕を自分の家へと連れていったんだ。








　徹也さんの家は、古い洋館って感じだった。どれくらい古いんだろうか。昭和初期のロマン溢あふれる造りって感じで、レンガの外がい壁へきにツタが絡からまっていた。さすが文化事業まで手を広げている人の家は違うよね。


　玄げん関かんの扉とびらに鉄製のノッカーがついていて、すごいって思ったけど、さすがにそれは飾かざりだったみたいで、横にちゃんとしたインターホンがあった。徹也さんがインターホンを押すと、中からエプロンをつけたメイドさんがドアを開けてくれる。


「お帰りなさいませ」


「ああ、ただいま」


「お客様ですか？」


「二階の私の書しよ斎さいに連れていくから、紅茶を……」


　徹也さんはそう言いかけて、僕のほうを振ふり向いた。


「何か飲みたいものはある？」


「いえ……僕も紅茶」


　徹也さんと同じものがいい……なんて思ったりして。そんなこと、恥はずかしくて、口にはできないけど。


「じゃあ、紅茶を持ってきてくれ。早めにね」


　徹也さんは僕の肩かたに手を回すと、家の中へと入れてくれた。


　玄関から入ったところは、広いホールになっていて、まるで昔のダンスパーティーでも開けそうなくらいだ。ほら、歴史の教科書に載のっていた鹿ろく鳴めい館かんの絵みたいな感じで。そして、そのホールから、広い階段がぐるりと弧こを描えがくように二階へとつながっていた。


　僕と徹也さんはその階段を上がるわけなんだけど、手すりも細工を施ほどこしたもので、それが綺き麗れいに磨みがき上げられていた。


　ここの家って、ひょっとして、重要文化財とかに指定されてたりして。いや、そんなわけないか。でも、そう思わせるくらい、非常に凝こった造りだったんだ。もう、建物全部がアンティークな感じ。


　徹也さんの書斎というのも、やっぱりそんな感じだった。部屋の壁かべ紙がみ、窓のデザイン、カーテン、家具に至るまで、そういう雰ふん囲い気きで統一されているんだ。僕はもう別世界に来た気分で、徹也さんに勧すすめられるままに、ソファに腰こしかけた。そのソファもルイ何世とかが使っていたような豪ごう華かな布張りのソファで、きっとヨーロッパ直輸入のすごいお値段なんだろうな。


　もちろん、壁には立派な額に入っている油絵が飾ってある。ああ、僕、まだ美術館にいるような気分だよ。


　ただ、美術館と違うのは、部屋の片側に大きなスピーカーがあることだ。でも、それも今の機械じゃなくて、昔のものみたいだ。


「徹也さん、これって……」


「ああ、レコード、聴きく？」


　レコードって、あの黒いやつだよね。昔のＣＤみたいなもの。


　徹也さんは立ち上がって、ラックからレコードを物色し始めた。


「何がいいかな。リクエストある？」


「僕はあまり詳くわしくないから、徹也さんの好きなのがいいな」


「ああ、じゃ、これにしよう」


　徹也さんはケースからレコードを取り出した。それを布で綺麗に拭ふくと、丸い盤ばんに載せた。


「えーと、蓄ちく音おん機き？」


「いや、そこまで古いものじゃないよ」


　徹也さんが苦く笑しようしながら操作すると、ピアノの音が聞こえてきた。


「ＣＤと違ちがって、レコードは音質が柔やわらかいんだ。どう？」


「うーん……よく判わからないけど、学校の音楽の時間みたいだよね。こんなに大きな音を出して大だい丈じよう夫ぶ？」


「一応、防音しているからね。でも、ちょっと話をするにはうるさいか」


　徹也さんはボリュームを絞しぼって、適度な音にした。


　防音してるってことは、古い家みたいに見えたけど、いろいろ改造してるってことかな。まあ、見かけどおりの古い家だったら、いろいろ不便だよね。


　ノックの音がして、メイドさんが入ってきた。


　ソファの前にあるテーブルに、カップを二つ置いて、ポットからそれに紅茶を注つぐ。


　実を言うと、僕はあまり紅茶を飲まない。コーヒーだってミルクと砂糖をいっぱい入れないと飲めないし、ジュースや牛乳を飲むことのほうが多いんだ。だけど、今日はなんだか徹也さんと同じ紅茶を飲んでみたかった。


「用があったら呼ぶから、しばらくこの部屋には立ち入らないでくれ」


　部屋を出ていくメイドさんにそう言い渡わたすと、今まで一人掛がけの椅い子すに座っていた徹也さんは、僕の隣となりに移動してきた。


　僕の……すぐ傍そばに徹也さんがいる。


　今いま更さらだけど、なんだかドキドキしてきた。


　この間のドライブでは、もっと密着していたのに。しかも、キスまでしちゃったのに。いや、キスまでしたから、余計に意識するのかもしれない。


　あれは、兄弟としてのキスだよ。別に、徹也さんに何か思おも惑わくがあったわけじゃない。たぶん。


「ミルクや砂糖、入れる？」


「あ、えーと、このままで」


　本当は入れたいところだけど、ここは大人っぽく何も入れずに飲みたい。何も入れないのが大人っぽいかどうか、よく判らないけど、なんとなくそういうイメージだから。


「いただきます」


　一口飲んで、カップをソーサーに戻もどす。


「や、やっぱりミルクと砂糖……あ、別においしくないってわけじゃなくて、甘いほうがいいかなあって思って」


　言い訳してみたんだけど、余計に変かもしれない。徹也さんはクスッと笑うし、だったら、最初から入れればよかったよね。


　ミルクと砂糖を入れて飲むと、僕の好みの甘い味で、僕はやっと気分が落ち着いた。


「おいしい……」


　そう呟つぶやくと、徹也さんの手が僕の肩かたに回された。


「あ……」


「そんなに緊きん張ちようしなくていいよ。私の家は落ち着かない？」


「そうじゃないけど、あんまり立派なおうちだからビックリして。階段なんか、今にもドレス着た人が下りてきそうだったし」


「ドレスか……なるほど」


　徹也さんは僕の言葉にウケて笑った。


「でも、この部屋には私しかいないから、楽にしていいんだよ」


「はい……」


　そう返事したものの、徹也さんとこんなにくっついてると、妙みように意識してしまう。変かな、こんな僕って。


「ねえ、何か話をしようか。……遼真君は仲山に私のことを何か聞いたって言ってたね？」


「あ、はい。徹也さんが社長だってこととか、あの美術館が徹也さんのお父さんの出資を基もとにして作られたとか、徹也さんはそこの理事もしていて、美術品に詳くわしい……。あと、アメリカ留学してたって。僕、徹也さんが英語をスラスラ話すのを聞いて、ビックリしちゃった」


「遼真君は英語が苦手？」


「はい。英語だけじゃないけど、勉強はあまり」


「じゃあ、今度、教えてあげるよ」


　徹也さんは肩に回した手で、僕の髪かみをいじった。


　くすぐったいような変な感じがする。でも、こんなふうに髪をいじられるのは嫌いやじゃないな。誰だれかにこんなことされたのは、初めてだけど。


「はい、ぜひ。でも、僕、覚えが悪いんですよ。頭、悪いから」


「初めから悪いなんて決めつけちゃ駄だ目めだよ。努力すれば必ず報むくわれる。やっただけの成果は絶対出てくるものなんだ」


「そうですね……。僕、今まで努力が足りなかったのかも」


　そうだ。僕だって努力すれば、徹也さんみたいなカッコいい大人にいつかはなれるかもしれない。


「私でよければ、いくらでも協力するよ」


「本当？　だけど、徹也さん、忙いそがしそうだし」


「遼真君のためなら、時間を作るよ。ね？」


　優やさしく囁ささやきながら、徹也さんはもう片方の手で僕の手を握にぎった。


「徹也さんの手って、あったかくて大きい。僕の手が小さく見えてきちゃいそう」


「うん。遼真君の手は小さくて可愛かわいいね。うちの下の弟が小さい頃ころ、こんな感じで、すごく可愛かったんだ」


「そういえば……仲山さんに聞いたけど、徹也さんの弟さんって、もう大人なんですね。可愛いって言ってたから、てっきり下の弟さんは小学生くらいかと思ってて」


　徹也さんは僕の耳の傍でクスッと笑った。


「そうだね。普ふ通つう、成人している弟に可愛いとは言わないよね。でも、うちの家庭はちょっと複雑で……。一番下の弟は子供のいない家に養子にやられていたことがあってね。結局、また戻されたんだけど、やっぱりそんなふうに物みたいにやり取りされてしまった弟の心には傷が残った。私は弟にはいつも心を砕くだいてきたよ。できるだけのことをしてあげて、可愛がってきた。だから、成人した今でも、下の弟のことは可愛いと思ってしまうんだ」


　そういうことだったのか……。


　僕はまだ見ぬ徹也さんの弟さんを、すごく可哀かわい想そうだと思った。僕がそんなふうに扱われたら、毎日、泣き暮らしていたよ、きっと。


「僕はその弟さんの小さい頃に似てるの？」


「うーん……可愛いところが似てるかな。でも、遼真君は遼真君の可愛らしさがあると思う。こんなふうに……キスしたくなるくらいに」


　徹也さんは僕の頰ほおにキスをした。


「あ……あの」


「何？」


「徹也さんの家は兄弟でキスするの？」


　そんな質問をしたら、徹也さんは苦く笑しようした。


「いくら可愛がっていても、弟にはキスしないよ。そこまで私はケダモノではないから」


　ケ、ケダモノ……？


　えーと、兄弟でキスしないなら、どうして僕にはキスするんだろう。しかも、さも当たり前みたいに……。


「君の家では、まさか兄弟でキスするの？」


「い、いえっ、そんなことしませんっ」


「そうだろうね。うん。そうじゃなきゃ困る」


　どうして徹也さんが困るんだろう。ていうか、兄弟でキスしないのは普通だし。


「遼真君のところは、お兄さんが一人いるんだよね？」


「あ、もう一人、双ふた子ごの兄がいます」


「双子？　だったら、遼真君とそっくりの顔してるのかな」


「いえ、あまり似てなくて。僕よりずっと大人っぽくて、落ち着いていて、頭がよくて……」


　僕はそう言いながら、ふと徹也さんの横にいるのが僕でなくて、豹真だったら、すごく釣つり合うような気がした。


　いくら徹也さんが可愛いと言ってくれても、僕と一いつ緒しよにいて、本当は退たい屈くつなんじゃないかな。徹也さんは優しいから、子供をあやすような感じで僕に話しかけてるのかもしれない。本当はもっと実のある話……そう、たとえば社会問題とか話したいのかも。


　もちろん、僕はそんなオトナな話題にはまるでついていけなかった。


「徹也さん……」


「何？」


「僕、もっと大人になりたいな」


「うん。そうだね。もっと大人になった遼真君も見たいな」


　や、やっぱり……。


　徹也さんは僕のことを子供過ぎるって思ってるんだ。早く頑がん張ばって豹真みたいにならないと、徹也さんに呆あきれられちゃうかもしれない。


「僕っ……頑張るから」


「じゃあ、君が早く大人になれるように……練習しようか？」


「大人になる練習？」


　そんなの、あるんだろうか。


　徹也さんは英語のレッスンみたいに軽く言ったけど。


「今からする？」


「え？　あ、はい。お願いします」


　僕は肩かたを抱だかれながら、徹也さんに頭を下げた。


「じゃあ、こっちを向いて」


　そう言われて、僕は徹也さんのほうへと身体からだごと向けた。徹也さんは僕の両肩に手を置く。


　どんな練習するんだろう。なんだか緊張するなあ。


「肩を楽にして」


「はい……」


　徹也さんは顔を近づけてきたかと思うと、僕の額にチュッとキスをした。


　えっ……と思っているうちに、額だけじゃなく、目元や頰やあちこちにキスをされる。そうして、唇くちびるにもキスをされた。


　これが大人になる練習なんだろうか。


　よく判わからない。そもそも、徹也さんはどうして僕にキスしてるんだろう。兄弟のキスじゃなないなら、これはなんのキス？


　徹也さんは僕の肩を引き寄せる。


「ん……」


　今、口の中に何かが……いや、何かって、徹也さんの舌のようなものがするりと入ってきたんだけど。


　ど、どうしよう。舌と舌が触ふれ合っている。


　これは大人のキス……？


　ああ、そうか。これが大人になる練習なのか。


　やっと納なつ得とくできて、僕は肩の力を抜ぬいた。すると、徹也さんは手を僕の背中に回して、ギュッと抱きしめてくる。


　なんだか胸がドキドキする。動どう悸きが止まらないよ。


　徹也さんは何度か唇を離はなしながらも、すぐに口づけてきて、何度も何度も繰くり返しキスをした。そのうちに、僕はもう身体中の力が抜けてきたんだ。


　もう……。


　変になりそう。


　僕は気がついたら、ソファに置いてあるクッションに埋うもれるようにして横になっていた。徹也さんはその上から僕にキスをしている。


「あ……もう」


「どうして？　レッスンはまだ終わりじゃないよ」


「だって……身体が変」


「どんなふうに変なの？」


　そう言いながらも、徹也さんは僕の顔のあちこちにキスをしてくる。


「身体が……熱い」


「熱い？　じゃあ、脱ぬいでしまおうか」


「え……？」


　徹也さんは僕のシャツのボタンを外している。


　なんで、脱がないといけないんだろう。大人になるレッスンって、身体が熱くなったら脱がないといけないのかな。


　僕がいろいろ考えてるうちに、徹也さんはシャツのボタンを全部外し、前を広げた。


「あの……」


「ん？　何？」


　徹也さんは僕の素す肌はだを掌てのひらで優やさしく撫なでていく。


「どうして徹也さんは僕の胸を撫でてるの？」


「うーん……何な故ぜかな。気持ちよくない？」


「いいけど、でも……」


「いいなら、それが一番だよ。少し黙だまっててね」


　そう言われると、文句が言いづらい。いや、基本的に僕は徹也さんの言いなりなんだけどね。だって、僕は大人じゃないし。大人になるためのレッスンは、徹也さんに任せるしかなかった。


　ただ……それがどういう意味を持つのか、僕にはよく判らない。


　徹也さんにキスされながら、裸はだかの胸を撫でられている。それがくすぐったくもあり、気持ちよくもあり……不思議な感覚だった。


　こんなことしたの、初めて。


　だけど、シャツをはだけられても、身体の火ほ照てりは収まらなかった。


　それどころか、どんどん燃えるように熱くなっていく。どうしたんだろう。僕の身体。こんなの、変だよ……。


　徹也さんの唇が僕の唇を逸それて、顎あごにキスをする。そうして、首筋へと移動するんだ。


「あ……っ」


　僕の口から、なんだか変な声が出てきた。


「大だい丈じよう夫ぶ。誰だれにも聞こえないからね」


　そういえば、ここは防音してるんだった。でも、どうしてこんな変な声が出ちゃったんだろう。


「可愛かわいいな。遼真君は。本当に……食べてしまいたいくらい」


　徹也さんはそんなことを言いながら、僕の首筋にキスを繰り返す。


「あっ……あ」


「こんなところも感じるの？」


　僕、感じてるの？　だから、こんな変な声が出たり、身体がビクッと震ふるえたりするんだろうか。


　でも、どうして徹也さんはこんなことしてるんだろう。


「じゃあ、ここはどう？」


　徹也さんは僕の乳ち首くびを指先で撫でた。


「あ……やぁ……」


「すごく感じるみたいだね」


　僕は首を左右に振ふった。


「違ちがうの？　でも、気持ちよさそうに見えるよ」


　徹也さんはそう言いながら、続けて僕の乳首を撫でる。やっぱり、身体がそれに反応したように震える。そうして、同時に、甘い疼うずきみたいなものを確かに感じたんだ。


　どうしよう、僕……。


「ダメ……ダメッ、徹也さん……っ」


「何が駄だ目め？」


「とにかく、ダメ……」


　僕は必死で腕うでを伸のばして、徹也さんを押しやろうとした。


「ああ、ここ？」


　徹也さんは僕の股こ間かんにそっと触れる。


「わっ、やだ。触さわらないでよぅ」


　僕のそこは何を勘かん違ちがいしたのか、すっかり硬かたくなっていた。キスしたり、撫でられたりするうちに、反応していたんだ。


「可愛いね。こんなに感じてたんだ」


　徹也さんはズボンの上からそこを撫でている。


「き……気持ち悪くないの？」


「どうして気持ち悪くなるの？　私はすごく嬉うれしいよ。遼真君は感じたから、こうなったんだろう？」


「そう……だけど……」


　これで感じてないなんて言い訳はできない。でも、僕が感じてると、どうして徹也さんは嬉しいんだろう。


「それならいいんだよ」


　いいのかなあ。僕にはよく判らない。


「でも、やっぱり触らないで……」


「どうして？」


「だって……そんなに撫でられてたら、出ちゃいそう」


　徹也さんの手で触られてると、余計に感じるような気がする。自分以外の人の手だから……？　いや、徹也さんだからじゃないかな。


「そうだね。下着の中で出したら気持ち悪いよね」


　徹也さんは僕の股間からようやく手を離した。


　それで丸く収まるかと思えば、そんなことはなかった。刺し激げきを受けて硬くなったそこが、すごく切なくて、僕は思わず自分の両手で押さえてしまった。もちろん押さえたところで、切ないのには変わりはなかったけど。


　徹也さんは僕の様子を見て、クスッと笑った。


「物足りない？」


「え……あの……ハイ」


　僕は小さな声でそう答えた。


　恥はずかしかったけど、本当のことだからだ。


　徹也さんは目を細めて、僕の頭を撫でた。


「じゃあ……続きをする？」


「続きって？」


「大人になるためのレッスン」


　僕がまばたきをして徹也さんの顔を見ると、徹也さんは僕の目をまっすぐ見つめて、にっこりと微ほほ笑えむ。


　ドキドキしてくる。


　大人になるためのレッスンだなんて、何をするのか、僕にはよく判わからない。でも、すごく気持ちいいことのような気がして……そして、もっと徹也さんに近づけるような気がして、胸が高鳴るんだ。


　僕は徹也さんの目を見ながらうなずいた。


「それなら、場所を変えよう」


「え？　ここじゃダメなの？」


「狭せまいからね。もっと広いところがいいんだ」


　徹也さんはそう言うと、僕の身体からだを抱だき上げた。


「あっ……」


　まるで女の子みたいに膝ひざの下に手を入れられて抱き上げられる。こんなことされたのは初めてで、僕はビックリして、徹也さんの首にしがみついた。


「そう。私にしっかりつかまって」


「は、はいっ……」


　徹也さんは僕を抱き上げたまま、廊ろう下かに出るドアとは別のドアを開いた。すると、そこは続きの間みたいになっていて、大きなベッドがあったんだ。


　でも、ただのベッドじゃない。天てん蓋がいつきベッド。まるでお姫ひめ様が眠ねむるようなベッドで、僕はゆっくりとその上に下ろされた。


　書しよ斎さいへ続くドアは閉められたけど、音楽は鳴り響ひびいている。ここにもスピーカーがあるらしかった。


　でも、ベッドで何するんだろう。


　僕は上半身を起こし、上着を脱ぬぎネクタイを外す徹也さんを見ていた。


「あの……僕は何をすればいいの？」


「君は何もしなくていい。ただ私に任せていればいいんだ」


　でも、これはレッスンじゃないのかな。……ああ、徹也さんが見本を見せてくれるとか。そして、僕が後で実じつ践せんするんだよね、きっと。


「さあ、遼真君。続きをしようか」


　徹也さんは僕のベルトを外し始めた。


「えっ……あの……」


「心配ない。下着が汚よごれたら気持ち悪いだろう？　だから、脱がせてるんだよ」


　僕は訳が判らないまま、ズボンと下着をずらされた。すると、勃たってるものがポロッと飛び出してくる。


　慌あわてて隠かくそうとしたけど、徹也さんに遮さえぎられた。


「駄目だよ」


「でも……恥ずかしいし」


「大丈夫。私は気にしないよ」


　いや、気にするのは、僕のほうなんだけど。


　徹也さんはズボンと下着を取り去ったかと思うと、僕の足を広げたんだ。


　もしかして、今の僕、すごくみっともない格好してるような気がする。上のシャツは羽織ってるだけだし、下は何も身に着けてないし、ほとんど裸はだかじゃないか。しかも、靴くつ下しただけはしっかり履はいてるんだ。


　お姫様のようなベッドで、こんな格好にされるなんて思わなかった。


「可愛かわいいよ、遼真君」


「こ……こんな変な格好してるのに？　もしかして、徹也さんは僕を揶から揄かってるの？」


「違うよ。正しよう真しん正しよう銘めい、私は君のことを可愛いと思っている。誰だれよりも……何よりも君はすごく可愛い」


　徹也さんはそう言いながら、僕に顔を近づけてくる。


「ん……」


　キスをされると、身体の力がまた抜ぬけていくような感覚を覚えた。それだけで気持ちよくなってしまう僕って、もしかして変なのかな。


　徹也さんはキスしながら、僕の乳首を指で撫なでる。


「んっ……」


　身体がビクッと揺ゆれた。


　こんなことされてると、僕、ホントに変になりそう。だって、こんな場所が感じるなんて、やっぱり、変じゃないかな。僕は男なんだし。


　徹也さんは唇くちびるを離はなすと、今度は首筋へとキスをしてくる。


「あっ……」


　どこにキスされても、どこに触ふれられても、僕は反応してるような気がする。だけど、徹也さんの唇や指に触れられると、どうしても気持ちよくなっちゃうんだ。


　徹也さんはとうとう僕の乳ち首くびにもキスをした。いや、キス……というより、なんだかそこを舐なめられてるようなんだ。さんざん指でいじられて敏びん感かんになってるところを、舌で転がすように舐められて、僕の身体は魚みたいに大げさに跳はねてしまう。


「や……やだぁ……」


「どうして？」


「だって……恥ずかしい。女の子みたいにされて……僕、男なのに」


「でも、ココが感じるんだろう？」


　徹也さんはそこをペロリと舐めた。


「ああっ……」


　ひどい。徹也さん。


　いや、本気でひどいとは思ってないけど、ちょっと意地悪だ。僕が嫌いやだって言ってるのに。


「感じるなら、いいんじゃないかな。男だろうと女だろうと、そんなことは関係ない」


「でも……すごくエッチなことしてるみたい。これが大人になるためのレッスンなの？」


　レッスン内容は、徹也さんに任せておくべきなのかもしれないけど、僕は思わず訊きいてしまった。


「エッチなことは嫌？」


　徹也さんはスッと僕の腰こしを撫で上げた。


　ビクッと身体が揺れる。


　今、腰じゃなくて別のとこを触さわってほしいなんて思っちゃった。僕のエッチ。


「嫌じゃない……けど」


「恥ずかしいんだよね？」


　僕は徹也さんの優やさしい目を見ながら、コクンとうなずいた。


「でもね、大人になるためには、こういう恥ずかしさも乗り越こえていかないと。いつまでも子供みたいに目をつぶってるわけにはいかないんだよ」


　徹也さんの言うことは判るような判らないような……。確かに、大人になるためには、いろんなことがあると思う。でも、エッチなことをされても、我が慢まんしなきゃ……って言われてるような気がするんだけど。


「恥ずかしいのを我慢しなきゃ、大人になれないの？」


「そうだね。……でも、それは私の前だけでいいんだ」


「徹也さんの前だけ？」


「ああ。遼真君は私のことが好きなんだろう？」


　僕はドキドキしながらうなずいた。


「私も遼真君のことが好きだ。好き合っていれば、大人はこういうことをしてもいいんだよ。いや、しなきゃいけない」


「そ……そうなの？」


「そうだ」


　徹也さんは力強く言った。


「だから、遼真君は大人になるために、私とそういう儀ぎ式しきをしなきゃならないんだ」


「それが……これ？　こんなエッチなことしなきゃ駄だ目めなの？　男同士なのに？」


　徹也さんは優しく微ほほ笑えんでうなずく。


「それに、遼真君だって、このままじゃ収まりがつかないだろう？　もっと気持ちよくなりたいんじゃないかな？」


「あ……ハイ」


　僕は照れながらそう答えた。


　本音を言えばそうだ。ただ、やっぱり恥はずかしかった。そして、徹也さんの前でどんどん感じていく僕が怖こわかったんだ。


「ね？　何も怖いことはないよ。全部、私に任せて。遼真君が気持ちよくなっていって……それから大人になる手助けをしてあげよう」


「本当？　徹也さんが手伝ってくれるの？」


「ああ、もちろん。だから、ね……」


　徹也さんは僕の乳首を掌てのひらで撫でた。


「あ……ん」


「遠えん慮りよしないで、もっと感じて。そうしたら……遼真君は大人になれるんだ」


　徹也さんはそう言うと、僕の胸に音を立ててキスをした。


「あぁ……っ」


　こんな声を出すのだって、すごく恥ずかしいのに、それでも好き同士だったらいいんだろうか。よく判わからない。大人になるって、そういうこと？　僕が思ってるのと、何か違ちがうような気もするけど、徹也さんがキスするたびに、身体からだがどんどん熱くなってきて、なんだか止められない。


　実際、僕の股こ間かんのものはすごく硬かたくなっていて、もう今いま更さら、後あと戻もどりなんてできそうになかった。


　徹也さんは僕のお腹なかにもキスをしていく。そうして、腰のほうにも。


　もう僕の身体は、徹也さんに肝かん心じんな場所を触ってもらいたくて、ウズウズしてる。いや、場所的に、今にも触れられそうなのに触れられなくて、頭も身体もどうにかなりそうなんだ。


　でも、触って、なんて言えない。徹也さんの目の前で自分で触るのも恥ずかしい。


　どうしたらいいんだろう。


　僕はたまらなくて腰を揺らした。


　なのに、徹也さんは僕の太ふと腿ももにキスをしている。そこだってキスされれば気持ちいいけど、僕は物足りなくて仕方なかった。


　ああ、どうしよう。


　僕、だんだんエッチになってる。恥ずかしいのに、もっと恥ずかしいこと、してもらいたいんだよ。


　でも、たぶん、これは徹也さんが相手だからなんだよね。他ほかの人には、こんなこと思わないから。触れてほしいのも、キスしてほしいのも、徹也さんだけなんだ。


「徹也さん……っ」


　僕はどうにも我慢ができなくなって、徹也さんの名前を呼んだ。


「何？　遼真君？」


「何って……僕……もう」


　徹也さんの前で腰をくねらせてしまった。


「触ってほしい？」


「うん……」


「じゃあ、おねだりしてごらん」


　おねだりなんて、どうすればいいんだよ。僕にはよく判らないよ。


「思ったままを口にすればいいんだ。君の願いは何？」


「触って…ください」


「うん。じゃあ、触ってあげるよ」


　徹也さんはやんわりとそこを握にぎった。


「あ……あん……」


「触るだけでいいの？　もっとしてほしいことはない？」


「……してほしいこと？」


　僕は夢見心ごこ地ちで徹也さんの顔を見た。


「たとえば……」


　徹也さんはそこに唇くちびるを寄せると、一いつ瞬しゆん、先せん端たん部分にキスをした。


「あっ……」


　今、身体に電流のような何かが流れていった。


「キスとか……もっとイイことしてあげようか？」


　胸がドキドキする。


　徹也さんの気持ちひとつで、僕はもっと気持ちよくなれるのかな。


「して……もっと気持ちいいこと、して……」


　気がつくと、僕はそんなことを口走っていた。


　徹也さんは僕に微笑みかけ、それから、手にしていたものに唇を寄せた。そして、ソフトクリームでも舐なめるようにそこに舌を這はわせたんだ。


「はぁ……あ……ぁ」


　足が震ふるえてくる。


　人に触られたのが初めてなら、舐められたのなんて……。


　こんな快感が世の中にはあったんだって、僕は初めて知った。


　徹也さんが舌を這わせるたびに、僕の身体は熱い快感にどんどんのめり込んでいく。僕はもうどうにも止められないところまで来ていた。


　もう……イッちゃいそう。


　そう思ったとき、徹也さんは先端部分を口に含ふくんだんだ。


「や……やだっ……」


　僕は慌あわてて腰を引こうとしたんだけど、徹也さんが押さえてるから無理だった。そのまま口にくわえられて、初めての感覚にどうしていいか判らない。


　濡ぬれた粘ねん膜まくに包まれて……しかも、舌で刺し激げきされる二重攻こう撃げきなんだ。僕は今にもイッてしまいそうになって、ギュッとベッドカバーを握り込んだ。


　我が慢まんできない……。


　でも、我慢しなきゃ。


　そうでないと、僕……。


　必死で力を入れて我慢してるのに、徹也さんは僕をどんどん追いつめていく。そんなふうに口で刺激されたら、イッてしまうのに。


「徹也さん……出る……出ちゃうっ……」


　僕は腰こしをガクガク揺ゆらしながら、徹也さんにそう言った。


　だから、口を離はなしてほしいんだって。


　でも、徹也さんは一層激しく刺激するだけで、口を離してくれないんだ。


　気持ちよくて、だけど苦しくて、涙なみだが出てくる。


「やだっ……もう……ああっ」


　とうとう僕は我慢できずに、ベッドカバーを握ったまま、絶頂を迎むかえた。


　徹也さんの口の中に出すなんて……。


　僕は自分が情けなくて、恥ずかしくて、涙が出てきた。


「どうしたの？　そんなに嫌いやだった？」


　徹也さんは驚おどろいたように泣き顔の僕を見つめた。


「だって……僕……我慢するつもりだったのに」


「なんだ、そんなことか。我慢なんかしなくていいんだよ。私は遼真君を気持ちよくさせてあげたかったんだから」


　拍ひよう子し抜ぬけするほど、徹也さんは明るく言った。


「でも……口の中、なんて」


「全然構わない。これも好き同士なら、当然のことなんだ」


「そ……そう？」


　ホントにそうなのかなあ。


　なんだか、僕は徹也さんの言いなりになってるような気がして、ちょっと疑問に思った。本当にこんなことしていいんだろうか。


　これで僕は大人になれるの……？


　大人は大人でも、なんだかすごく違う方向に来てるように思えて仕方なかった。


　でも、徹也さんがそれでいいって言うなら、やっぱりそれが正しいんだろうか。


　徹也さんは僕の両りよう膝ひざの下に手を入れて、足を押し広げた。いや、押し上げたんだ。


「あっ……何？」


　なんとなく、これで終わりのように思っていた僕は、ちょっと焦あせってしまった。そんなふうに押し上げられたら、今まで隠かくれていた部分が徹也さんの目に晒さらされるからだ。


「可愛かわいいよ、遼真君」


　そんなことを言って、徹也さんは僕の太腿にキスをした。


　そうして、その唇をそのまま僕のオシリのほうに這わせていく。


「や……やだ。そんなところ……」


　窪くぼみのあたりにキスをされる。


　そんな恥はずかしいところにまでキスされるなんて。


　しかも、わざとみたいに大きな音を立てて、何度も何度も。


「嫌だってば……徹也さん！」


　腰を揺らして逃にげようとしたら、もっと足を押し上げられる。すごく恥ずかしい格好にされて、僕は強ごう引いんにその部分にキスをされていた。


　ああ、でも、何度もキスされてると、そこがすごく気持ちよくなってくるんだけど……。


　いや、そんなの、きっと気のせいだ。そんなところが気持ちいいなんて、そんな馬ば鹿かなこと、ないよね。


　でも……。


　徹也さんがキスするたびに、僕の腰が揺れ始める。


　どうしよう。


　僕はなんだかどんどん深みにはまっていくみたいだ。徹也さんの思うとおりになっていって……これでいいの？　本当にいいの？


　こんなエッチなこと、徹也さんとしていいの？


　僕は徹也さんのこと、好きだけど……一いつ緒しよにいてドキドキするし、尊敬できるし、とっても好きだって思うけど。


　でも、いいのかな。


　僕には判わからないよ……。


　だけど、そんな頭の中の考えとは別に、僕の身体からだは徹也さんに従っていた。そこにキスされると、気持ちいいんだ。だから、もう、僕は徹也さんに身を任せきっていた。


　徹也さんはそっとキスしていた部分に指で触ふれた。


　ビクッと身体が震える。


「感じる……？」


「違ちがう……」


　無む駄だな抵てい抗こうと知りながら、僕はそう呟つぶやいた。


「噓うそ。君は感じてるよ」


　徹也さんはその部分をそっと撫なでていく。


「やぁ……あ……っ」


　僕の身体は徹也さんの言いなりだ。


　これで感じてないなんて、本当に大噓だよ。


　僕はこれからどうなっていくんだろう。そして、徹也さんは僕をどうするつもりなのかな。


　このまま僕は……。


　そんな不安を感じながらも、僕はどうしても徹也さんを振ふり切れなかった。徹也さんの言いなりになりたい僕と、なりたくない僕がいて、心の中で喧けん嘩かするんだけど、身体はどんどん快感にのめり込んでいくんだ。


「もっと……イイことをしてあげよう」


　徹也さんはそう言うと、僕のその部分に指を強く押し当てた。


「やだ……入ってく……」


　僕の声は泣き声みたいだった。


　だって、徹也さんの指が僕の中に入っていくんだよ。僕は止めようもなくて、ただ息を潜ひそめて、その感覚に耐たえていた。


「……判る？」


　徹也さんの指がすっぽり僕の中に入っている。


「出して……」


「まだ駄だ目めだ」


　徹也さんはそっと僕の中で指を動かした。


「あ……」


「気持ちいい？」


　僕はギュッと目をつぶって、首を横に振った。


　だけど、僕には判ってる。徹也さんの言うとおり、自分が感じてることを。


　徹也さんが指を動かすだけで、むずがゆいような、なんだか判らないような感じがするんだ。そして、それが繰くり返されていくと、どんどんその感覚が大きくなっていく。


「やだ……やだ、こんなの」


「どうして？　気持ちいいのは嫌なの？」


「だって……変だよ」


　徹也さんは僕をなだめるように太ふと腿ももにキスをした。


　ビクンと身体が揺れる。


　何な故ぜだか、僕の前の部分はまた勃たっていた。これでやめてほしいって言っても、ちっとも説得力がないし、僕の本音のようにはとても思えないだろう。


　もう、僕は何がなんだか判らなくなっていた。


　身体と心がバラバラになってるみたいだ。


　気持ちいいことをしたい。でも、このまま進んでいくのは怖こわい。


　これから、僕はどうなるの？　どうすればいいの？


　徹也さんは僕の太腿のあちこちにキスをしながら、指を動かしていく。気がついたら、二本も入れられてて……。


　それなのに、僕は指が動くたびに喘あえぎ声を出していた。


　もう、僕は自分が止められない。


　どうしようもなく、身体が熱くなっていたんだ。


　不意に、徹也さんは指を引き抜ぬいた。


　これで……終わりなのかな。


　僕はボンヤリそう思った。でも、ここで終わられたら、僕の身体はどうなるんだろう。熱くて……たまらないのに。


　閉じていた目を開けたら、徹也さんがベルトを外しているところが見えた。


　え……？


　ビックリしていたら、徹也さんは僕の顔を見て微ほほ笑えんだ。


「今度は君が私を気持ちよくしてくれる番だよ」


　そう言って、徹也さんは自分の硬かたくなったものを取り出した。……ていうか、徹也さんも勃ってたの？


　僕は目を瞠みはって、それを見つめた。


　徹也さんは僕の腰こしを抱かかえなおすと、さっきまで指を入れていた部分にそれを押し当てた。


「えっ……そんな……」


「そんなと言われても。私はずいぶん我が慢まんしていたんだよ」


「だって……そんなの、入らないよっ」


「大だい丈じよう夫ぶ。私を信じて」


「僕達、男同士なのにっ」


「心配ない。君と私は好き合ってるんだからね」


　そんなあ。


　僕はパニックになりながら逃げようとしたけど、徹也さんは強引に腰を押し進めてきた。


「やだ……やだ。入ってきちゃうぅ……っ」


　どうすることもできないまま、僕は徹也さんに全部入れられちゃったんだ。


　徹也さんはふーっと息をつく。


「ちょっときついけど、気持ちいいよ。君の中は」


　僕は何も言うことができなかった。


　こんなのって……。


　なんだかサギに引っかかったみたいだ。僕はこんなことするつもりじゃなかったのに。というか、徹也さんがこんなつもりだったなんて、全然知らなかった。


「ひどい……こんなのって」


「どうして？　遼真君は私のことが好きなんだろう？　私だって遼真君のことがとても好きだよ。好きでなきゃ、こんなことできないからね」


「だって……だって」


　涙なみだがはらはらと落ちてくる。


「遼真君。これが大人の付き合い方なんだよ」


「そんなの、理解できない」


「じゃあ、付き合っていれば、私の言うことが判るようになるよ。君がちゃんと大人になれるように、じっくり指導してあげる。手取り足取り……もう何もかもね」


　徹也さんは微笑んで、僕の髪かみを撫でた。


　悔くやしいけど、徹也さんは大人だ。すごく余よ裕ゆうがあって、僕のこんな抵抗だって、なんともないんだろう。


「それに……ほら」


　徹也さんは腰を動かした。


　すると、僕の身体に電流が流れるように何かが走り抜けていった。


「あっ……あ」


「気持ちいいだろう？」


「あ……はぁ……っ」


　さっきの指の刺し激げきより、こっちのほうがずっといい。僕は思わず徹也さんにしがみついてしまった。


「ね？　だから、君は私のものになればいい。何もかも私に任せて……そうすれば……」


　徹也さんが動くたびに、僕の中に快感が生まれる。


　もう……なんだっていい。


　騙だまされたにしろ、そうでないにしろ、こんなに気持ちいいのは初めてだったんだ。


　徹也さんは僕の勃っているものに手を絡からめた。


「あ……っ」


「一いつ緒しよにイこうか」


　僕はうなずいた。


　徹也さんは僕にキスをする。


「君は私の可愛かわいい子ウサギだ……」


「僕がウサギなら……徹也さんはオオカミ？」


「違ちがうよ」


　徹也さんは笑いながら否定する。


「私は愛いとしの君を狩かるハンターなんだ」


「ハンター……？　あっ……あっ」


　徹也さんは本格的に動き始めた。そして、同時に僕の前の部分を刺激して、攻せめあげる。


　気持ちよすぎて、苦しい。


　僕は快感の奔ほん流りゆうに流されそうになりながら、必死で徹也さんにしがみついていた。








「大丈夫かい？」


　気がついたら、徹也さんは僕から離はなれていた。


「あ……」


　身体からだを起こそうとしたけど、なんだか上手うまく動かない。


　僕、どうしちゃったんだろう。


「無理しなくていい。初めてだったんだからね」


　徹也さんはそう言うと、僕の額にキスをした。


　改めて、僕は徹也さんと大変なことをしちゃったんだということを意識した。汚よごれたところは、僕がボンヤリしてる間に、徹也さんが綺き麗れいにしてくれていた。だけど、まだほとんど裸はだかの状態だし、何より、徹也さんを受け入れてしまった場所に違い和わ感かんがあった。


「徹也さん……僕……」


　このことをどういうふうに考えていいか判わからなくて、僕は泣きそうな声で徹也さんに助けを求めた。


　いや、これは徹也さんが勝手にしたことなんだから、僕が徹也さんに助けを求めるのは、ちょっとおかしいんじゃないかとは思うんだけど、こんなこと、誰だれにも話せないし、自分の中でどう処理していいかも判らない。


「君は可愛くて、とても素す敵てきだった」


　徹也さんは再び僕の額にキスをして、じっと瞳ひとみを見つめてくる。


　そんなふうに見られたら、なんだか恥はずかしくなってくるよ。でも、逸そらさないで僕も見つめると、徹也さんはふっと笑って、僕の前まえ髪がみをかき上げる。


「初めて会ったときから、なんて天使みたいな子なんだろうと思ったよ。兄想おもいでけなげで可愛くて、絶対、私のものにしたいと思ってた」


「あの……僕のこと、最初からそういう意味で……つまり狙ねらってたの？」


　ハンターだって言ってたし、徹也さんは最初から男の子を狙う趣しゆ味みがあって、たまたま僕が罠わなにかかったのかな。それなのに、僕は徹也さんとは兄弟想いの同志なんだと思い込んで……。


　キスだって、兄弟のキスとか思って。


　馬ば鹿かだよ、僕……。


「誤解はしないでほしい。私は何も君の身体を狙っていたわけじゃない」


「本当……？」


　僕はどこまで徹也さんを信用していいか判らないよ。だって、今まで信じていたものが崩くずれてしまったんだから。


「最初はもっと君のことを知りたいと思った。そうして、会って話してるうちに……だんだん、もう可愛くて仕方なくなってきて……」


　徹也さんは自分でもそう言ってるうちに気持ちが盛り上がってきたみたいで、僕の唇くちびるにキスをした。それも、舌が入っている強きよう烈れつな大人のキスを。


「て……徹也さんっ……」


「ああ、ごめんね。君みたいな可愛い子がフラフラ一人歩きしていたら、きっと誰からも声をかけられると思うんだ。そうしたら、君は私の知らない誰かのものになってしまうかもしれない。そんなことなら、いっそ、私のものにしてしまおう、と……」


　徹也さんはもしかしたら思い込みが激しい人なんだろうか。僕が可愛いかどうかは置いておくとして、どうして僕が一人で歩いていたら、誰かが声をかけてくるなんて思うんだろう。しかも、誰かのものになってしまうって……一体。


　徹也さんの頭の中はどうなってるんだろうって、僕は思った。


　社長で、美術館の理事をしていて、アメリカ留学の経験があり、英語がペラペラで……すごく大人だって思ってた徹也さんの本ほん性しようってさ。


「……君が好きだ！」


　徹也さんはいきなり僕をギュッと抱だきしめた。


　僕、まだほとんど裸なんだけど。


　徹也さんは服を着てるとはいえ、さっきの行こう為いを思い出してしまって、なんだか変な気分になってくる。いや、別にまたエッチなことしたいって思ってるわけじゃないってば。


　ただ……。


　なんか、こう。胸の中がキュンとなるような変な気持ちがするんだ。


　これって、なんだろう。


　本当は男同士でエッチなことなんかしちゃ駄だ目めだって思うし、僕の中に流されてしまった後こう悔かいもあるのに……。


　僕はどうしても徹也さんを突つき放すことなんかできそうになかった。


　でも、本当に僕はどうしたらいいんだろう。


「僕は大人になりたかったけど……やっぱりこういう大人の行為はまだ早いって思うんだ」


　すごくもっともらしい言い訳を、僕は考えた。


「そうかな。遼真君の身体はもうとっくに大人だよ」


　徹也さんは僕の股こ間かんにスッと触ふれた。


「あっ……あの、だから、高校生はこんなことしちゃいけないって思う。勉強が本分だし、校則だって生徒手帳に『不純異性交遊を禁ず』って書いてあるしっ」


「私と君は同性だから。それに、不純じゃなくて、とっても純じゆん粋すいな気持ちからする正当な行為だ」


　う……。


　それって、徹也さんは真ま面じ目めに言ってるのかなあ。どう考えても、それはごまかしてるようにしか聞こえないんだけど。


「でも、やっぱり……」


「君は私を好きだって言ってくれたよね？」


「それは……言いましたけど、でも、それはお兄さんみたいに好きだって言ったつもりで」


「遼真君はお兄さんとこんなことするのかい？」


　徹也さんは僕の裸の腰こしを撫なで上げた。


「あっ……するわけないでしょ！」


「そう。私だって弟にはこんなことしない。君だからするんだよ」


「あん……ちょっと……やめて」


　徹也さんの手は僕のオシリのほうに回ってきて、さっきまで徹也さんを受け入れていた場所を指で探さぐってるんだ。


「君は私が好きだから、こうして反応するんだよね？　お兄さんのように思ってるからじゃないだろう？」


　そう言われれば、そうなのかもしれない。自分ではよく判らないけど、誰に触さわられても、こんな反応するわけじゃないと思うし。


　まして、省真兄さんに……なんて、想像するのも嫌いやだよ。もちろん省真兄さんのことは大好きだけど、そんなエッチなことをされるって想像したくない。頭が拒きよ否ひするんだ。


　だったら、徹也さんの言うとおり、僕は徹也さんが好きなのかな。お兄さんとしてじゃなくて……？


「とにかく……服を着るからっ」


　僕は悲鳴のような声を上げた。


「どうして？」


「どうしてって……徹也さんが僕の身体からだを触るから」


「触りたくもなる。君の肌はだはこんなに柔やわらかくて、まるで私を誘さそってるようだ。ああ、遼真君。君の肌に触れていると、なんだか歯止めが利きかなくなりそうだ」


「だからっ、服を着るの！」


　僕は徹也さんを退どかせようともがいた。が、もがいても、徹也さんが離してくれない限り、とても退かせられないことに気づいた。


　体格差もあるし、力の差もあるし。こんなふうに抱きしめられてる状態で、どうにもならないよ。


「少しの間くらい、おとなしくしてなさい。もがくと、余計に抱きしめたくなってきてしまう。一回じゃ済まなくなると、君の身体にも負担だろうから。ね？」


　徹也さんはそんな恐おそろしいことをさらりと言った。


　本当に徹也さんはハンターなんだね。獲え物ものがもがくと、本能的に取り押さえたくなってきちゃうんだ。


　僕は諦あきらめて、もがくのをやめた。徹也さんが本格的に『その気』になってしまうと、怖こわいから。何しろ、僕の身体はまだ裸はだか同然の状態なんだ。徹也さんの意思ひとつで、僕はまたエッチなことされてしまう。


　いや、ちょっと待てよ。


　徹也さんは僕の肌に触れてると、歯止めが利かなくなりそうだって言ったよね。だったら、僕はどうすればいいわけ？　もがいても駄目。そうして、裸のままでも駄目。じゃあ、後は……他ほかに何かいい方法があるかな。


「徹也さん、お願い。そんなところを触るのはやめて」


　さっきから、徹也さんの手は僕のオシリの窪くぼみを行ったり来たりしてる。それがどうしても気になるんだ。せめて、それさえやめてくれれば……。


「感じるの……？」


「そんな声を出すのもやめてっ」


　すごく甘い声で囁ささやかれると、さっきのエッチを思い出してしまう。僕にとっては、初めての体験で、すごく衝しよう撃げき的だから、思い出してしまうと、ムズムズしてくるんだ。


「そんな声って言われても、元からこんな声だよ。遼真君？」


　徹也さんはわざとなのか、よく判わからないけど、僕の耳元でそっと囁いている。


「違ちがうっ……徹也さんの普ふ通つうの声はもっと普通だってば。ほら、仕事してるときみたいに話せないの？」


「これは仕事じゃないからね」


「あっ……」


　耳にキスをされた。しかも、それから、耳の穴に舌まで入れられて……。


　どうしよう。身体が反応してきちゃいそうだよ。


「やだ……徹也さん、お願いだから、こういうのはちょっと……」


　徹也さんは僕の耳元でクスッと笑った。


「そんなふうに可愛かわいくお願いされればされるほど、私は燃えてくるよ。どう料理しようかなって。ああ、なんだか君をもう一回、味わいたくなってきてしまった」


　徹也さんはそう言いながら、僕の首筋にキスをする。


　つまり、僕がどう言おうが、抵てい抗こうしようが、同じことなの？


「僕は徹也さんとエッチしたくないって言ってるのに」


「したくないの？　本当に？　私とはキスも嫌？」


　そんなふうに真面目な顔で目を覗のぞき込まれると、困ってしまう。


　徹也さんに見つめられるだけで、ドキドキしてくる。キスも嫌とは思わない。どっちかというと、キスは好きだ。


「あ……あの」


「何？」


　目の前で微ほほ笑えまれると、もうなんだか、僕は夢ゆめ心ごこ地ちになるんだ。やっぱり僕は徹也さんのことが好きなのかな。


「キスはいいよ。でも……唇くちびるだけにして」


「じゃあ、唇だけ」


　そう言って、徹也さんは僕の唇をキスで塞ふさいだ。


「ん……」


　徹也さんの舌が僕の口の中にするりと入ってきて、僕の舌に絡からんでくる。その優やさしくも強ごう引いんな動きに、なんだか眩暈めまいがしてきそうだ。


　徹也さんは何度も何度も唇を離はなしてはキスをしてきて……。


　どうしよう。いくらキスだけでも、こんなにしつこく何度もされちゃったら、やっぱりさっきのエッチのこと思い出しちゃうよ。


　身体が……火ほ照てってくる。


　困るよ、こんなの。


「あ……もう、や……っ」


　やめてと言いたかったのに、またキスされる。そうして、舌をキュッと吸われて、股こ間かんにキュンと衝撃が走る。


　僕のほうまで歯止めがなくなってしまう。


　このままじゃ、もう一度エッチされちゃうよ。


「んっ……んっ」


　懸けん命めいに徹也さんの舌を押し出そうとするけど、逆にもっと激しくキスをされる。仕方なく、徹也さんの胸を押したら、もっと強く抱だきしめられて……。


　ああ、また徹也さんのハンター心に火をつけてしまったかも。


　じっとおとなしくしてると、徹也さんはやがて唇を離した。


「今のキス、途と中ちゆうから君も積極的になってきて、嬉うれしかったよ。やっぱり君は私のことが好きなんだね？」


　徹也さんのコメントに、僕は思わず力が抜ぬけそうになった。


「積極的なんじゃなくて、抵抗してたの！　いつまでもキスされてたら、困るんだ」


「何が困るの？」


　徹也さんにまたもや至近距きよ離りで目を見つめられて、僕の頰ほおは熱くなる。


「何がって言われても……」


　感じてきたからって言ったら、また徹也さんは僕を違ちがう方向に導こうとしそうで言えない。いや、すでに、僕はどんどん徹也さんに行きたい方向に勝手に連れていかれてるような気がするんだけど。


　徹也さんはふっと笑った。


「ごめんね。本当は判ってるよ」


「判ってくれた？　僕の気持ち」


「ああ。遼真君はそろそろ唇にキスだけじゃ物足りなくなってきたんだろう？　でも、さっき唇だけだって言ったから、引っ込みがつかない。それなのに身体は燃え上がってきて、困ってる」


　徹也さんの言うことって……なんか、微び妙みように僕が思ってるのと違うよねえ。というか、身体が燃え上がってきて困ってるところだけが正解だ。


「大だい丈じよう夫ぶ。遠えん慮りよなく私に要求して。私は君のためならなんでもしてあげるから。さあ、何がいい？」


　そう言いながら、徹也さんは僕の股間のものに触ふれた。


「あ……っ」


「こんなに熱くなってる。さっき二度もイッたのに、回復が早いねえ。遼真君は意外とエッチなんだ？」


　僕が恥はずかしくなることを、徹也さんは平気な顔で口にした。


「だって……徹也さんが悪いんだ」


「そうだ。私が悪い。だから、責任を取ってあげよう」


「あっ……やぁ……」


　徹也さんは僕の勃たち上がりかけてるそこを握にぎって、手を動かした。


「やだ……そんなことされたら……」


「嫌いやなの？　ああ、口がいい？」


「そうじゃなくて……」


「遠慮は無用だ。私は遼真君の言うとおりにしてあげる」


　そのセリフを、僕がやめてとか言ってるときに言ってほしかった。それでも、どっちみち、僕は同じ方向に連れてこられたかもしれないけど。


　徹也さん、ホントに強引すぎるよ。


　言うとおりにすると言いながら、僕の意見も聞かずに、もうそこに唇を寄せている。


「て……徹也さんっ」


「可愛いよ。私の天使」


　徹也さんはその『天使』を頭からパクッと食べてしまった。


「あぁ……はぁ……っ」


　なんで、こんなことになっちゃうんだろう。気持ちいいけど……いいけど、なんだかこれじゃ、僕の意思は無視されっぱなしじゃないか。


　僕はこれからの徹也さんとの付き合いについて、いろいろ考えたいのに。


　でも、こんなことされて、もう嫌だなんて思えなくなってくる。誰だれだって、こんなに気持ちいいことを途中でやめたくはないよね。


「あ……やぁ……」


　僕の腰こしはもっとしてって言うように揺ゆれている。


　ああ、一体どうすればいいんだろう。ていうか、もうどうにもならないよーっ。誰か助けて。


「そうだ！」


　いきなり徹也さんは唇を離すと、そう言った。


「……え？」


　一直線に高みへと昇のぼりかけていた僕は、途中ではぐらかされたように感じて、腰を思わず切なげに揺らしてしまった。


「ああ、ごめんね。ちょっと待っていて。すぐ戻もどるから」


「ええっ、そんなあ」


　さんざん嫌だのなんだのと言ってた僕だけど、さすがにこのじ状よう況きようで待っててと言われるのはつらかった。


「あ、自分でしちゃ駄だ目めだよ」


　徹也さんは立ち上がって、ドアの向こうに消えた。


　そこは、書しよ斎さいから入ってきたあのドアとは違ちがう。また別の部屋があるんだろうかと思ったら、水音が聞こえてきた。


　もしかして……部屋にバスルームがついてるの？


　でも、なんで徹也さんはバスルームに行ったの？　なんだかバスタブにお湯を張ってるような音がするんだけど……どうして？


　で……僕はどうなるの？


　徹也さんは僕のところに戻ってくると、まだ元気に勃ってる『天使』にチュッとキスをした。


「あっ……」


「いい声だね。でも、続きは向こうでしよう」


　僕は徹也さんに上半身を起こされて、羽織っていただけのシャツを脱ぬがされた。


「続きって……お風ふ呂ろに入るの？」


「そうだよ。……君が泡あわだらけになっている可愛かわいいところを見たいな」


　泡だらけの僕が可愛いかどうかはともかくとして、一いつ緒しよにお風呂に入ったら、なんだかタダじゃ済まないような気がする。


　だって、お風呂は裸はだかで入るものだし。


　そう思ったら、徹也さんは自分のシャツを脱ぎ始めた。


　ドキッ。


　徹也さんの身体からだは適度に筋肉がついていて、さすが大人って感じだ。ガッシリってわけじゃないけど、スマート過ぎない格好いい身体つきだった。


「お……お風呂で何するの？」


　そんな馬ば鹿かな質問に、徹也さんはにっこりと微ほほ笑えんだ。


「さあ、何しようか」


　たぶん答えはひとつで、僕が想像したとおりなんだろう。だけど、それが判わかってても、僕はもう拒きよ絶ぜつすることなんかできそうになかった。


　僕の身体はどうしようもないくらいに高ぶっていたし、徹也さんの裸の上半身を見たら、妙にドキドキしてくるし……だったら、一緒にお風呂に入ってもいいかなあって思ったりして。


　徹也さんはそのまま僕を抱き上げた。


「あっ……徹也さんっ」


「何？」


「優やさしく……して」


　真っ赤になりながら、僕は徹也さんの腕うでの中で言った。


「もちろんだとも」


　徹也さんは機き嫌げんよく僕をバスルームに連れていく。バスタブにはまだ半分くらいしかお湯が入ってなかったけど、そこはもう泡だらけになっていた。


　こんな泡だらけのお風呂なんて初めてだよ。外国の映画みたいだ。


　徹也さんは泡の中にそっと僕を下ろした。


「すごくいい香かおりがする……」


「薔薇ばらの香りだよ。私と君の初夜にはピッタリだ」


　初夜って……。


　今はまだお昼のはずだよ、一応。


　徹也さんはベルトを外して、その場で下を脱ぐ。僕はなんだか恥ずかしくて、目を逸そらしてしまった。


　男同士なんだから、そんなに恥ずかしがる必要もないわけなんだけど、やっぱりこういう関係になった以上、簡単に男同士でくくれないよね、やっぱり。


　徹也さんはお湯を止めると、バスタブの中に足を入れた。そうして、僕の背後から抱だきしめるように腰を下ろしたんだ。


「あ……」


　僕の腰に徹也さんの硬かたくなったものが当たっている。


「判る？」


「……はい」


　何な故ぜだかうつむいてしまう。


　徹也さんと僕の関係って普ふ通つうじゃないけど、そんなに徹也さんが僕を好きなら、僕もそれに応こたえたい……なんて思ってしまった。


　そんなの、きっと今だけの気持ちなんだとも思うけど。


　徹也さんの手が僕の胸に触ふれる。


「あ……んっ」


　甘い声が僕の口から飛び出して、バスルームに響ひびいた。


「やだ、もう」


「恥ずかしい？　でも、私には君が恥ずかしがっている姿もすごく可愛く思える。そして、もっと恥ずかしくしてやりたいと思うんだよ」


　徹也さんは僕の両方の乳ち首くびを指でこね回すようにして刺し激げきを続ける。泡だらけになっているから、妙に滑すべりがよくて、余計に刺激が大きいような気がする。


　それに、徹也さんと裸でお風呂に入ってるって意識すると、なおさら感じるんだ。変だよね。僕は徹也さんとエッチしたくないなんて言いながら、やっぱりしたいのかも。僕の気持ちは、徹也さんと同じなのかもしれなかった。


　それでも、今日初めてエッチした僕は、身体の反応と同じようには、まだ心の全部を徹也さんに預けきれてなかった。


「もっとリラックスして……そうしたら、君はもっと気持ちよくなれるよ」


　徹也さんはそう言って、僕のうなじに口づけた。


「あっ……あ」


「その調子。私はもっと素す敵てきな君を見たい。……こっちを向いて」


　僕は中腰になって、徹也さんのほうを向いた。足の置き所に困っていたら、徹也さんは僕を引き寄せる。


　すると、徹也さんの足の間に僕がいて、僕の足の間に徹也さんがいるっていう体勢になって、僕と徹也さんの股こ間かんのものが触れ合った。


「やっぱり泡だらけの君は可愛い」


　徹也さんは僕を見て微笑んだ。


「変だよ、徹也さん……」


「そうかな？」


「だって、可愛い可愛いって僕のこと言うけど、そんなことないし……ひょっとして目が悪いの？」


　徹也さんは微笑みながら首を横に振ふる。


「ちゃんと見えてるよ。君の可愛さは格別だ。姿形はもちろん、言葉の選び方や喋しやべり方、仕草や考え方まで……全部が可愛い。私はなんて幸せ者なんだろうね。こんなに可愛い君を独どく占せんできるなんて」


　徹也さんは僕が真っ赤になるくらいに恥はずかしい言葉を並べ立てた。


　ホントに何考えてるんだろう、徹也さんは。


　僕はそんなふうに言われたのは初めてだ。学校の連中に、女の子みたいだって陰かげ口ぐち叩たたかれたことはあったけど、可愛かわいいなんて……。


　しかも、外見だけじゃなく、そんな言葉の選び方が可愛いと言われても困る。それじゃ、子供みたいだって言われてるのと同じじゃないか。


　僕はちゃんとした大人になりたいのに。


「徹也さんは子供っぽい僕がいいの？」


「子供っぽい？　単純にそういう意味じゃないんだけどね。君自身には判らないかなあ。この絶ぜつ妙みようなバランスの可愛さというのは」


　……判りません。さっぱり。


　これ以上追つい及きゆうすると、徹也さんはマニアックな自説を展開しそうだった。可愛さについて、延々と語られるのは、ちょっと勘かん弁べんしてほしいって感じだ。


　もう、いいよ。じゃあ、僕が可愛いってことでさ。


　納なつ得とくできなかったけど、無理やり自分を納得させる。とりあえず、徹也さんは僕のことを馬鹿にしてるわけでもなさそうだったからだ。


「だいたい、子供っぽいと思っていたら、私は君に手を出してないよ。子供は守しゆ備び範はん囲い外だからね」


　徹也さんはそう言いながら、僕の股間に触れた。


「ああっ……」


「素敵だよ。その表情。可愛さに色っぽさが加わって……最高だ」


　徹也さんは僕をさらに引き寄せ、キスをする。


「好きだよ、遼真君」


　僕はふと、そんなふうに好きだってダイレクトに言ってくれたのは、徹也さんが初めてだってことに気づいた。


　それがどういう意味であれ、好きだっていう言葉には、何か魔ま法ほうみたいな効力がある。僕をまっすぐに見つめて、好きだって言ってくれる……。それはすごく幸せなことなんじゃないかな。


　僕の胸の中に、灯あかりがともるように何かあったかいものが生まれた。


　徹也さんの首におずおずと僕は手を回した。


「ぼ……僕も……」


「『僕』も何？」


「徹也さんのことが好き……」


　そう言えたことに、僕の胸の中にはまたあったかいものが生まれたんだ。そうして、単純かもしれないけど、自分が放った言葉で、余計に徹也さんへの気持ちが大きくなるのを感じた。


「うん。嬉うれしいよ……」


　僕と徹也さんは改めてキスを交かわした。


　心臓がドキドキする。


　ただ流されてキスしたとき以上に、気持ちいい。徹也さんが舌を絡からめてくるのに、僕は必死で応える。すると、身体からだの中に甘い疼うずきを感じるんだ。


　徹也さんの手は僕のオシリのほうに回っていた。そして、その大事な部分へと指がするりと入ってくる。


「んっ……」


　泡あわの滑りのせいもあったかもしれないけど、あまりに簡単に入ってきてビックリする。一度したから、僕の身体は慣れちゃったのかな。


　ああ、僕……大だい丈じよう夫ぶかな。初めてなのに、二度もしちゃって。


　だけど、徹也さんは丁てい寧ねいにその部分をゆっくりとほぐしていく。その優やさしい動きに、僕は身体を震ふるわせた。


「気持ちいい？」


「はい……」


　僕は素直にそれを認めた。


　徹也さんは強ごう引いんだけど悪い人じゃない。そして、僕を好きだって言ってくれるんだから、もっと信じてもいいんだ。


　僕は徹也さんに身体を預けるようにしてもたれかかった。徹也さんは僕の首筋にキスしながら、その部分を刺激してくれる。


　気持ちいいのと、心ここ地ちいいのが両方で……。


　やがて徹也さんは指を引き抜ぬき、僕の腰こしを抱だき上げると、自分の硬くなったものを押し当てた。


「ああっ……」


　これも泡の滑りがあるせいなのか、それとも、僕の身体が慣れちゃったせいなのか判わからないけど、すんなりと中に入った。


　最初のときはなんだか夢中だったが、今は少しだけ落ち着いてるから、僕の身体の中にいる徹也さんの存在がリアルに感じられる。もちろん、僕には余よ裕ゆうなんてないけど。


「すごい……」


「何が？」


「徹也さんのが僕の中に入ってる。すっごく大きいのに、僕の身体の中にいるのが不思議なんだ」


　徹也さんはそれを聞いて、ふっと微ほほ笑えんだ。


「不思議かな。でも、これが私の愛の証あかしなんだ」


　愛の証……なんて気き障ざだけど、徹也さんらしい言葉の選び方かもしれない。僕の中では、徹也さんはそういうおかしな人になっていた。


　おかしいけど……大好きな人に。


「そうして、私はこの愛の証で君を気持ちよくさせることができる……。ほら」


　徹也さんが動くと、僕の身体の中で快感が電流のように走り抜け、ビクンと揺ゆれる。


「ね？」


　にっこりと微笑む徹也さんの腕うでに、僕は身体を支えるためにつかまった。


　こんな気持ちよさだとか、こんな幸せな気分だとか、今まで僕は知らなかった。別に今まで不幸だったわけじゃない。でも、僕を真正面から見み据すえて好きだと言ってくれて、抱きしめてくれ、男同士なのにエッチなことまでしてしまうような、そんな情熱的な接し方をされたのは初めてだったから……。


　そして、こんなふうに誰だれかと裸はだかで抱き合うのも初めてだ。


　お風ふ呂ろの中というのもあって、あったかくていい気持ちなんだ。


「しっかりつかまってて」


　徹也さんはそう言うと、僕を下から突つき上げるように動いていく。


「あっ……あん……あっ」


　身体がどんどん熱くなる。


　たまらない。


「徹也さん……っ」


　名前を呼ぶと、徹也さんの手が僕の背中に回り、さらに引き寄せる。そうして、唇くちびるが重なっていく。


　舌を絡めながら、僕と徹也さんは夢のひと時を味わった。








　暗くならないうちに帰らなくちゃ……という僕の意見を尊重してくれて、徹也さんは僕を車で送ってくれた。


　本当は帰したくないなんて、さんざん言われたんだけど、家族がうるさいからって言ったら、帰してもらえたんだ。


「本当に大丈夫かい？」


　徹也さんはうちの近くで車を停とめて、助手席にいる僕の顔を覗のぞき込んで尋たずねた。


　そんなに顔を近づけられると困るよ。ドキドキしちゃってさ。


「……大丈夫です」


「でも、初めてなのに二度もしてしまったから。心配だよ」


　二度もしたがったのは、徹也さんのほうじゃないかな。もちろん、僕も最終的にはしたくなってしまったし、それはそれで納得済みなんだけど。


「ちょっと身体がつらいけど、これくらいなら平気です。徹也さん、今日はどうもありがとう」


「えっ？　ありがとうって？」


　徹也さんは不思議そうな顔をした。


「えーと、いろいろ。美術館で仲山さんに案内してもらったこととか、お昼をごちそうになったこと。それから、徹也さんの家で……その、気持ちいいことしてもらったこと、とか。で、車で送ってもらったこと」


　徹也さんはいきなり僕の肩かたを引き寄せると、唇を重ねてきた。


「ん……ちょっ……徹也さん！」


「ああ、ごめんね。でも、あんまり君が可愛いことを言うから、我が慢まんできなくて」


「できなくても、してくださいっ」


　周りはまだ明るいし、ここは僕の家のすぐ近くなんだから。いくら車の中とはいえ、心臓が止まりそうだったよ。


　それに……胸のドキドキがひどくなっちゃったじゃないかあ。


　徹也さんは僕の髪かみをなだめるように撫なでて、ふっと微笑んだ。


「また会えるかな」


「……はい。僕はテスト前とかじゃなければ……」


　テスト前に徹也さんに会ったら、勉強なんか手につかなくなりそうだ。というか、今の僕の頭の中はもう徹也さんでいっぱいで、他ほかのことなんか考えられないくらいなんだ。


　今まで、こんなふうに誰かのことばかり考えてしまうなんて状態になったのは初めてで、自分でもどうしていいか判らないくらいだ。


　これって……やっぱり僕が徹也さんを好きな証しよう拠こなんだよね。きっと。


「じゃあ、次の日曜は？」


「はい、大丈夫です」


　徹也さんはにっこりと笑った。


「今度は仕事が入らないようにするから。君のために家庭教師もしてあげようかな」


「あ、英語？」


「そう。それで、君が答えを間ま違ちがえたら、一枚ずつ脱ぬいでいくんだ」


「……は？」


「いや、こっちの話だよ」


　徹也さんはコホンと咳せき払ばらいをしてごまかしたけど、今、何かエッチなことを口走ったような……？　でも、徹也さんと一いつ緒しよの部屋に二人きりでいたら、結局、そういうことになってしまいそうだった。


　徹也さんって、強引な人だからね。


「じゃあ、また日曜に」


　待ち合わせの時間と場所を決めて、僕は徹也さんの車から降りた。


　本当はまだ離はなれたくない。でも、仕方ないんだよね。これ以上、遅おそく帰ったら、また豹真があれこれうるさいし、僕だって学校の勉強もある。


　徹也さんは僕に笑いかけると、車を発進させた。


　僕はその車が角を曲がっていくのを見送って、一人で溜ため息いきをついた。


　あと一週間。徹也さんと会えないんだ。そう思うと、淋さびしくてたまらないよ。でも、我慢しないとね。うん。


　僕は自分自身を納なつ得とくさせるようにそう思って、家に帰ろうと足を向けた。


「遼真！」


　豹真の声が僕の後ろのほうから聞こえる。


　えっ、なんで。どうして？


　振ふり向くと、豹真は怖こわい顔をして立っていた。僕同様、今日はどこかに出かけていたに違いない。


　もしかして、徹也さんの車から降りてくるのを見られたんだろうか。そうでなきゃ、豹真がこんなに怖い顔をしてる理由がない。だって、今日はそんなに遅い時間じゃないし。


「あ……えーと、ただいま。豹真もどこかに行ってたの？」


　僕はぎこちない笑え顔がおで豹真に話しかけた。


「本屋に行ってた。それより、遼真、今の車はなんなんだ？」


　やっぱり見られてたんだね。どうしよう。


「なんだって言われても……。えーと……知り合いの人の車」


　咄とつ嗟さに噓うそがつけなくて、そんなふうに答えてしまう。ああ、せめて、友達のお兄さんの車とか言えばよかったかな。でも、そんなに豹真に噓をつき続けるのもよくないよね。


「知り合いって言っても、運転してるから、十八歳以上だろう？　いつ、そんな男と知り合ったんだ？」


「うーん……この間」


　やっぱり正直に言うと、怒おこられるかな。道に迷ったときに、全然知らない人の車に乗せてもらったんだって言ったら。


　豹真はムスッとした表情で、僕の手首をつかんだ。


「痛っ……豹真、痛い！」


「詳くわしい話は家でゆっくり聞こう。話の内容によっては、許さないからね」


　豹真は僕を引きずるようにして、足早に家へと向かった。


　どうでもいいけど、どうして豹真はここまで怒るんだよ。それに、許さないって何？　どうして豹真は僕の交友関係にまで口出しするんだよ。


　豹真はそのまま自分の部屋に僕を連れていった。


　これじゃ、誰かの助けも入らないじゃないか。せめて、リビングだったら、お母様とかがいるかもしれないのに。


　豹真はソファに座る。当然、豹真に腕うでを引っ張られてる僕も隣となりに座ることになる。


　ソファはふかふかで、僕の部屋にあるのと同じだ。他の家具だってまったく同じなんだけど、配置や雰ふん囲い気きは違う。それに、僕の部屋よりずっと綺き麗れいに片付けられていた。


　双ふた子ごなのに、僕と豹真はこんなに違うんだ……。


　だから、きっと気持ちがすれ違ってばかりで、判わかり合えないんだよね。豹真は僕のことなんか、どうせ駄だ目めな奴やつだって思ってるだろうしさ。


「遼真は今日、あの車の男と出かけてたんだ？」


「え……うん」


　仕方ないから、僕はそう答えた。


「でも、朝は友達と出かけると言ったよね？」


「あ……」


　そういえば、そう言った。僕はすっかり忘れていたけど。


「僕はてっきり学校の友達と出かけると思っていたよ。まさか、あんな年上の若い男の車に乗ってるなんて……」


　若い男っていうのまでチェックしてたんだ。徹也さんは車から降りたりしなかったのに。


「もしかして、この間、遅く帰ってきたのも、あの男と会ってたからなのか？」


　鋭するどいツッコミに、僕はうなずくしかなかった。


「じゃあ、遼真はさんざん僕に噓ついてたんだね？」


「ご……ごめん。だって……豹真が知らない人の車に乗っちゃいけないって言うから、きっと怒られるって思ったんだ」


「知らない人？」


「あ、知らない人だったのは、省真兄さんのところに行こうとして道に迷ったとき。僕がすごく困ってるときに駅まで車に乗せてくれて、助けてくれたんだ。すごくいい人なんだよ、徹也さんは」


　僕がそう言うと、豹真は深く溜息をついた。


「徹也って言うのか。あの男は。で？　苗みよう字じは？」


「えーと……知らない」


「知らない？」


　豹真はビックリしたように僕を見た。


　そ、そうだよね。普ふ通つう、一緒に遊ぶ相手の名前を知らないってことはないからね。


「その徹也って男はきちんと本名を名乗らなかったのか？　そんないい加減な男の車に、遼真は乗ったんだ？」


「そうじゃないよっ。名前言われたけど、たまたまよく聞こえなかっただけだ。それに、名前なんて関係ないよ。徹也さんはすごく優やさしくて男らしくて格好よくて……素す晴ばらしい人なんだから！」


　ちょっとおかしな人でもあるけど、そこは言わないことにする。


　でも、豹真は僕の言葉をフンと鼻で笑い飛ばしたんだ。


「何が素晴らしい人だ。遼真は騙だまされてるんだよ。高校生の男にナンパみたいな真ま似ねをして、普通じゃないよ」


　ナ、ナンパ……。そうか、あれってナンパだったんだ。


　今いま更さらながら、僕は徹也さんにナンパされたんだと判った。ていうか、男同士だから、また会おうとか、いろいろ誘さそわれても、ナンパだなんて思わないよね。


「でも、徹也さんは立派な人だよ。社長だし。秘書とかいて、すごいんだよ。アメリカ留学もして、英語もペラペラで……それからっ、美術館の理事やってるって聞いた」


「美術館の理事……？」


「徹也さんのお父さんが出資して、それで美術館が作られたんだって」


　豹真は眼鏡めがねの中央に手をやり、もう片方の手で腕組みをした。これって、豹真が考え事をするときのポーズだ。


「……いや、まさかね」


「えっ、そのまさかってなんだよ。気になるじゃないかぁ」


　徹也さんに関して、豹真が何か知ってる……なんてことはないよね。それこそ、まさかだ。


「とにかく、それで、その男とどこに行ってたんだ？」


「だから、美術館だよ。それから徹也さんの家に行って……」


「苗字も知らないのに、家までのこのこ行ったのか？」


　そう言われると、確かに図ずう々ずうしいよね。いくら徹也さんが誘ってくれたからって、知り合って間もないのに、家まで行くなんて。


「で？　そいつの家で何してたんだ？　その社長とやらと遼真の話が合うとは、とても思えないんだけど？」


　う……そうだよね。でも、エッチなことしてましたって、さすがにそれは言えないし。


「えーと……レコード聴きいてた。あ、豹真、レコードって知ってる？」


「知ってるさ。それで、レコード聴いてどうしたんだ？」


　せっかく話を逸そらそうとしたのに、豹真は話に乗ってくれない。


「どうしたって言われても……それだけ」


「……それだけ？　それでこの時間か？」


　豹真は僕の両りよう肩かたに手をかけて、自分のほうを向かせた。そうすると、どうしても僕は豹真のほうに顔を向けなきゃならなくなる。


　豹真は僕の顔をじっと見てる。


　僕だって豹真の顔を見なきゃ。見なきゃ、噓がバレちゃう。でも、そんなふうに見られてたら、なんだか後ろめたくって……。


「遼真……僕は遼真のことが本当に心配なんだ」


　豹真はめずらしく穏おだやかな声でそう言った。


　いつもは、声こわ高だかに僕を非難するのに。


　お父様とお母様から、僕のことを頼たのむって言われてるんだって、朝、豹真は言ってたよね。だから、僕の面めん倒どうを見てるのかって思ったけど、やっぱり豹真は僕のことを心から心配してくれてるのかな。


　それは嬉うれしい。でも、今は困る。徹也さんとのことを理解してほしいとは思わないが、今はそっとしといてほしいんだ。


「豹真、あのさ、僕……」


「駄目だ。行きずりの若い男の車に乗るなんて……。レコードだかなんだか知らないが、そんな怪あやしい男と二人きりになっちゃ駄目なんだ」


「え、だから、そんなに怪しい人じゃないったら」


「どうしてそんなにそいつを庇かばうんだ？　知り合ったばかりの奴なんだろう？」


　だって、知り合ったばかりでもなんでも、僕は徹也さんを好きになっていたんだ。好きな人のことを悪く言われたら、やっぱり庇うよね。


「遼真……」


　豹真は不意に僕を抱だきしめた。


　こんなふうに豹真に接せつ触しよくするのはあまりないことだ。小さい頃ころは、それこそいつもくっついていたんだけど、いつからか、豹真は大人みたいな顔をするようになってきて、近寄りがたかったから。


「……なんかいい香かおりがする。これはなんだ……？」


　あ、しまった。あの泡あわ風ぶ呂ろの薔薇ばらの香りだ。


　僕は素早く豹真から離はなれようとした。が、そうすることで、豹真は逆に僕に疑いを抱いだいたんだろう。


「逃にげるな！」


　豹真は強い力で僕を抱きしめて、離さなかった。


「やだ……豹真っ。痛い。離して」


「離してほしかったら、正直に答えるんだ。遼真、その男の家でレコード鑑かん賞しようの他ほかに、何をしたんだ？」


「あ……」


　それは言えない。いくら豹真でも言いたくない。僕が徹也さんとエッチしたなんて。


「この香りは……ソープかシャンプーか……そういう系統の香りだよね？　遼真はお風呂に入ったんだ？」


　なんて答えればいいんだろう。普通、人の家に行って、昼間からお風呂に入ったりしないよね。どういうふうに答えれば、豹真を納なつ得とくさせられるだろう。


　僕、そんなの、考えつかないよ。


「もしかして……遼真はそいつに変なことされた？」


　ギクッとして、一いつ瞬しゆん、身体からだが揺ゆれた。


「遼真！」


　ガバッと豹真は僕を自分から引き剝はがして、僕の顔を覗のぞき込む。


「ち、違ちがう……」


　そう言ってはみたものの、僕は噓うそをついているから、豹真の目を見られなかった。


「怒おこらないから正直に言ってごらん。遼真はそいつに何をされたんだ？」


　それでも、僕は黙だまっていた。


　怒らないって言っても、豹真は絶対怒ると思う。だって、車に乗っただけで文句をつけるのに、エッチしたって聞いて、何も言わないってことはないと思う。


　それに、やっぱり、こんなことは言いにくいよ。いくら双ふた子ごの兄弟でもさ。


「ひょっとして……こんなこと？」


　遼真の顔が近づいてくる。


　え、そんな……と思ったときには、僕の唇くちびるは豹真の唇と触ふれ合っていた。


　噓……。


　なんで、どうして、豹真が僕にキスしてるの？


　僕が白状しないから？　でも、わざわざ豹真がキスする必要がどこにあるんだよ。


「んっ……んんっ」


　僕は豹真を押しやろうとしたけど、できなかった。豹真のほうが身体が大きいし、僕をしっかり抱きしめてるからだ。


　舌が入ってきた。


　そうして、僕の舌に絡からんできて……。


　これじゃ、僕と豹真は完全にキスしてることになるじゃないか。僕達、兄弟なのに！


　もがいても、反対に豹真は僕のほうにどんどん体重をかけてくるんだ。気がつくと、僕はソファに押し倒たおされるような格好になっていた。


「ん……やぁ……っ」


　唇が離れたかと思うと、豹真は僕の顎あごに手をかけ、視線を逸らせないようにする。


　怖こわい。


　豹真の目はいつもと違っていた。


「遼真。あいつにもこんなことされた？」


　どうして豹真がこんなことをするのか判わからない。


　そっちのほうがショックで、僕は涙なみだをポロポロ流しながら、うなずいた。


「キスだけ？」


「……」


「ちゃんと言わないと、僕は遼真にひどいことをするかもしれない」


　ひどいことって……？


　でも、訊きかなくても、なんとなく判る。豹真は僕の身体を撫なでているからだ。徹也さんがしたみたいに。


「ぜ、全部……」


　そう言った途と端たん、豹真の目がカッと見開かれた。


「全部……？」


　訊き返す豹真に、僕はただうなずいていた。だって、何も言えない。ここで言い訳なんかしても仕方ないし、ごめんなさいって謝るのも変だ。


　だって、僕は徹也さんが好きなんだから。


　僕は何も悪いことをしてないと胸を張る気にはなれなかったけど、かといって、僕が悪いとも思えない。


　もちろん、豹真に噓をついていたのは、悪かったかもしれない。


　だけど、徹也さんとエッチしたことに関しては、豹真にとやかく言われたくなかった。


「もう……退どいて。僕、豹真にこんなことされるの嫌いやだ」


　僕は勇気を出して、そう言った。


　徹也さん以外にキスされたのは、ショックだった。しかも、相手が豹真だなんて。気持ち悪いとまで言わないけど、やっぱり嫌なんだ。


「遼真は僕が嫌きらい？」


「豹真……そうじゃなくて、こういうのが嫌なんだってば」


「あいつとはしたんだろう？　もっと先まで」


「だって……徹也さんは僕のこと好きだって言ってくれたし、僕も……」


「僕も好きだよ。遼真のこと」


「えっ……？」


　僕はまばたきをして、豹真の顔を見た。


　豹真は真しん剣けんな目をしていて、冗じよう談だんを言ってるふうでもなかった。まして、僕を揶から揄かってるわけでもなさそうなんだ。


　いや、好きって言っても、いろいろ種類があるし。何も、徹也さんが言うような意味じゃないのかもしれない。


　ほら、兄弟としての愛情ってやつだよ。


　僕は無理やりにそう思おうとした。だって、豹真にそれ以外の意味で好きって言われても困るからだ。


　だけど、どんなに心の中でごまかしてみても、僕には本当は判ってたんだ。豹真の言う意味が。


「好きだ。僕は遼真が好きなんだ」


　目を見つめて、そう言われたら、僕はもうなんにも言えなかった。


　今いま更さら、噓だろうなんて言ったら、豹真は傷つくだろう。だからって、僕は徹也さんが好きなんだから、そのことにどうコメントしようもなかった。


　でも、ひとつだけ判ったことがある。


　豹真があれだけ僕を心配して、まるで母親みたいにうるさく言っていたのは、僕を好きだったからなんだね。


　それだけは、すごく嬉うれしかった。


　兄弟としての愛情じゃなく、それは別のものなのかもしれなかったけど、嫌々ながら僕の面めん倒どうを見ていたんじゃなかったのが、嬉しかったんだ。


　何も言わない僕を見て、豹真は頭が冷えたように僕から身体を離はなした。


　そして、大きく溜ため息いきをつく。


　僕は身体を起こして、そんな豹真を見つめた。


「僕と豹真は双子で生まれて、小さい頃ころはなんでも判り合えていたと思っていたのに……」


　そう。それこそ、生まれる前からずっと一いつ緒しよだったのに。どこで、僕達はこんなにすれ違う気持ちを持つようになったんだろう。


「子供の頃は単純でよかった。何も悩なやみがなくて、いつまでも遼真と一緒にいられると思っていた。だけど、遼真にはいつも友達が周りにいただろう？　僕は自分と遼真の間に誰だれかが入ってくるのが、たまらなく嫌で仕方なかった」


　そういえば、いつからか、豹真は僕の学校での友達をいじめるようになっていたんだ。だから、友達を家に呼ばなくなった。友達をいじめる豹真が怖かったからだ。


「ずっと遼真とは距きよ離りを置こうとしていたんだ。でも、どうしてもできなかった。こんなに近くにいるのに、距離なんかどうして取れるんだ？　傍そばにいながら、僕はひたすら我が慢まんするしかなかった。いつかはこんな気持ちは薄うすれるに違いないって思いながら……」


　豹真の声が震ふるえていた。


　僕はビックリした。豹真がこれほど感情的に声を震わせることなんか、もう何年もなかったからだ。


　僕には豹真が果てしなく大人に見えた。


　でも、それにはそういう理由があったんだ。自分の気持ちをぐっとセーブして、馬ば鹿かな僕の世話をしていた豹真は、大人に見えて当然だったと思う。


「僕はずっと豹真に憧あこがれていたよ。なんでもできて、頭がよくて……僕はずっと豹真みたいになりたかった」


　豹真は首を横に振ふった。


「もう……いいんだ。こんな気持ちは遼真には受け入れられない。そんなことは、初めから判っていたんだから」


　そんなふうに今でも自分の気持ちに蓋ふたをしようとする豹真が可哀かわい想そうに見えた。だけど、僕にはどうすることもできない。


　もう徹也さんを好きになってしまった僕には。


　豹真は眼鏡めがねを外すと、一回だけ目元を拭ぬぐって、また眼鏡をかけた。そうして、口調を変えて、僕に話しかけたんだ。


「遼真。今日行った美術館の名前……寺嶋美術館じゃなかったか？」


「うん。そうだけど？」


　なんで豹真に判るんだろう。


　豹真は小さく溜息をついた。


「だったら、遼真の相手の名前は、寺嶋徹也だよ」


「寺嶋徹也……？」


　ん？　どこかで聞いたことのある名前に似てるような気がする。確か、えーと……。


「省真兄さんの家庭教師が寺嶋誠也」


「あ、ホントだ！　名前、似てるね」


「馬鹿……」


　豹真はいつものように僕の頭を軽く叩たたいた。


「馬鹿って……そんなふうに言わなくても」


「二人は兄弟なんだよ」


「ええっ？　噓うそ！」


　僕の大嫌いな寺嶋さんと徹也さんが兄弟だなんて。そう言われてみれば、寺嶋さんも顔だけは優やさしそうだったよね。性格はものすごく意地悪だったけど。


　うーん。確かに、二人の顔立ちも似てるような気がする。背も高いし、体型も似てるかも。


　でも……でもっ、徹也さんは自分の弟のことを可愛かわいいとか言ってなかったっけ。


「噓じゃない。僕はこれでも一応、省真兄さんのことを心配していたから、あの家庭教師のことについて調べたんだ。あいつは、お父様の会社と取引のある寺嶋家の三男で、会社をひとつ任せられている。本来なら、家庭教師なんてバイトをする必要はない男だ」


「えっ、じゃあ、どうして……」


　あいつが省真兄さんの家庭教師になんかならなかったら、省真兄さんは今でもこの家にいて、僕はすごく幸せだったのに。


「それは判わからない。お父様にさり気なく話を振ってみたが、子供が首を突つっ込むことじゃないと鼻であしらわれた。たぶん会社絡がらみで何かあるんだろう」


　たかが家庭教師に、そんな裏があったなんて。じゃあ、省真兄さんは騙だまされて、あんなところにいるのかもしれない。


「それで、あいつには兄が二人いる。次男の昌也。これは何な故ぜか芸能人らしい。金きん髪ぱつで、よく判らない歌を歌ってる。そして、長男の徹也。現在、寺嶋グループの中ちゆう核かくにいる。すごいやり手だと聞く。いずれ、父親が引退すれば、こいつがすべてを仕切ることになるだろうな」


「徹也さんって、すごいんだ……」


　僕がそんなことを呟つぶやくと、豹真は呆あきれたような目で僕を見た。


「遼真の嫌きらいな寺嶋誠也の兄さんでもいいのか？」


「あ……それはなんとなく嫌いやだけど、でも、兄弟なのは仕方ないし」


「問題はその寺嶋徹也が遼真の相手にふさわしいかどうかだ。そんなキレ者と言われるあいつが、損得抜ぬきで遼真を抱だくとは思えない」


「そんな……」


　それじゃ、徹也さんの言葉がすべて噓で、何か目もく論ろ見みがあって、僕にエッチをしたってこと？　そんなの、信じられないよ。


　だいたい、偶ぐう然ぜんに会ったんだし。


「僕の観察眼が確かなら、省真兄さんと寺嶋誠也もそういう関係だよ」


「ええっ？　省真兄さんが？」


　僕は口を開けたまま、ポカンとしてしまった。


　そんなの、信じられない。あの省真兄さんが、あの寺嶋さんと……。


　だけど、省真兄さんはあいつと暮らし始めて、すごく変わったよ。大人っぽくなったし、何より、あいつとすごく仲良くなっていた。


『誠也』って呼び捨てにしてたし。


「この話には裏がある。僕はそうとしか思えない」


　呆ぼう然ぜんとしている僕に、豹真は厳おごそかにそう言ったんだ。








　次の日。僕と豹真は放課後に待ち合わせをして、一緒に寺嶋さんの家に行った。


　もちろん、朝早くに豹真が向こうに連れん絡らく済みだ。省真兄さんは学校から一緒に行こうかって言ってくれたらしいけど、あっさりと豹真は断った。


　豹真はどう考えているかよく判らないけど、僕としては、省真兄さんと寺嶋さんのことが気になって……。二人が豹真の言うような関係なら、僕は省真兄さんを前とは同じ目で見られないような気がしたんだ。


　いや、男同士でエッチしたからどうのって気持ちはない。だって、僕だって徹也さんとしちゃったわけだし。


　だけど、あの意地悪そうな寺嶋さんと……と思っちゃったら、なんだかね。なんとも言えない気分だよ。


　豹真は最も寄よりの駅から寺嶋さんのマンションまで、道に迷わず歩いていった。もちろん、僕は豹真についていっただけだ。


「すごい、豹真。全然道に迷わないなんて」


「これが普ふ通つうだ。一度行ったことあるんだからね」


　そうは言うものの、この間、豹真が来たのは歩いてじゃなくて、うちの車だったんだから、道を覚えてなくても不思議じゃないよ。僕なんか、駅から車に乗せていってもらったにも拘かかわらず、覚えてなかったのに。


　それはともかくとして、豹真と僕はマンションの中に入った。


　チャイムを鳴らすと、ドアを開けて省真兄さんが出てくる。この間と違ちがって、なんだか浮うかない顔をしてるのは、どうしてなんだろうな。


　中から話し声が聞こえる。誰だれか他ほかに来てるのかな。


「お客さんが来てるんだけど……でも、二人にも紹しよう介かいしておくね」


　見ると、玄げん関かんに大きな靴くつが二つあった。足が大きいと、背が高くなるんだって言うよね。ていうことは、まさかこれって……。


　僕は思わず豹真と顔を見合わせてしまった。


「とにかく、上がらせてもらおう」


　豹真が先に靴を脱ぬいで上がった。僕も豹真の後ろに隠かくれるようにして、リビングへと向かった。


「誠也。豹真と遼真が来たよ」


　省真兄さんはソファに座っている寺嶋さんに声をかけた。寺嶋さんと向かい合うように、二人の男の人がいる。


　一人は金髪に染めた長髪の持ち主。そして、もう一人は……。


　スーツ姿のその人は、豹真の後ろにいた僕を見て、驚おどろいたように立ち上がった。


「君は……！　そうか。そうだったのか……」


　僕は徹也さんのその表情を見たとき、やっぱり徹也さんも僕の苗みよう字じを知らなかったんだと思った。


　徹也さんは僕を浅川家の三男だとは知らなかった。なら、僕を騙したわけじゃなかったんだ。僕を好きだと言ってくれたのも、噓の言葉じゃなかったんだね。


　だけど、胸を過よぎる不安はなんなんだろう。


　どうして胸が締しめ付けられるんだろう。


　それはたぶん、徹也さんが僕から目を逸そらしたからだった。


「徹也さん、この二人を知ってるんですか？」


　省真兄さんは不思議そうに徹也さんに尋たずねた。


「いや、遼真君が迷まい子ごになったときに車に乗せてあげたことがあるだけだよ。まさか浅川家の子供だとは知らなかったが」


　徹也さんはまるで浅川家を憎にくんでるような言い方をした。


　どうして徹也さんはそんな冷たい言い方をするんだろう。どうして、迷子になった僕を、車に乗せただけだって言うのか……。


　別に、エッチしたなんてこの場で言わなくてもいいけど、もう少し、情の通った言い方ができなかったんだろうか。


「そうですか……。でも、紹介だけはしておきます。僕の弟で豹真と遼真」


「弟？　そっちの眼鏡めがねの子はおまえより年とし上に見えるけど？　いくつ？」


　金髪の人……たぶん昌也さんって人は豹真のことをそんなふうに言った。


「ひとつ年下なんです。二人は双ふた子ごだから、どっちも高一」


「双子？　似てないな」


　遠えん慮りよなくそんなことを言う昌也さんに、豹真は眼鏡を押し上げながら言った。


「双子にも二卵性があると、まさかご存じないとか？」


「豹真！」


　省真兄さんにたしなめられて、豹真は軽く肩かたをすくめる。昌也さんはかなりムッとした顔をしていたが、表情に表しただけで、何も言わなかった。


「こちらは誠也のお兄さん達だよ。徹也さんに昌也さん」


「よろしく。寺嶋さんのお兄さん達」


　豹真はニコリともしない顔で頭を下げた。僕も慌あわてて頭だけ一いつ緒しよに下げる。


　それにしても、豹真はかなり機き嫌げんが悪そうだ。いつもなら、年上の人にこんな挨あい拶さつの仕方はしない。僕と違って、如じよ才さいがない奴やつなんだから。


　しかも、お父様の会社と関連がある相手と判ってて、こんな態度を取ったりしないのに。


　僕は豹真の後ろで、ドキドキしていた。


「豹真と遼真はこっちに腰こしかけて。えーと、何か飲む？」


　省真兄さんはダイニングの椅い子すへと僕達を招いた。


「すみませんが、省真兄さん。僕達は何か飲むような、そんな気分じゃないんですよ」


　豹真はそう言うと、ソファにいる三人の傍そばへと寄っていく。


「豹真君。悪いけど、今、オトナの話し合いをしてるんだ。あっちに行っててくれないかな」


　寺嶋さんは僕達にそう声をかけた。


「省真兄さんとのことで揉もめているんでしょう？」


　さらっと、豹真はそう言った。


　えっ、どうしてそんなことが判わかるの？　僕はビックリして、豹真の横顔を見つめてしまった。


「察しがいいね。……でも、問題はそんなに簡単じゃないんだ。ただ、僕としては、省真がいればいい。他は何もいらない。それだけが僕の幸せなんだ」


　寺嶋さんは、この間、僕にさんざんイヤミを言っていじめた人と同じ人と思えないくらいに、真しん剣けんな声で言った。


　僕は寺嶋さんのことなんか何も知らない。それでも、今の寺嶋さんの一言で、省真兄さんをすごく大切に想おもってるのが判った。


　そうか……。


　この人って、いい人だったんだ。


　単純かもしれないが、僕は改めてそう思った。


　徹也さんはふーっと溜ため息いきをついた。その溜息に、僕はドキッとする。それがたとえ、寺嶋さんに向けられた溜息でも。


「仕方ないな。誠也にそこまで言われれば、私達も引くしかない」


「判ってもらえれば、嬉うれしい」


　寺嶋さんはホッとしたような声で言った。


　張り詰つめた空気が一気にいい雰ふん囲い気きに変わっていく。


「いや、私達も省真君個人をどうこう思っているわけじゃないんだ。だが……このままだと、おまえはあの家とずっと関かかわりを持たなくてはならなくなる。本当にそれでいいのか？」


　あの家って……浅川家のことかな。


　浅川家と寺嶋家の間には、一体、何があるんだろうか。そして、それが徹也さんが僕のほうを見ない理由なんだろうか……。


「かまわない。というか、もう僕の中であのことは決着がついている。複雑な想いは何もない。それも全部、省真がいたからなんだ」


「そうか……よかったな。本当によかった」


　昌也さんはウンウンとうなずいている。事情を知らない僕には、肝かん心じんな話が見えてこないけど、判らないなりに、昌也さんと同じ気持ちになってくる。


　寺嶋さんが名前のとおり誠実な人なら、僕の大好きな省真兄さんを預けてもいいかな。


　僕もそんなふうに思ったんだ。


　寺嶋さんはソファから立ち上がって、傍に立っていた省真兄さんの肩を優やさしく抱だいた。なんだか、見てるこっちまで、ジーンときてしまうよ。


「ところで……寺嶋徹也さん？」


　豹真の冷たい声に、僕はハッと現実に戻もどった。


「なんだね？」


　徹也さんはムッとしたように、自分の前に立った豹真を見上げて言った。


「うちの遼真が大変お世話になりまして」


「いや……別に」


　徹也さんは嫌いやそうに豹真から視線を逸らした。


「別に、ですか。僕は昨日、遼真からいろいろ話を聞きだしたんですよ。遼真はあなたの苗字をよく聞いてなかったようですが、僕はあなたが寺嶋徹也だということを確信した。それで、あなたのことを聞きたくて、ここに来たんですよ。まさかご本人にお会いできるなんて……」


「それは光栄な話だね。君は私の何を知りたかったんだ？」


「あなたがどういうつもりで遼真に接せつ触しよくしたのか、と」


　徹也さんは眉まゆを上げて、豹真を見上げた。


「何か思おも惑わくあってのことじゃない。ただの偶ぐう然ぜんだ。それに……私も遼真君の苗字には気づかなかった。浅川遼真だと知っていたら……車に乗せたりしなかった」


　胸の奥がズキンと痛んだ。


　僕が浅川遼真だったら、徹也さんは僕に関わりたくなかったんだ。そんなふうに思うほど、寺嶋家と浅川家の間には何か確かく執しつがあったんだろうか。


　いや、そんなことより、浅川遼真である僕には、なんの価値もないように言われたことがつらかった。


　あんなに真剣な目をして、僕に好きだって言ってくれたのはなんだったんだろう。あんなに強ごう引いんに僕を抱いたのは……。


　そして、僕が好きだって言ったら、あんなに優しく微ほほ笑えんでくれたのは。


　徹也さんはもう僕を好きじゃないの？


　たった、それだけ……僕の苗字が浅川だったことだけで、そんなに気持ちが変わるものなの？


　足が震ふるえる。僕は豹真の腕うでをつかんで、うつむいた。


　そんな馬ば鹿かなことが本当にあるのか、僕には信じられない。


「遼真君……」


　徹也さんの声に僕は顔を上げた。


　でも、徹也さんは神経質そうに眉をひそめていて、僕に微笑みかけてはくれなかった。


「悪いが、あれは忘れてくれ。君とは関わりをもう持ちたくない」


　そう言われたとき、大げさかもしれないけど、僕は世界が終わったような気持ちがした。


　そうか……。


　僕が徹也さんを信じたのが間ま違ちがいだったんだ。


　あんな告白もキスも抱ほう擁ようも……何もかもなかったことにしてしまえるなら、あんなものはみんな初めから本当じゃなかったんだよ。


「ふざけるな！」


　徹也さんの頰ほおを豹真は思いっきり叩たたいていた。


「何するんだ！」


　徹也さんの隣となりに座っていた昌也さんは豹真の腕をつかんだ。豹真はそれを振ふり払はらって、冷たく言った。


「あんただって、自分の兄弟が侮ぶ辱じよくされたら、殴なぐるくらいのことはするだろう？」


　今まで、豹真は決して年上の人にこんな言こと葉ば遣づかいをすることはなかった。つまり、それほど怒おこっていたんだ。


　僕のために……。


「遼真。帰るよ」


　豹真は僕の腕をつかむと、玄げん関かんへと向かった。


「一体なんなんだよっ。何があったんだ？」


　後ろから追いかけてきた省真兄さんを、豹真は振り向いた。


「それはあいつに聞いてください。僕の口からは汚けがらわしくて到とう底てい言えませんから」


「豹真……」


　僕と豹真はマンションを出て、ひたすら駅に向かって歩いた。何も言わずに、歩くことだけが目的みたいに。


　駅に着いたとき、僕の腕をつかんで歩いていた豹真はやっと僕のほうを見た。


「ごめん……」


　なんで豹真が謝るんだろう。豹真は何も悪いことしてないのに。


　そう思ったら、急に気が抜ぬけたように、僕はその場でしゃがみ込んだ。


　身体からだに力が入らない。胸がすごく苦しいのに、涙なみだは一いつ滴てきも出なくて……こんなの初めてだった。


「遼真……顔が青い。タクシーで帰る？」


　病気でもないのに……？


　だけど、今の僕には自分で立ち上がる気力さえ残っていなかった。








　それから、豹真はすごく僕によくしてくれたと思う。


　今まで僕に対して、うるさかったり意地悪だったりしたことが噓みたいにずいぶん優しくしてくれるようになった。


　僕のことを好きだっていう豹真の根底に流れる気持ちが判わかっているから、同じことを言われても僕のほうの捉とらえ方が違うせいかもしれない。でも、それ以上に、前とは何かが違っていた。


　僕が傷ついてるって、豹真は知ってる。だからなのかもしれない。こんなに優しく感じるのは。


　そうして、僕はそういう豹真の優しさの中にどっぷり浸つかりたかった。つらいことは何も考えたくない。徹也さんのことを思い出すことさえ、絶対にしたくないと思った。


　それなのに……。


　眠ねむれば必ず夢に徹也さんが出てきた。そして、必ず、僕の夢の中で、あのときのあの言葉は噓うそなんだよと言ってくれた。もしくは、あのとき言われたことはなかったことになっていた。


　それはきっと僕の願望なんだろうね。


　目が覚めれば、それは僕を苦しめるだけのものなのに。


　徹也さんのことを豹真に喋しやべらなければよかったと、時々、思うことがある。そうしたら、僕は徹也さんの正体も知らずに、しばらくは楽しく付き合えるはずだったって。


　でも、それは意味のないことだよね。


　お互たがい相手の苗みよう字じを知らないまま、何年も付き合えるはずもない。仮に、何年も付き合った後に、同じように徹也さんに言われたら、僕のショックはきっとこんなものでは済まなかったはずだ。


　だから、これでいいんだ。早くに徹也さんの正体が判ってよかったじゃないか。


　僕はそう自分に言い聞かせた。


　徹也さんは僕が浅川家の息子だというだけで、僕を嫌きらいになったんだ。だったら、僕を好きだなんて言った言葉は、本心からじゃない。あれは僕の身体が欲しかったから、そう言っただけのことだ。


　そんなふうに、いくらだって平気で噓をつける悪い人なんだって……。


　僕はそう思った。


　あれから、省真兄さんから何度か電話がかかってきた。そして、学校でも何度か会った。そのたびに、徹也さんのことを訊きいてきたけど、僕は答えることができなかった。徹也さんだって、僕とのことを何も言ってないんだろう。僕はなおさら言うことができない。


　徹也さんに弄もてあそばれて、捨てられたなんて言えるわけがない。


　考えるだけでつらいのに、そんなこと、口に出して言えるはずがなかった。幸い、たいがいは豹真が僕の盾たてになってくれた。豹真がいつでも傍そばにいて、省真兄さんからの質問をシャットアウトしてくれたんだ。


　僕はただ豹真の優やさしさにすがるしかなかった。それしか、方法がなかったんだ。そうしなければ、僕はとことん駄だ目めな人間になるしかなかった。


　いや、これもきっと駄目なんだと思う。ただ豹真の後ろに隠かくれて逃にげ回ってるだけだ。苦しいことに背を向けて、あえて見ないようにしてるなんて……。


　本当はすごく卑ひ怯きようで、自分のためにもならないことをしてるんだ。


　だけど、それが判っていても、今の僕にはどうすることもできない。時間が僕の上を通り過ぎ、やがて徹也さんのことを思い出しても傷つかないようになったら、改めてゆっくり考えればいい。


　それまでは……。


　もう何も考えたくなかった。








　ある日、僕は風か邪ぜをひいて学校を休んだ。


　僕としては大したことないと思ったんだけど、豹真が休めと言ったから、休むことにした。


　最近の僕は豹真の言いなりで、まるで子供に返ったような気が自分でもする。


　だって、大人になりたいなんて、もう思わない。


　あんなふうに傷つくなら、僕は大人になりたくないからだ。


　午前中、微び熱ねつが出ていてベッドで寝ねていたけど、午後は熱も下がった。豹真が病院に行ったほうがいいって言っていたのを思い出して、のろのろと起き出して、一人で近所の病院に出かけた。


　薬をもらって帰る途と中ちゆう、僕を追い越こしていった車が停とまる。そして、運転席から見たことのある人が降りてきたんだ。


「お久しぶりです、遼真君。お元気ですか？」


「仲山さん……」


　徹也さんの秘書の仲山さんだ。どうしてこんなところにいるんだろうと思いつつ、懐なつかしい気持ちと、つらい記き憶おくが重なって、僕はぎこちなく笑って頭を下げた。


「どうしたんですか？　こんなところに用事でも？」


「ええ、少しね。それより、最近、どうですか？」


　僕は仲山さんの質問の意味が判らず、首をかしげた。どうって訊かれても……仲山さんは何をどうだって訊いてるんだろう。


「社長と会ってますか？」


「あ……」


　そういう意味の『どう』か。


「徹也さんとはもう会ってません」


　そう言った途と端たん、自分の心の傷が広がるのが判った。


　傷は癒いえていない。応急処置をしたまま、本当の意味での治ち療りようなんて施ほどこしてないからだ。


「そうですか……。やっぱり」


「やっぱりって？」


　これ以上、仲山さんと話すのは苦痛なのに、それでも僕は訊き返していた。本当はもう一秒だって徹也さんの話なんかしたくない。


「いえ、社長の弟さん……昌也さんってご存じですか？」


「はい、少しだけ」


　あの金きん髪ぱつの人……と思い出しかけたが、余計なことまで思い出しそうになって、慌あわてて記憶の扉とびらを閉じた。


「先日、昌也さんが会社のほうにいらして、少しお話ししたんですが、そのとき、遼真君の苗字を浅川とおっしゃっていて……」


　仲山さんは何が言いたいんだろう。僕は仲山さんの顔をまっすぐに見上げると、仲山さんはちょっと苦く笑しようしたように微ほほ笑えんだ。


「遼真君の名前は、浅川遼真君……で、いいんですね？」


「そうです」


　そもそも、昌也さんはどうして仲山さんに僕のことを話したんだろうか。それも、さっぱり判らない。


「社長はこのところお元気がなくて、それを昌也さんは心配していました。その原因が、遼真君にあると昌也さんはおっしゃっていたんです」


「原因って言われても……僕は……」


　僕が浅川家の子供だったことが原因だって言うなら、そんなこと、どうしようもないじゃないか。


「社長は浅川の名前に前からこだわっていまして……その理由までは私にはよく判らないのですが、そのことで遼真君と疎そ遠えんになったのだということは判ります。でも、どうか、もう一度、社長に会ってもらえませんか？」


　僕はやや呆ぼう然ぜんとして、仲山さんの顔を見た。


　仲山さんはその浅川家のナントカを僕も知ってると思ってるんだ。それで、徹也さんと別れたんだって。いや、仲山さんが僕と徹也さんの関係をどう思っていたのかは知らないけど。


　そして、徹也さんを元気づけるために、よりを戻もどしてほしいって言ってるんだよ。


「そんなこと……できません」


　僕はやっと口を開いて、そう言った。


「どうしてですか？　見たところ、遼真君も元気がない。それは社長と別れたからじゃないんですか？」


　心の中の傷が抉えぐられていく。


　駄目だ……。


「突つき放されたのは僕のほうです。一方的に、関わりを持ちたくないと言われたのも……忘れてくれと言われたのも……僕のほうです」


　堪こらえきれずに涙なみだが頰ほおを流れていった。


　仲山さんは息を呑のみ、それから僕にハンカチを渡わたそうとした。


「いいです。ハンカチくらい持ってますから」


　そう言ったけど、僕が持っていたのは財布と保険証と薬だけで、今日はハンカチを持っていなかったことに気づいた。


　仲山さんは再びハンカチを差し出して、僕はそれを借りることになる。


　ああ、こんなこと、前にあったな。徹也さんと初めて会ったとき、同じことが……。


　そう思うと、途端にあのときの徹也さんの優しい笑え顔がおだとかが次々と鮮あざやかに頭に浮うかんできた。


　忘れていたかったのに。ずっと思い出したくなかったのに。


　仲山さんは僕の記憶を掘ほり起こしてしまった。つらくて封ふうじ込めていたものがいっぺんに出てきて、僕はしばらく涙が止まらなかったんだ。








　僕は家に帰ると、またベッドに潜もぐり込んだ。


　どうしようもなく、徹也さんのことが頭に浮かぶ。思い出せば出すほど、つらくなるのが判わかっているのに、僕はもう止められなかった。


　僕は逃げようとしても、もう逃げられなかった。この胸の痛みをどうして消したらいいのかも、判らない。


　夕方になって、豹真が帰ってきた。そして、僕の部屋にやってくる。


「遼真……！　どうしたんだ？　頭が痛いのか？」


　僕の泣き腫はらした目を見て、豹真はベッドに駆かけ寄った。


「豹真……」


　僕は豹真に徹也さんの秘書に会ったことを話した。僕には豹真しかいない。豹真だけが、僕のつらい気持ちを判ってくれるからだ。


「遼真を一人にして悪かった。僕も病院についていけばよかったよ」


　豹真は僕を胸に抱だきしめながら、そう言った。


　風邪をひいたのは僕で、僕が病院に行くのは判るけど、風邪をひいていない豹真が一いつ緒しよに付き添そいで病院に行くのは、ちょっとおかしくないかな。


　豹真って、そこまで過保護だったっけ。


　僕はふと疑問に思った。


　それに……一人にして悪かったって。


　悪いわけはない。豹真は僕の親じゃないし、親でも、高校生になった僕を一人にして悪かったなんて思うはずがなかった。


　僕はいつの間にか、豹真にベッタリと依い存ぞんしていた。


　豹真がいないと生きていけないくらいに。


　そして、豹真も僕に依存させることが当たり前になっていたんじゃないだろうか。


　あの一件以来、僕は豹真に寄り添うように生活していたから、それがおかしいとは思っていなかった。いや、そうしないと、僕はつらくて仕方なかったからだ。


　もう大人になりたくないって思ってた。ずっと豹真と一緒にいれば、大人にならなくて済むって、僕は思い込んでいたんだ。


　僕は豹真の胸をそっと押しやった。


「遼真……？」


「ごめん。僕、豹真に頼たよりきっていた」


「何を言うんだよ？　僕はちっともかまわない。遼真が頼りたいなら、ずっと頼ってていいんだ」


　そんなわけはない。


　僕は首を横に振ふった。


「豹真は僕をつらいことから守ってくれようとしていた。それは嬉うれしいけど、このままじゃ僕はすごく弱い人間になっちゃうんじゃないかな。こんなふうに、ちょっとしたことに耐たえられなくなって……」


　それでもいいなんて思っていたのは、確かだ。徹也さんとのことを思い出して傷つくより、豹真の思いやりの中で何もかも忘れていたかった。


　だけど、そんなことは無理なんだ。


　もう忘れたふりはできないし、それがよくないことにも気づいてしまった。


「ごめん。遼真……。僕は……」


「豹真が僕のことを本当に考えてくれていたのは判る。ありがとう。でも、これからは必要ない。いや、必要ないように頑がん張ばりたい」


「うん……そうだね」


　豹真は淋さびしそうにそう言った。


　もしかしたら、豹真は何もかも判っていて、わざと僕をそんなふうに守っていたのかもしれない。よそに飛び出していかないように、僕をしっかりと抱きかかえていたのかもしれなかった。


　まるで、カゴの中の小鳥でも飼うように。


　それでも、僕は豹真に感謝したい。そうして僕の心の傷を広げないように、配はい慮りよしてくれたことは。


「徹也さんに突とつ然ぜんあんなふうに言われて、僕はどうしていいか判らなかった。でも、なかったことにしてほしいと言われたって、本当になかったことなんかできるはずがない。僕は……」


　徹也さんのことが好きだった。


　僕は徹也さんに好きだって言ったときのことを思い出した。


　胸の中があったかくなる気持ち。


　今は痛みを伴ともなうけど、あのとき、僕は徹也さんのことが本当に好きで、自分のことをすごく幸せだって思ったっけ。


「ねえ、豹真。僕は省真兄さんに会いたい。省真兄さんなら、徹也さんがどうしてあんなふうに浅川家のことを毛け嫌ぎらいしていたのか、知ってると思うんだ」


　僕はそれさえもう知りたくないと思っていた。知っても、徹也さんの気持ちは変えられないと思っていたから。


　だけど、今は知りたい。それが判ったら、少なくとも、徹也さんがどういう気持ちで、僕にああ言ったのか判るかもしれないからだ。


　もちろん、判ったからといって、同じことかもしれないけど。


　仲山さんは徹也さんの元気がないって言っていた。だったら、徹也さんは僕を嫌いになったわけじゃないかもしれない。


　ただ、何かが僕と徹也さんの間にあって、それが邪じや魔まをしているだけで。








　僕が泣き腫らした顔をなんとかしようと、顔を洗ったり、身み支じ度たくしてる間に、豹真が省真兄さんに電話をしてくれた。


「省真兄さんのほうがこっちに来るって」


「えっ、そうなの？」


　たぶん寺嶋さんも一緒だ。いや、僕が向こうに行ったところで、どっちみち、あの二人は一緒にいるんだよ。


　寺嶋さんにイヤミを言われた記き憶おくから、どうにも僕には苦手意識があるみたいだ。ずっと、省真兄さんを僕から遠ざけた憎にくい奴やつだと思っていたし。


　でも、省真兄さんの好きな人なんだから、僕もそういうふうに思わないとね。


　やがて、省真兄さんが来た。寺嶋さんと……何な故ぜか昌也さんも一緒だった。ちょうど電話したときに、昌也さんも寺嶋さんの家にいたらしい。


　それにしても、昌也さんって、あちこちに現れて、けっこう暇ひまな人なのかなって思った。いや、だって、芸能人って忙いそがしそうなイメージがあるじゃないか。見かけは格好いいのに、売れてないなんて、可哀かわい想そうな人だよね……。


「なんで俺をじろじろ見るんだよ？　そんなに邪魔か？」


　僕が哀あわれみの眼まな差ざしで見ていたのが気に障さわったのか、昌也さんはそう言った。


「うるさい人は退場にします」


　豹真が僕を庇かばってそんな注意をすると、昌也さんはムッとしたように押し黙だまる。


　僕達はとりあえず省真兄さんの部屋へと入った。リビングでこんな話なんかできないし、かといって、応接室なんて勝手に使うと怒おこられちゃうからね。ここは一番片付いている省真兄さんの部屋がいいだろうってことになったんだ。


「久しぶりだね、この部屋も」


　寺嶋さんはしみじみとそう言って、省真兄さんもそれに同意する。なんだか、二人が妙みように夫ふう婦ふ（？）っぽくて、変な感じだ。


　寺嶋さんと昌也さんはソファに座り、僕と豹真と省真兄さんがカーペットの上に座る。寺嶋さんちのソファほど、広くはないからね。


「で、早さつ速そくなんだけど、徹也兄さんと君との関係を話してもらえないかな？　徹也兄さんはどうしても口を割らなくてね。僕達も困ってるんだ」


　寺嶋さんは僕にそう話しかけてきた。


　困ってるってことは、やっぱりこっちの兄弟も、徹也さんのことを心配してるってことだよね。


　でも、関係……ってさ。なんか言いづらいよね。


「あのー……えーと、つまり」


「僕と省真の関係と同じ、と思っていいかな？」


　そう訊きかれて、僕はそっとうなずいた。


「でも、何度も会ったわけじゃないし、そんなに深い関係じゃないかも」


　少なくとも、省真兄さん達みたいに夫婦っぽい雰ふん囲い気きを醸かもし出せるほど、長い付き合いじゃない。


「だけど、エッチはした？」


　いきなりそう訊かれて、僕は真っ赤になりながらもうなずく。


「あの堅かた物ぶつの徹也兄さんがねえ。こんな子供みたいな顔をした子に手を出していたとは」


　昌也さんが驚おどろいたように言った。


「まあ、それだけに徹也兄さんはショックだったんだろうね。省真が浅川省真であることにこだわったように、遼真君のことも……」


「それ……どういうことなんですか？　僕はそれが知りたいんです。僕の苗みよう字じが浅川だと、いけないんですか？」


　僕は寺嶋さんに尋たずねた。


　寺嶋さんは省真兄さんをちらっと見て、微ほほ笑えんだ。省真兄さんも微笑んでうなずいてるし、なんだか目と目で会話されちゃって、こっちまで照れてきてしまう。


「僕の前の名前はね、浅川誠也。君達が生まれる前に、この家の養子として迎むかえ入れられたんだ」


　そういえば、徹也さんもそんな話をしていた。あれは僕の家のことだったのか……。


「あ……あの写真！」


　省真兄さんがずっと大事にしていた写真立て。その写真に可愛かわいい男の子が写っていたんだ。省真兄さんは、その人のこと、兄様といつも呼んでいたんだ。僕と豹真は覚えてないけど、その兄様はどこかに連れ去られていったんだって、省真兄さんは言っていた。


「君達が生まれてから……まあ、財産の問題もあって、僕は邪魔者になり、元の家に戻もどされた。そして、両家の間には亀き裂れつが入ったんだ。なのに、今になって、仕事の関係で再び両家は手を組むことになって……僕は親善大使張りに省真の家庭教師として派は遣けんされることになった。昔のことは水に流そうという意味でね」


「そんな……」


　寺嶋さんはあまりに都合よく振ふり回されてるじゃないか。あの弟想おもいだと言ってる徹也さんにしてみれば、とても許せないことに違ちがいない。


　ああ、だから……。


　僕が浅川遼真なのは、どうしても我が慢まんできないんだろう。


「なのに、僕と省真は恋こいに落ちた。それで、この間、揉もめていたんだ。徹也兄さんも判わかってくれて、これでよかったと思ったんだけど、そうじゃなかった。僕の幸せのために、省真とのことも認める気にはなったが、浅川家への恨うらみみたいなものはまだ消えてない。徹也兄さんにとっては、まだ浅川家は敵なんだ」


　そうか。敵なんだ……。


　どうしてあそこまで僕に対して急に冷たくなれたのか、やっと判ったような気がした。敵だとまで思っているなら、あんなふうに言っても仕方がないのかもしれない。


「だからといって、あの人が遼真を傷つけていいはずがない」


　僕の横にいた豹真がそう言った。


「誠也さんを傷つけたのは、僕達の両親ではあったかもしれないけど、僕達ではないんです」


「そのとおりだ。君達にはなんの罪もない。いや、逆に、僕は省真に傷を癒いやされたよ。省真がいたからこそ、優やさしい気持ちにもなれた。昔のことも、本当に水に流すことができるようになったんだ」


　寺嶋さんはしみじみとそう言って、僕に目を向けた。


「ごめんね。僕が謝るのも変だけど、徹也兄さんのしたことは間違っていたと思う」


「……はい」


　小さな声で僕はそう返事をした。


　この人が僕に謝るのは変だ。僕がそれに対して『はい』と答えるのも変だ。けれど、寺嶋さんがそう言ってくれたことは、すごく嬉うれしかったんだ。


　しばらく黙っていた昌也さんは咳せき払ばらいをひとつして、僕に尋ねた。


「遼真君はまだ徹也兄さんのことが好きなのか？」


　僕はうなずいた。


　それはどうごまかしてみても、変えようのない事実だったからだ。


「だったら、もう一回くらい、チャレンジしてみる気はないかな」


「そんな……遼真が可哀想だ！　また突つっぱねられたら、二度も傷つくことになる」


　豹真はそんなふうに僕を庇ってくれた。


　でも……。


　僕だって、このままじゃ収まりがつかない。徹也さんは浅川家……というか、自分の弟を傷つけた相手を憎んでいたんだ。僕を嫌きらっていたわけじゃない。


　それが判っていて、別れたままでいるわけにはいかないよ。


　僕は徹也さんが好きなんだ。


　たとえ、もう一回、拒きよ絶ぜつされても、僕は徹也さんと会って話がしたい。話し合わなくちゃ、僕は納なつ得とくできなかった。


「豹真……僕はここで逃にげたりしたくない。もう……逃げたくはないんだ」


　さんざん逃げ回っていたから、尚なお更さら、そう思う。ここで逃げたら、僕には後がないじゃないか。


　僕はいつだって豹真の陰かげに隠かくれていた。豹真は僕の面めん倒どうを見てくれたし、それが当たり前だって思ってて……。ときどき反はん抗こうしても、また陰に隠れて庇ってもらっていた。


　大人になるって、たぶん、そんなふうに反抗することじゃないんだろう。庇ってもらわなくても平気になることだ。傷ついても、自分でそれを癒したり……人に癒されたりできる。だから、そんなに怖こわがることはないのかもしれないって、今の僕は思うんだ。


「じゃあ、方向音おん痴ちの遼真君を案内してあげてくれないかな、昌也兄さん？」


　寺嶋さんは笑えみを浮うかべながらそう言った。








　僕は昌也さんの車で送られて、徹也さんの家に行った。何な故ぜか、豹真まで車に乗ってきて、最後に僕の手を握にぎって励はげましてくれた。


　そうして、僕は二人に送り出されて、徹也さんの家に向かったんだ。


　第一関門として、まず徹也さんが家に入れてくれるかどうかだよね。というか、徹也さんは家に帰ってるんだろうか。それが問題だよね。


　もうすでに暗くなっている。外は冷えていて寒い。でも、徹也さんが帰っていなかったら、外で待つしかないよね。


　悲ひ壮そうな決意を固めて、僕は門もん扉ぴを開こうとしたんだけど、開かない。


　あれえ……？


「馬ば鹿か。そこにインターホンがあるだろうが」


　昌也さんが車の中から身を乗り出して言った。


「あ、そうか」


　前に来たときは、ガレージのほうから入ったから、ここにもインターホンがあるなんて気づかなかったんだ。しかし、それにしても、心配そうに二人にじっと見られてるのって、照れるよね。


　僕はインターホンで応対に出た人に、名前を名乗り、徹也さんに会いたいと告げた。しばらくお待ちくださいと言われて、待ってる間、ドキドキだった。


　もし、徹也さんが会いたくないって言ったら、もうこれでおしまいなのかなって。せっかく決心してきたのに、やっぱり駄だ目めだったら……。


　いや、駄目なのは最初から覚かく悟ごの上じゃないか。


　僕は大人になるんだからっ。


　やがて、さっきの応対してくれた人がインターホンに出てきた。


「お待たせしました。どうぞお入りください」


　その声と一いつ緒しよに門扉が自動的に開いていく。


　僕はゴクンと唾つばを飲み込む。


　第一関門は突とつ破ぱしたんだ。振り向いて、昌也さんと豹真にＶサインを送ると、早さつ速そく、僕は徹也さんちの敷しき地ちの中に足を踏ふみ入れた。


　迎えてくれたメイドさんに、二階の徹也さんの書しよ斎さいに案内される。


「お客様をお連れしました」


　メイドさんがそう言って、ドアを開く。


　すると、バイオリンの調べが聞こえてきて、ソファに徹也さんがゆったりと腰こしかけているのが見えた。


　久しぶりに見た徹也さんの姿に、ドキンとした。


「紅茶をお持ちしましょうか」


　そう尋たずねるメイドさんに、徹也さんは素っ気なく答える。


「いや、この子はすぐ帰るから、気にしなくていい」


　ああ、そうか……。


　徹也さんは僕と話をする気なんかないんだ。


　でも、とりあえず会ってくれたんだから。ここで諦あきらめたら駄目だ。


　僕は必死で自分を励ましながら、徹也さんから目を逸そらさないようにする。


「それで、君は何をしに来たんだ？」


　メイドさんが出ていくと、徹也さんは立ったままの僕に冷たくそう尋ねた。


　思わず涙なみだが出そうになってしまうけど、まばたきをして堪こらえる。ここで泣いたりしたら、僕は進歩してないってことだよね。


「徹也さんの本当の気持ちが知りたくて」


「私の本当の気持ち？」


　徹也さんはジロッと僕の顔を見た。


「この間言ったのが、私の本当の気持ちだよ。あれで充じゆう分ぶん判ると思うけど？」


「今日……仲山さんに会いました。徹也さんの元気がないって心配してて、僕にもう一度、徹也さんに会ってほしいって」


「馬鹿な……。まさか、君は仲山が言うことを信じたんじゃないだろうね？　私が君に会えなくなったから、元気がないなんて、そんなことがあるわけがないだろう？」


　徹也さんの言葉のひとつひとつが、僕の胸に突き刺ささっていく。


　覚悟していたけど、あまりにつらくて、倒たおれそうだった。だけど、ここで引き下がるわけにはいかないじゃないか。傷つくのが嫌いやなら、最初からここに来てはいけないんだ。


「あと、誠也さんからいろいろ聞きました。徹也さんが僕の家のことを嫌うのは、納得できたけど……でも、それと徹也さんの気持ちは別なんじゃないかって思うから」


「どう別なんだ？　とにかく、君とはもう関かかわらないと決めた。前のことも忘れた。それだけだ。君への気持ちは他ほかに何もない」


　徹也さんはきっぱりと言い切った。


「……君も早く忘れなさい」


「わ……忘れられるわけないでしょうっ？　初めて好きだって人に言われた。僕も初めて誰だれかを好きだって言った。キスだって初めてだし、あんなことしたのも初めてだった。徹也さんには忘れられても……僕には無理だ」


　胸が痛い。


　所しよ詮せん、子供の僕の気持ちは、大人の徹也さんには伝わらないんだろうか。こんなに胸が苦しくなるほど好きになった気持ちも、徹也さんなら、簡単に忘れられるんだろうか。


「もう帰りなさい」


　徹也さんが言った言葉はそれだけだった。


「外は暗いから、家まで送ってあげよう。だけど、もうこれで終わりだ。もう二度と、ここに来ちゃいけない」


　徹也さんは諭さとすように言うと、僕の肩かたに手をかけた。


　その一いつ瞬しゆんで、僕の中に堪えていたものが流れ出してしまう。この場で泣きたくなんかなかったのに、涙を抑おさえることがどうしてもできない。


　泣くのは、すごく卑ひ怯きような気がしていたのに。


「遼真君……」


　徹也さんは困ったように、僕の頰ほおに流れる涙を指で拭ぬぐおうとした。


　僕はもう我が慢まんができなくて、徹也さんの胸に飛び込んだ。


「遼真君。駄目だ。離はなれなさい」


「嫌だ……。嫌だ。僕は徹也さんと離れたら、苦しくて死んでしまいそうなのに。徹也さんは違ちがうの？　大人だから平気なの？」


　そう言ったとき、徹也さんの身体からだが大きく震ふるえたような気がした。


「平気……じゃない」


　徹也さんの手がギュッと僕の身体を抱だきしめた。


「平気なわけがない。私だって……苦しくてたまらなかった。死んでしまいそうだと何度も思った……！」


　それを聞いたとき、僕の胸の中には、またあのあったかいものが生まれたんだ。


　僕を幸せな気分にしてくれる、あのあったかいものだ。


「徹也さん……」


　しっかりとしがみつくと、その分、抱き返してもらえる。僕はいつまでもこのままでいたかった。


　なのに、徹也さんは手を離して、僕からまた離れようとするんだ。


「嫌だ……」


「駄目だよ。遼真君」


　優やさしく諭すように、徹也さんは僕の耳元で囁ささやいた。


「抱きしめるだけじゃ我慢できない。君は子供だから我慢できるの？」


　そう言われて顔を上げると、徹也さんの優しい笑え顔がおが視界に飛び込んできた。


「僕も……我慢できない」


「それなら……君も大人なんだね」


　徹也さんは僕の両りよう頰ほほに手を当てる。


　そうして、唇くちびるが重なった。








　キスでフラフラになった僕を、徹也さんは抱き上げて、寝しん室しつのベッドに運んだ。


　そして、あちこちにキスを繰くり返しながら、僕の服を脱ぬがせていく。


「あ……あっ……」


「離れていた間、淋さびしくて、誰かに身を任せていたなんてことはないだろうね？」


　そんな馬鹿なことを、徹也さんは尋ねた。


「そんなこと、あるわけない……。徹也さんは？」


「私こそ、そんなわけはない。毎日、君のことを考えていたんだから……」


　徹也さんは早くも僕のベルトに手をかけ、下半身を脱がせようとしている。僕のほうも、我慢できなくて、徹也さんの手に硬かたくなった部分を擦こすりつけるように腰を動かしてしまったけど。


「まあ、待ちなさい。いくらだって可愛かわいがってあげるから」


　徹也さんはズボンと下着を引き下ろすと、僕の足を大きく広げた。


「ああっ……」


　何もされてないのに、見られただけで感じるような気がする。たぶん、もう興奮しきってるんだ。


「恥はずかしいの？　可愛いね。もうこんなになって……」


　徹也さんは僕の硬くなったものに手を軽く添そえた。


「やだ……」


「触さわられるのが嫌？」


「違う。触られるだけなのが嫌」


　正直にそう言うと、徹也さんは唇をそこにつけて、舐なめ始めた。


「あ……あんっ……」


　舌がそこに触ふれるたびに、身体がビクビクッと震えていく。すごく気持ちいいけど、あと少しの刺し激げきが足りない気がする。というか、徹也さんは僕をちょっと焦じらしてるんじゃないかな。


「嫌……嫌っ」


「何が嫌？」


「もっとして」


　徹也さんは僕のわがままを聞いて、クスッと笑った。


「そんなにしてもらいたい？」


「だって……」


　冷たくしていた徹也さんがやっと僕を受け入れてくれたんだ。なんかもう、僕の身体は一直線に燃え上がってるみたいで、抑えがきかなかった。


　だからって、もちろん、僕は徹也さんの身体だけが目当てじゃないからね。身体も心も一いつ緒しよになって、徹也さんのものになりたいだけだ。


「私のもしてもらいたいって言ったら、どうする？」


　徹也さんは僕にそんなことを言った。


「え……僕もするの？」


　もちろん、そんな行こう為い、したことはない。


　徹也さんは僕の手を取って、自分の股こ間かんに触らせた。


　すごく大きくなってる。これじゃ、徹也さんだってつらいよね。


「僕もしてあげたい……」


「ありがとう」


　徹也さんはそこを露ろ出しゆつさせた。そして、僕とは逆さになって横向きにベッドに寝ねたんだ。僕も徹也さんのほうを向いて、問題の箇か所しよに触れる。


「硬い……」


「君もだよ」


　お互たがいにそれを触ると、一方的に触られるより感じるような気がした。


　徹也さんが僕のを口に含ふくむから、僕もお返しに徹也さんのものを口に含む。嫌だなんて全然思わなかった。


　ただ、とても気持ちよくて、幸せな気分になる。


「ん……んっ……」


　徹也さんは僕のを口で刺激しながら、オシリのほうに手を回してくる。


　えっ、もう？　そう思いながらも、そこが気持ちいいことを知ってるから、僕は期待してしまう。


　徹也さんはオシリを撫なで回した後、その狭はざ間まへと指を忍しのばせる。


　身体がビクンと揺ゆれる。


　その部分が感じるからだ。


　くるくると指先でそのあたりを刺激して、まるで僕を焦らしてるみたいだ。前の部分も気持ちいいし、そうなると、僕は徹也さんを刺激するどころじゃなかった。


　気がつくと、口に含んでるだけという状態で、ひたすら僕は徹也さんの刺激に身を任せていた。


　指先が僕の中に入ってくる。


「ん……あっ……」


　口から含んでいたものが離れてしまう。ちゃんと刺激してあげようと思うのに、もうそれどころじゃなくて……。


　反対に、徹也さんは熱心に僕のものを刺激してくれている。しかも、僕の中に入れてる指と連動しているような刺激なんだ。


　すぐにイッてしまったらもったいないと思って、僕はいっぱい我慢したんだけど、なんだかもう気持ちよすぎて……。


　徹也さんに二本目の指を入れられたところで、とうとうイッてしまったんだ。


「あ……もう……っ」


「気持ちよかった？」


　徹也さんがそう尋たずねるから、僕はうなずいた。


「じゃあ、いいかな？　私も我が慢まんできなくなってきたよ」


　徹也さんの指が引き抜ぬかれる。


　足を抱かかえ上げられ、徹也さんの硬くなったものが僕のその部分に当たった。僕はその次に来る衝しよう撃げきを伴ともなう快感を思い出していた。


「あぁ……っ」


　突つき入れられて、僕は徹也さんの腕うでにしがみつく。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「平気。……だから、もっと……して」


　全身で徹也さんを感じたい。


　今の僕の願いはそれだけだった。


「じゃあ……遠えん慮りよはしないよ」


　徹也さんはそう言いながら、僕の足を抱えなおした。








　再会して和解。そして、いきなり僕達は二回もエッチしてしまったんだ。


　だって、一回じゃどうしても収まらなくて、気がつくと、また求め合っていた。今度は徹也さんにも服を脱いでもらって……。


　今はベッドの上で僕と徹也さんは裸はだかで抱だき合っている。


　何度もキスしながら。


　だって、やっぱり抱き合うだけじゃ、なんだか足りないんだ。もう風か邪ぜなんか、どこかに吹き飛んでしまったみたいだ。


「もう……徹也さん、僕のこと忘れるなんて言わないよね？」


　何度も確かく認にんしたけど、また確かめる。


「ああ。もちろんだ」


「ホントに？　僕が浅川遼真でもいいんだよね？」


「本当だ。ただ……誠也が省真君とああいうことになって、私達までもがこんな関係になってしまったら……誠也をあんなに傷つけた私達と君達の両親を許すことになってしまうと思って……。それだけが嫌いやだったんだ」


　僕は誠也さんの小さかった頃ころの写真を思い出した。本当に可愛い子で、あれだったら、徹也さんがすごく可愛がっていても、不思議はなかったかもしれないと思う。


　そうして、誠也さんを傷つけるものを憎にくんでも仕方なかったんじゃないかな。


「誠也自身は省真君と出会って、そんな昔のことはとっくに水に流していたのに……。私と昌也が意地を張っていた。誠也本人が許すなら、それでいいんじゃないかと、頭では判わかっていたんだ」


　頭で判っていても、感情が許せないってことはあるよね。


　僕にもそれは理解できるよ。


「君を突き放して、死ぬほどつらかった。なのに、私は君が私と同じように苦しんでることに気づかなかった。そして、思い出ごと、君を切り捨てようとしていたんだ」


　徹也さんは僕の手を握にぎった。


「どうか許してほしい」


「許すなんて……そんな……」


　僕は徹也さんの本当の気持ちが判って、それだけでもよかったと思う。そして、元のような関係に戻もどれたんだ。


　これ以上の幸せはないくらいなのに。


「僕は徹也さんが好きだ。だから、徹也さんは何も気にしなくていい。僕は徹也さんとこうして一緒にいられるだけで幸せなんだから」


「遼真君……」


　徹也さんは僕の手の甲こうに唇くちびるを押し当てた。


「君はやっぱり私の天使だ」


「えっ、子ウサギじゃなかったの？」


　徹也さんの言うことは、ときどき変なんだから。


「天使であり、子ウサギなんだ。……ん？　子ウサギの姿をした天使、かな」


　それって、かなり無理やりな解かい釈しやくなんじゃないかな。


　もう天使だろうが、子ウサギだろうが、どっちでもいいよ。


　だって。


　どっちにしても、徹也さんはハンターなんだろうしね。


「ねえ、徹也さん。僕、そろそろ帰らないと」


「……そうだね」


　徹也さんはそう言いながら、言葉とは反対に僕を胸に抱き込んだ。


「ちょっと……徹也さん！」


「誠也は省真君の家庭教師をして、いい具合に同居したよね。私もあんなふうに君の家庭教師をしたいな」


「あっ……だから、あのっ」


「エプロン一枚で勉強させるっていうのもいいね」


　それって勉強なのっ？　なんか違ちがうんじゃ……。


　徹也さんの頭の中には、もうエロエロシーンが炸さく裂れつしているようだった。手は僕のオシリを撫でているし。


「あ……ん。だから、徹也さんっ、もう帰るぅーっ」


「いいから。君のご両親には私から電話をしておいてあげるよ」


　徹也さんって……。


　本当にすごく強ごう引いんだよ。


　でも、そういうところも好きになっちゃったんだし、仕方ない……のかなあ？


「ホントに電話する？」


「ああ。大事な君のためだ。なんでもする。なんなら、結けつ婚こんの申し込みをしたっていい」


　いや、いくらなんでも、そこまで求めてないけど。


「約束するよ。遼真君。私はずっと君のものだ」


　真しん剣けんな眼まな差ざしでそう言われて、ドキンとする。


　僕が徹也さんのものじゃなくて、徹也さんが僕のものなんだ。


　ハンターが獲え物ものにつかまるなんて、ちょっと変だけど。


　まあ、いいかあ。


「じゃあ、約束」


　僕は指切りをしようと小指を差し出したのに、徹也さんはにっこり微ほほ笑えむと、僕に顔を近づけてくる。


「あ……ん……」


　唇が重なる。


　そうして、僕達は約束のキスを交かわしたんだ。




ＥＮＤ　　





社長エグゼクテイブは強つよ気きなハンター








水みず島しま　忍しのぶ
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